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令和４年第２回永平寺町議会定例会議事日程 

（５日目） 

                          令和４年３月１８日（金） 

                          午前９時００分 開 議 

 

１ 議事日程 

  第 １ 議案第１３号 令和４年度永平寺町一般会計予算について 

  第 ２ 議案第１４号 令和４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算につ 

             いて 

  第 ３ 議案第１５号 令和４年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につい 

             て 

  第 ４ 議案第１６号 令和４年度永平寺町介護保険特別会計予算について 

  第 ５ 議案第１７号 令和４年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予算につ 

             いて 

  第 ６ 議案第１８号 令和４年度永平寺町下水道事業特別会計予算について 

  第 ７ 議案第１９号 令和４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算につ 

             いて 

  第 ８ 議案第２０号 令和４年度永平寺町土地開発事業特別会計予算について 

  第 ９ 議案第２１号 令和４年度永平寺町上水道事業会計予算について 

  第１０ 議案第２２号 永平寺町ふるさと応援基金条例の制定について 

  第１１ 議案第２５号 永平寺町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す 

             る条例の制定について 

  第１２ 議案第２６号 永平寺町四季の森複合施設条例の一部を改正する条例の 

             制定について 

  第１３ 議案第２７号 永平寺町営住宅条例の一部を改正する条例の制定につい

             て 

  第１４ 議案第２８号 永平寺町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例の 

             制定について 

 

２ 会議に付した事件 

  第 １ 議案第１３号 令和４年度永平寺町一般会計予算について 

  第 ２ 議案第１４号 令和４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算につ 
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             いて 

  第 ３ 議案第１５号 令和４年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につい 

             て 

  第 ４ 議案第１６号 令和４年度永平寺町介護保険特別会計予算について 

  第 ５ 議案第１７号 令和４年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予算につ 

             いて 

  第 ６ 議案第１８号 令和４年度永平寺町下水道事業特別会計予算について 

  第 ７ 議案第１９号 令和４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算につ 

             いて 

  第 ８ 議案第２０号 令和４年度永平寺町土地開発事業特別会計予算について 

  第 ９ 議案第２１号 令和４年度永平寺町上水道事業会計予算について 

 

３ 出席議員（１４名） 

 １番  松 川 正 樹 君 

 ２番  上 田   誠 君 

 ３番  中 村 勘太郎 君 

 ４番  金 元 直 栄 君 

 ５番  滝 波 登喜男 君 

 ６番  齋 藤 則 男 君 

 ７番  江 守   勲 君 

 ８番  伊 藤 博 夫 君 

 ９番  長 岡 千惠子 君 

１０番  川 崎 直 文 君 

１１番  酒 井 和 美 君 

１２番  酒 井 秀 和 君 

１３番  朝 井 征一郎 君 

１４番  奥 野 正 司 君 

 

４ 欠席議員（０名） 

 

５ 永平寺町議会に説明のため出席した者の職氏名 

町         長   河 合 永 充 君 
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副    町    長   山 口   真 君 

教    育    長   室   秀 典 君 

消    防    長   坪 田   満 君 

総 務 課 長   平 林 竜 一 君 

防 災 安 全 課 長   吉 田   仁 君 

財 政 課 長   森 近 秀 之 君 

総 合 政 策 課 長   原   武 史 君 

会 計 課 長   酒 井 宏 明 君 

税 務 課 長   石 田 常 久 君 

住 民 生 活 課 長   吉 川 貞 夫 君 

福 祉 保 健 課 長   木 村 勇 樹 君 

子 育 て 支 援 課 長   島 田 通 正 君 

農 林 課 長   黒 川 浩 徳 君 

商 工 観 光 課 長   江 守 直 美 君 

建 設 課 長   家 根 孝 二 君 

上 下 水 道 課 長   朝 日 清 智 君 

上 志 比 支 所 長   歸 山 英 孝 君 

学 校 教 育 課 長   多 田 和 憲 君 

生 涯 学 習 課 長   清 水 和 仁 君 

 

６ 会議のために出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長   坂 下 和 夫 君 

書         記   竹 内 啓 二 君 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前 ９時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（奥野正司君） 各議員におかれましては、お忙しいところご参集いただき、

ここに５日目の議事が開会できますこと、心から厚く御礼申し上げます。 

 また、傍聴者を含め議場に入場する方にはマスク着用などの新型コロナウイル

ス感染症予防の対応にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 議案の審議につきましては、第１審議、第２審議、第３審議の順にて審議を行

います。 

 なお、質疑につきましては、会議規則第５５条の規定を遵守していただきます

よう、よろしくお願いします。 

～日程第１ 議案第１３号 令和４年度永平寺町一般会計予算について～ 

～日程第２ 議案第１４号 令和４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算

について～ 

～日程第３ 議案第１５号 令和４年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて～ 

～日程第４ 議案第１６号 令和４年度永平寺町介護保険特別会計予算について

～ 

～日程第５ 議案第１７号 令和４年度永平寺町立在宅訪問診療所特別会計予算

について～ 

～日程第６ 議案第１８号 令和４年度永平寺町下水道事業特別会計予算につい

て～ 

～日程第７ 議案第１９号 令和４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算

について～ 

～日程第８ 議案第２０号 令和４年度永平寺町土地開発事業特別会計予算につ

いて～ 

～日程第９ 議案第２１号 令和４年度永平寺町上水道事業会計予算について～ 

○議長（奥野正司君） それでは、議事に入ります。 
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 日程第１、それでは前日に引き続き、議案第１３号、令和４年度永平寺町一般

会計予算についてから議案第２１号、令和４年度永平寺町上水道事業会計予算に

ついてまでの９件について第１審議を行います。 

 それでは、予算説明資料に基づき、課ごとに審議を行います。 

 本日は、上下水道課関係、１４１ページから１４３ページを皮切りに行います。 

 補足説明を求めます。 

 上下水道課課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） おはようございます。 

 それでは、上下水道課関係につきましてよろしくお願いいたします。 

 上下水道課関係の一般質問につきましては、全員協議会等これまで説明を行っ

たところでございます。通告につきましてはございませんでした。よろしくお願

いいたします。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 次に、上下水道課関係特別会計、予算説明資料４６ページから５２ページ、下

水道事業特別会計の補足説明があれば説明を求めます。 

 上下水道課課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） それでは、下水道事業特別会計につきまして、通告

のありました件につきましてご説明させていただきます。 

 まず、特別会計予算説明資料４９ページ左側、公共下水道建設事業でございま

す。 

 こちら下水道管布設工事３か所の具体的な場所についてのご質問でございます

が、まず松岡室地係につきましては、松岡室１７の９の１、松岡窪１５の６の１、

こちら観音町駅の北西側になります。 

 次に、松岡葵１丁目地係でございますが、松岡葵１丁目５８と６１、こちらえ

ちぜん鉄道線路沿い北側になります。 

 ３つ目、松岡石舟地係につきましては、松岡石舟３の１の２３、石舟地区は３

段の階段状になっていると思いますが、その２段目の北側の一番奥でございます。 

 次に、メーター当たりの単価が異なるのはなぜかとのご質問でございますが、

それぞれ接続する下水道本管の深さが違いますので、深さが１．５メーターより

深くなれば土留工といったような工種が必要になりますし、管布設の線型に変化

点、曲がり等がありましたらそこにマンホールが必要になるなど、現場ごとに施
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工の内容に差がございますので、メーター当たりの工事費は異なるといったこと

でございます。 

 続きまして、公共下水の将来計画をどこかで示してほしいとのご質問でござい

ます。 

 将来計画につきましては、昨年３月の全員協議会でお時間をいただき、これか

らの人口減少に伴う料金収入の減少や所有する施設の老朽化による維持管理、更

新コストの増大といった課題を踏まえ、投資計画に必要な需要額の財源を適切に

確保するために、令和３年度から令和１２年度までの１０年間の基本計画として、

本課所管の各事業それぞれの経営戦略を策定し、ご説明させていただいておりま

す。その際にも、今後、適宜見直しが必要な時点で皆様にお時間をいただき、都

度ご説明させていただく旨お伝えしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、耐震対策等の計画などはあるのかとのご質問でございます。 

 耐震対策につきましては、今のところ経営戦略の中に盛り込んでおりません。

理由といたしましては、下水処理場が供用開始から３４年が経過している中で、

部分的な修繕での対応は限界を迎えております。 

 さきの全員協議会で行政報告としてご説明いたしました中央浄化センターの抜

本的な設備更新を最優先と捉え、令和１２年度計画周期として順次取り組んでま

いります。この更新費用は概算で約２１億円にも上り、巨額であるため、経営の

観点からもこれ以上の事業を計画期間中に盛り込むことは難しいと現時点で判断

しております。 

 しかしながら、耐震化事業も必要であるとの認識は持ってございます。今後、

処理場の更新状況も踏まえながら、適宜段階的な整備ができないかなど検討して

まいりたいと考えております。 

 以上、下水道事業特別会計の説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 公共下水の将来計画、特に最近マスコミでも管路を含めた耐

震化の問題で話題になっているように私はちょっと思っています。それが課題で

はないかと。 

 旧松岡時代の公共下水道の工事、五領川のほうは別としてこっちのほうは耐震
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化ということで明確に聞いたのは、１つは都市整備での管路の整備ということと、

もう一つは福松橋の件が、これは耐震性のある、伸び縮みしてもいいような構造

になっているというのは聞いたことがあります。たしかその辺しか計画してなか

ったんでないかと。聞いている限りでは。思うんですね。こっちの本管を福松橋

越して向こうへ行く。向こうのほうは、たしかヒューム管使っているはずですよ

ね。それで一度それが腐食でヒューム管の中の鉄筋というんですかね。それが表

れたということでちょっとセブン・イレブンの角を曲がるあそこらで工事をして

替えたことがあると私は思っているんですが、例えばこれはうちではないですけ

ども、松岡のほうでは少ないのかもしらんけど、旧永平寺のほうではいわゆる不

明水の問題もあったりして、そこらが耐震性のなさとか、そういう工事の問題で

いろいろあるんではないかなと私は素人なりに思ったりしてしまうんですね。 

 特に災害があったりすると、処理施設も大事ですけど、管路の断裂というんで

すかね。被害というのは即生活に響いてくることもあるので、その辺やっぱりど

うしていくのかというのは、設備が古くなってくるから仕方ないというんでなし

に、管路も含めて耐震性のないところはどうなっているのかということはやっぱ

り常に機会あるごとに広報しておいたほうがいいと思うんですね。その辺はどう

なのかなと思うんですが。 

○議長（奥野正司君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） 当然、議員のおっしゃるとおりと思います。 

 ただ、現時点では処理場のほうの水処理、こちらのほうをやっぱりずっと継続

的に行っていかなければならないと考えておりますので、当然、管路の耐震化に

ついても重要やという認識はございますので、繰り返しになりますが、適宜処理

場の更新状況も見ながら、管のほうも常に意識は持っていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ほか、ありませんか。 

 上下水道課関係特別会計予算説明につきまして、ほかありませんか。 

 なければ次に、永平寺支所関係……。ごめんなさい。 

 失礼しました。次に、上下水道課関係、特別会計予算説明資料の５３ページか

ら５６ページ、農業集落排水事業特別会計の補足説明があれば説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） それでは、農業集落排水事業特別会計につきまして、
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通告のありました件についてですが、先ほど下水道事業特別会計と同様の、将来

計画についてのご質問でございます。 

 回答につきましても同じ内容になりますので、割愛させていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

 次に、耐震計画等の計画の有無について、でございますが、こちらの回答につ

きましても下水道事業とほぼ同様でございますが、農業集落排水事業の経営戦略

では、令和５年度から８年度に３処理場の機械設備及び電気設備の更新を予定し

ております。現時点では、先ほどもお答えしましたが、水処理に関する設備更新

が最優先との考え方から、耐震対策につきましてはその後に取り組んでいかなけ

ればならないものと考えております。 

 以上、農業集落排水事業特別会計の説明とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑……。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 金元です。 

 農業集落排水事業ですが、幸い吉野は公共下水道につないで、あそこにあるか

なり手のかかる終末処理場もこれで安心できる状況になりつつあるのかなと思っ

ています。 

 ただ、合併当時言われていたのは、多くを公共下水道一本につないでいきたい

ということがあったと思うんです。上志比見てみますと、これは地域の状況、詳

しくいろんな地域の感情も含めて、なかなか分かり切らんというのを前に言って

おきますけども、３つの処理場があると。処理場３つというのはそれなりにコス

トがかかるということはあると思うんです。だから、吉野の農業集落排水なんか

も含めて公共下水道に統一してきたということはあるんですが、そういうような

のもやっぱりより合理化する意味では、管理上も合理化する意味ではどうかして

いくとかいうことはやっぱり将来計画の中には入ってくるんでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） 今ほどのご質問ですが、今回のこの経営戦略、繰り

返しになりますが、令和３年度から１２年までの１０年間の計画でございます。 

 今回のこの経営戦略の中には、統廃合といったような計画は盛り込んでおりま

せん。ただ、今ほどおっしゃいましたように、流入量の減少でありますとか、維
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持管理にかかる費用は結構ありますので、今後、長期的に施設の統廃合というこ

とは考えていかなければならないというふうに本課では考えております。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

〇町長（河合永充君） 老朽化が進んだときに考えればいいのかなと思っています。

吉野の場合は、今つなげましたのは、あれもうキャパが吉野エリア、下水のキャ

パがもう結構いっぱい、いっぱいになっていまして、宅造や企業の進出、今それ

見直しますが、それが下水の関係で受け入れることができないという状況があっ

たのと、もう一つ、中部縦貫自動車道の工事がありましたので、併せて五領川の

ほうにつなげさせていただいたほうが効率いい工事ができるということで、地元

のご理解をいただきながら今つなげました。 

 それと、数年前に各処理場を統合して効率よくというのをいっとき検討したこ

とがあるんですが、あまりやり過ぎますと今度災害のときに全部が止まってしま

うというのがあって、ある程度の分散というのも今この災害の時期、ちょっと考

えておかなければいけないなというのも一つ課題となってきていますので、そう

いった点も含めてこれからいろいろと検討、将来につなげるためにどうしたらい

いかというのはしっかり取り組んでいきます。 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 合併の直後、当時から直後にかけて下水道の一本化準備して、

上水道もそうしたいという計画があったと思うんですね。上水道も下水道も含め

て。それを完全に断念したというのはあんまりアナウンスされてこなかったので

ないかと私の中で思うんですよ。吉野地区は今急いだのは、特に中部縦貫自動車

道の工事が入っていて、もう一旦できてしまうとそこを掘り込んで管路としてす

るというのは難しいというのと、旧松岡の公共下水が吉野堺に来るときに、ちょ

っと中部縦貫自動車道の工事とは空いていたんですけど、最後だったんですね。

吉野堺が。公共下水道。清流地区は別にして。そこで管路をつないだらどうでし

ょうというのを盛んに、私たちもいろんな話を聞いて提起しましたし、町もそれ

に乗って考えるということで進んできたと思うんです。 

 ただ、本当に今災害時にどうかということも含めてあるんですが、やっぱりそ

れはそれとしてきちっと考えながら、やっぱり施設が多いのはどうなのかという

ことも含めてきちっと考えていくことも必要ではないか。特に志比の処理場なん

かがなくなることで、確かにそれなりの補助もかかったけども、つなぐことでや
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っぱりこれからのランニングコストも考えると経費節減につながるということを

判断して一歩踏み込んだんだと思うんですね。それらも含めてぜひ、何かいろい

ろ考えていくことも含めて、議会にはやっぱり相談しながら進めてほしいなと思

います。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 各施設耐用年数がまだありますし、国からいただいているそ

れもありますので、次の計画のときに。今の計画ももちろんそういったのは頭に

置きながらしっかり取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほか。ほかありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） そのほかということで、ごめんなさい。説明もらっている

んだろうと思うんですけれども、再度確認させてください。 

 公営企業法適用委託料というのがありますよね。令和６年に向かってやるとい

うことを聞いているんですけれども、その委託内容と、あとそのことによって今

から備えていかなければならないこと等々ございましたらもう一度ご説明いただ

けますか。多分、下水道と農集と両方同じようなことだろうと思います。 

○議長（奥野正司君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） 今ほどのご質問ですが、３か年の継続した業務にな

ってございます。 

 こちらそれぞれ固定資産の洗い出し、こちらのほうがしっかりしてございませ

んでしたので、本年度はその業務を中心に行っております。また、今後、その固

定資産台帳を基にした複式会計処理、こちらに向けた作業に入っていきます。科

目設定でありますとか、処理の仕方の構成といいますか。そういった作業に今後

入っていきます。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 公会計になるという事は、今まで以上に独立採算制を問わ

れると思うのですが、そのために今やっておけなければいけないことはないので

しょうか。 

○議長（奥野正司君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君）今ほどのご質問ですが、令和５年の３月末日をもって
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今の特別会計の処理の仕方が終わります。と言いなすのは、打ち切り決算、普通

の一般会計ですと、４月、５月の出納整理期間がございますので、その辺の支払

いの対応は、現年度予算で対応できるのですが、令和５年から令和６年こちら移

行する際には、そう言った処理ができなくなりますので、令和６年４月以降の資

金繰りが必要になりますので、それまでの運営資金をためておく必要があります。 

  以上です 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 多分、独立採算になると、今まで以上になかなか普通の一

般会計からの繰入れとか資金の援助とかっていうのはされにくくなるんだろうと

思いますけれども、それらの備えというのは何か考えるようなことはないんです

か。 

○議長（奥野正司君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） そちらにつきましては、会計方式が今のところ変わ

るだけで、下水道料金の変更というのは今のところその時点では考えておりませ

ん。なので、一応独立採算制というような会計方式にはなりますが、やはり一般

会計のお世話にもならないといけないと考えております。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ほか、ありませんか。 

 なければ次に、上下水道課関係、上水道事業会計予算説明資料について補足が

あれば説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君）それでは、上水道事業会計につきまして、今年度の課

題はといったご質問をいただいておりますので、ご説明させていただきます。 

 今年度を含めた今後の課題といたしましては、下水道事業と同じく老朽化して

いく資産の更新がまず挙げられます。令和２年度決算審査意見にもございますよ

うに、保有資産の中でも特に機械及び電気設備の老朽度が著しく、計画的に更新

を進める必要がございます。 

 本課題に対応する令和４年度事業として、上水道施設全般を対象とした老朽化

更新、耐震化を進めるための更新計画策定費用を計上しております。 

 また、更新計画の策定を待たず緊急に設備更新等が必要と判断したものについ

ては、本年度予算の中の修繕費等で計上しております。その主なものとしまして

は、上水道管理センターの屋上防水、外壁塗装や志比浄水場の原水ろ過装置の活
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性炭入替えなどがございます。 

 また、上志比地区における水源の一つから、こちら上志比の除雪格納庫の東側、

こちら上志比第一水源という水源がありますが、こちらから近年、大腸菌が検出

されるようになりました。大腸菌が検出された場合、クリプトトリジウムという

ヒトや哺乳動物の消化管の中で増殖し感染症をもたらす寄生性原虫が原水に混入

しているおそれがございます。大腸菌は塩素滅菌で死滅いたしますが、こちらの

クリプトトリジウムは耐塩素性であるため塩素滅菌では死滅いたしません。有効

な対策として、この原虫に紫外線を照射し不活化する紫外線処理がございます。

令和４年度はその紫外線処理設備の詳細設計費用を計上し、令和５年度に設備導

入を予定しております。 

 上水道は常に安全な水道水を安定してお届けし、住民の皆様の暮らしを支える

という公共の福祉を増進するとともに、公営企業として経済性を発揮するように

運営されなければなりません。公共の福祉と経済性、こちら２つの要素を両立し

ていくことが重大な課題と捉えております。 

 以上、上水道事業会計のご説明とさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 老朽化が進んでいるというのはよく分かるんですけれども、

せんだって上志比で一時断水があったということで、ちょっとそこら辺の報告を。

この間の議会の中でちらっとありましたよ、というのはあったんですけれども、

再度お願いしたいなと思います。 

○議長（奥野正司君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（朝日清智君） 先日の上志比地区の断水につきましては、こちらう

ちの施設の老朽化等は関係ございません。歩道の建設工事、こちらのほうで掘削

時点で水道管に接触して損傷させてしまったというような形でございます。 

 このたび、そちらの水道本管の損傷により、配水池の緊急遮断弁が動作し、そ

れでちょっと断水になってしまったというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 なければ次に、消防本部関係、２１４ページから２２１ページを行います。 
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 補足説明を求めます。 

 消防長。 

○消防長（坪田 満君） おはようございます。 

 それでは、令和４年度消防本部関係の当初予算に係る通告に対しての説明をさ

せていただきます。 

 一般会計予算説明書の２１９ページ左側をお願いします。 

 消防団員費、消防団員の処遇改善や出面の見直しの方向性が示されたが、本町

の取組は。その際、報酬は個々に渡るようにと指摘されているがとのお尋ねです

が、まず、消防団員の処遇に関してですが、永平寺町の団員の報酬は年額２万円、

出動手当におきましては４時間までが３，０００円、８時間までが６，０００円

の支給としてございます。国は団員の報酬を３万６，０００円、出動手当におき

ましては１回８時間８，０００円に増額するようにとしております。 

 今年度より県内の消防の消防長が集まる会議でもこれにつきまして検討、協議

を進めておりますが、現在、永平寺町の報酬金額より低い消防団員がおおむね県

内の平均、現在の県内の平均につきましては１万９，４３８円となってございま

す。低い消防団がこの金額に近づくように増額をすると聞いてございます。 

 令和４年度以降におきましても、さらに協議、会議を進め、近隣市町の動向に

より判断していきたいと考えてございます。 

 なお、報酬、各種手当におきましては、令和２年度より団員個人支給としてお

り、各個人の口座振込とさせていただいております。 

 次に、消防職員数、定数から実働人員はかなりの差があるが、シフト上からも

足りているのか、無理はないのかとのお尋ねですが、職員の実員状況につきまし

ては昨年もお答えしておりますが、現在、消防職員の条例定数は消防吏員が４４

名、消防職員１名、計４５名に対しまして、３９名の実員であります。 

 なお、この条例定数につきましては、１消防本部２分署のときからの定数とな

ってございます。現在の消防庁舎の建設に伴い、１消防本部１消防署体制となり

ました当時から職員数は３９名前後となっておりますが、これまで火災はもちろ

ん年々増加します救急や自然災害の豪雨、大雪、さらには一昨年からのコロナ禍

での対応を含め、シフト上からも対応できておりますことから、職員は足りてご

ざいます。 

 また、職員家族の濃厚接触者扱い等により職員の数日間自宅待機がありました

が、通常業務及び緊急業務等に支障は出ておりません。 
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 なお、今月末に県防災航空隊へ派遣しておりました１名が戻り、令和４年度は

４０名となります。 

 参考としまして、県内で１消防本部１消防署体制は勝山市消防本部であり、管

轄面積が永平寺町の２．５倍、人口約２万２，０００人を実員３９名で運営して

ございます。 

 次に、コロナ禍での消防職員の状況と現職員数の増員はとのお尋ねですが、特

に救急出動におきましては、コロナ禍で救急件数が減少しており、またコロナ陽

性者の搬送も昨年が２件、今年も現在まで２件で、十分な感染対策を取って業務

を行っておりますので、実員３９名で対応はできてございます。 

 以上、消防本部関係の説明といたします。よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 補足させていただきます。 

 消防団員の処遇改善につきまして６月補正で、いきなり全国の基準にまでとい

うのはあれですけど、少しずつ、また団員の皆さんとお話をさせていただいて、

しっかり対応はさせていただくように指示をしてありますので、またその点ご理

解をいただきたいなというふうに思います。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 昨日、防犯隊を含めて処遇改善のことを言ったんですが、出

面の問題でいうと、１万５，０００円でなしに８，０００円でした。ごめんなさ

い。それは謝っておきます。 

 ただ、全国の一つの基準として３万６，０００円、団員の報酬ですね。年額の

報酬は３万６，０００円に対して２万円ということで、県内平均ではそれほど遜

色ないという状況なのかもしらんですが、やっぱり災害の多い今日、今、町長が

６月補正で対応するということを言われたんですが、それはそれとして、きちっ

とどういう状況かとかいうことも含めていろんな物事への対応も含めて、常にや

っぱりアナウンスしてもらうことが大事なんじゃないかなと思っています。 

 ある意味、消防署は本当に団員も含めて我々の命の保険ですから、もう少しき

ちっとやっぱり位置づけて取り組んでいく必要があると思います。 

 それに、消防職員の数でも足りている、足りているというんですが、聞こえて

くる声は足りているということばっかりではないように私は思っています。とい

うことで、町もそれなりの努力はしているんだろうと思うんのですけど、やっぱ
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り一定きちっとした職員数の確保ということを考えて、やっぱりいろんなところ

に派遣する人たちもいらっしゃるのでね。そのことを考えると、やっぱり特にこ

ういうコロナ禍ではひょっとすると感染者が出てきて、何人か出ることのできな

い人たちも出てくるということもあると思うんで、やっぱりシフトも十分取れる

条件づくりというのはしていく必要があると思うんですね。 

 このシフトの問題でいうと、例えば看護師。看護師なんかは以前、三交代と言

われたんですね。それを人がだんだんいなくなってくると二交代。二交代で月に

１週間とか１０日までの夜勤が、月の半分夜勤に入ってしまうという状況になっ

てくると、もう手いっぱいで大変な状況になるわけですね。 

 消防もそういうシフトを組んだときに余裕のないシフトの組み方になるとやっ

ぱり大変だと思うんで、それは十分管理する側も考えているとは思うんですが、

そこらで無理がないようにぜひ体制を取ってほしいと思っています。 

○議長（奥野正司君） 消防長。 

○消防長（坪田 満君） まず、報酬の件ですが、こちらにつきましては、先ほども

ちょっと述べましたが、新年度に入りましてまた消防長の集まりがありますので、

その辺で各消防団の今後の方向性もお聞きして対応したいと思ってございます。 

 なお、ちょっと耳にすることで、団員さんなかなか仕事上で予定の訓練とかに

なかなか出られないと。そういう中で、コロナ禍もございますし、年間調べます

と二、三回しか出られない団員さんもございます。その中で、やはり報酬をいた

だいているので、その辺なかなか出られないのもちょっと苦しいんですというお

話も聞いてございます。ということで、その辺もまた考えまして、今後検討した

いと思ってございます。 

 あと、職員数についてなんですが、先ほども述べましたが、消防本部としては

足りていると考えてございますが、当然、コロナ禍につきまして、この先、職員

間で陽性者が出て業務が回らなくなるということも想定してございます。それに

つきましては、現在、シフトを三交代で行っておりますが、その状況によりまし

て計画では二交代の変更も組んでございます。 

 それと、状況に応じましては近隣の消防本部、こちらのほうに協定という形で

すぐ不測の事態には出動していただけるような話を取り交わしておりますので、

以上でございます。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 消防の定員につきましては、数年前まで３署体制でやってお
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りました。それを今、１署体制にすることによってより効率的に人の配置をする

ことができる。また、今司令台等も入れながら、一つ一つの業務の負担というの

はそういった技術とか３署を１署にすることによっての効率化、いろいろそうい

った対応をしております。 

 ただ、今、金元議員おっしゃるとおり、またいろいろ多様化、そういったのも

ありますので、これまた消防本部としっかり話を聞かせていただいて検討もして

いきたいなと思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 なければ次に、住民生活課関係、４６ページから５７ページを行います。 

 補足説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） おはようございます。 

 それでは、住民生活課の補足説明、事前の通告に対するご回答をお願いしたい

と思います。 

 まず、予算説明書の４７ページの右側でございますが、マイナンバーカード関

連の件で、カード保有率が６０％を超える。今後の見通しまたは健康保険証の利

用、公金受取口座に係るマイナポイント第２弾についての町の取組というところ

であります。 

 まず、マイナンバーカードの健康保険証利用受取口座登録についてのマイナポ

イントの付与については、６月をめどにスタートするというふうに国から通知が

来ています。町民からも関心があり、問合せも多くいただいております。 

 マイナンバーカードの申請については、当町５０％を超えています。まずは国

のマイナポイントの付与を町民にしっかり周知し、マイナンバーカードの取得に

ついて取り組んでいきたいと考えております。 

 また、町としましては障がい者の方や老々世帯など役場に来庁できない方につ

いては出張サービスも行っておりますし、今後もそういう取組を続けていきなが

ら、マイナンバーカード取得の推進を進めていきたいと考えています。 

 職場訪問なんかも商工会を通じてお願いしていますが、コロナ禍ということも

あってなかなか実施できないということがあります。この件についても再度商工

会と協議しながら、取得推進に今後進めていきたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いします。 

 次に、５１ページの左側の生ごみ処理についてご質問いただいております。 
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 生ごみ処理に関して、ごみのリサイクルということで関連して古紙回収等もも

らっていますが、まず、古紙回収処理について申し上げます。 

 古紙回収の資源回収団体の実施率につきましては、コロナ禍ということもあっ

て令和２年、令和３年度は減少しているということになっております。ただ、古

紙回収の数量ですね。町全体の数量についてはステーションもありますので全体

としては増加をしているという傾向にあります。コロナ禍が収まれば古紙回収の

団体の数はまた増加するというふうに見込んでおります。 

 続きまして、５２ページの右側でございますが、環境審議会の項目で環境基本

計画の見直しに係るＳＤＧｓの視点が盛り込みされているか、または環境基本計

画定款見直しの程度、近年に合わせた状況になるのか、定義などはというような

ご質問をいただいています。 

 まず、環境基本計画の見直しにつきましては、脱炭素社会の取組、ＳＤＧｓの

環境への取組を施策に取り組むほか、これまでの施策の実績に基づく目標値の見

直し等が主になるというふうに考えております。 

 具体的な施策については、策定の過程で議論していくことになると思いますが、

国がカーボンニュートラル宣言をしている、またＳＤＧｓも環境問題としては非

常に大事な取組であることから、町としましてはその取り組む内容の方向性を示

していきたいというふうに考えております。 

行政組織条例の制定の議決をいただきましたので、今後環境政策については町

の各種計画に精通している総合政策課が担当するということでしっかり引継ぎを

しながら町としての環境の方針を示していきたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いをします。 

 また、あわせまして５３ページの右側ですね。次世代充電インフラ事業で、各

議員さんからのご質問をいただいております。 

 まず、公用車でＥＶ車を導入することでありますが、それの充電設備のことに

ついてのご質問があります。公用車のＥＶ車導入については、ＥＶ車と充電設備

をセットで導入するということになります。まずそれが１点ですね。 

 その電気自動車の急速充電器の増設計画とか、あと今現在道の駅にありますが、

その以外の新設とか設置数の今後の課題というようなことでご質問いただいてお

ります。 

 まず、前提としてお願いしたいのが、ＥＶ車を導入する際には当然車の導入と

併せて充電設備も各家庭で導入するというのがほとんどだと思います。ですから、
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道の駅などにあるスポットの急速充電器というのは、いわゆる遠距離とかそうい

うときのガソリンスタンドのような感覚で充電をするというようなことになると

いうふうに理解をしています。そういう意味では、やっぱりＥＶ車の導入状況と

か、またそういうような環境社会の情勢を見ながら設置を考えるべきだというふ

うに思っておりますが、今現状の福井県の中の課題状況をいいますと、約２３０

か所のスポットが福井県内にありますが、ほとんどが民間による導入になってい

ます。公共の導入といいますと、その道の駅の設置ということでありまして、今

後は民間がそういう設備を導入しながらやっていくものの流れというふうになっ

ています。これ県にもそういうような確認しております。 

 ということで、公共が設置するということに関しては、やっぱり今後の推移を

見ながら、必要性がある場合にはということになると思いますので、やっぱり民

間の導入状況を見ながら、今後町の動向も考えていくべきだというふうになりま

す。まずは民間の導入状況が流れになってきているということをご理解いただき

たいというふうに思います。 

 次に、古紙回収等でありますが、これ先ほど申し上げたとおり、今コロナ禍と

いうこともありましてなかなか団体の数は増えないと。しかし、古紙回収の量自

体は町では増えているということもありますので、その古紙回収等についても団

体のコロナ禍が収まった後のこととかということで、リサイクルの観点からしっ

かり進めていきたいというふうに考えております。 

 段ボールコンポストについてご質問いただいております。 

 段ボールコンポストについては、昨年、講習会を２回開催して２０名の方に実

践をしていただいております。令和４年度においては、その実践をしていただく

という観点で、段ボールコンポストに使う中の資材ですね。ピートモスとかくん

炭等を希望者に配布したいと考えております。配布して実際家庭で取り組んでい

ただきたいというふうに思います。予算ベースでは少額ですが、十分これで希望

者に対応できると思いますし、希望者が多ければまた後々対応していくことにな

ると思いますので、とにかくコンポスト、生ごみを家庭で処理するという意識高

揚を図っていきたい。 

 令和３年度に段ボールコンポスト取扱いの動画を配信しました。ケーブルテレ

ビでも流れております。それは作り方を動画配信しましたが、令和４年度また動

画的に、今度はどういうふうにリサイクルされるかとか、そういうような形を目

に見える形で動画を作成して配信していきながら、町民の意識高揚を図っていき
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たいというふうに考えておりますので、よろしくお願いをします。 

 雑紙分別回収についてご質問いただいていますが、まず周知不足であるという

ご指摘です。それは真摯に私も受け止めなきゃいけないというふうに思っており

ます。 

 令和２年、３年でやっていますが、これまでホームページでの周知、家庭ごみ

の正しい分け方、出し方の中に雑紙収集を追記して各戸に配布したと。あと、環

境美化推進会議でその収集の方法について説明し、地区内で周知を図っていただ

いている。あと、燃えるごみ減量大作戦というチラシを作成しまして、それに雑

紙の分別の方法についても周知をしてきたという経緯はありますが、議員ご指摘

のとおりまだ周知していないということを真摯に受け止めまして、やっぱりこれ

はしっかり周知をしていくことが大事だということで、令和４年度、まず広報に

もちゃんと二カ月に一回ぐらいはしっかり記事を掲載して住民周知を図るとか、

昨年度出しました燃えるごみ減量大作戦、雑紙はどうするんだということについ

てもチラシを、これも広報に記事が出ない月、隔月ぐらいにチラシを配布しなが

ら周知を図っていきたいというふうに考えております。 

 雑紙の分別が進むことによって、燃えるごみの一般ごみが減量化されるという

こともありますので、その点についてはまず周知のやり方というのをこれまでよ

りも多くしてやっていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願い

します。 

 不法監視の件でご質問いただいております。年間３０回が２０回に減ったが委

託料は増えている理由はということですが、これはすいません。説明不足もあり

ましたので、改めて説明させていただきます。 

 不法投棄の監視パトロールは令和３年度から２０回にしています。昨年度はパ

トロールが２０回、不法投棄の回収で１０回という予算を組んでおりました。そ

れを明記しなかったので申し上げたいと思います。昨年度から２０回にしていま

して、今年も２０回ということで回数には変更はございません。ただ、委託先の

単価がアップしたということもありまして、委託料としては９，０００円の増に

なったということでございます。これについては説明が不足していましたが、申

し訳ないと思っています。よろしくお願いします。 

 一般ごみの減量を図る中でのプラス要因は何かというようなご質問でございま

すが、ごみが減量化されるということについては、ＣＯ２削減につながるという

ことが大前提になると思います。やはりカーボンニュートラルに向けた取
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組の中では、小さいこともしれませんが家庭用ごみの減量を図っていきな

がら、やっぱりＣＯ２削減を図っていく。家庭用ごみというのは各家庭では

少ないかもしれませんが、町全体になると大きな量になりますので、その

削減を図っていくということはＣＯ２削減にも大きく寄与するということ

で、身近な取組ということをやっぱり今後も続けていくことが必要という

ふうに考えております。 

 ５６ページですが、福井坂井広域圏の負担金についてご質問をいただい

ております。 

 まず、施設整備の今後の展開、費用負担の計画についてですが、福井坂

井広域圏の清掃関係の施設については、まず最終処分場の埋立ての防水張

りシート、あと余熱館指定管理に係る改修、清掃センターの再延命化事業

というのが今後計画されているということになります。 

 全体的には最終処分場で１億３，０００万円、余熱館の修繕等で２億、

清掃センターの再延命化が全体工事で６５億２，５００万というふうに出

ています。ただ、これについては国庫補助等もありますし、起債の借入れ

もあると思います。まだ永平寺町の負担というのは示されておりませんが、

今後こういう３つの工事が展開されていくというふうに聞いております。 

 令和２年度の搬入量についてご質問ですが、負担額についての令和４年

度増加したのはどういうことかということになります。結論的に申します

と、負担金増についてはごみの搬入量が増加したというものではなく、人

件費とか光熱水費の増、施設修繕や工事請負の増がそれぞれ要因とされて

いるということでございます。電気単価の増とか油単価の増とか、あと施

設の老朽化に係る修繕とか、そういうのがありますので、こういうところ

で増になっているということでご回答させていただきます。 

 一般会計については以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） まず、すいません。ちょっと修正といいますか、通

告一覧の中に私の質問入ってなかったんですけれども、マイナンバー関連

事業ということで質問出させていただいて、健康保険証の利用登録という

ところでご回答はいただいたんですけれども、一覧表に載っていないので
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一応質問させていただける権利はあるというところでお知らせさせていた

だきます。 

 そのマイナンバーカードのところの質問ですけれども、４７ページ右側で、６

月からマイナポイント付与というところでスタートするとあるんですけれども、

これがどういったふうに進むのかというのが、皆さんちょっと見えないので問合

せが多いのかなと思うんですね。実際に、ホームページでマイナンバーポータル

サイトに個人の方が登録して、切替えするということはできると思うんですけど。

個人個人で。それを、じゃ窓口業務として何かされるのかなというところと、あ

とこれ、私も身近な医療機関のほうでマイナンバーカードを健康保険証にすると

いうふうな場合、ピッと通すところがあるんですね。認証用の機械がね。これが

町内の全医療機関のほうに全て整っているのかどうかというところの確認は町の

ほうでされているものなのかなというところなど、お伺いしたいです。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） ６月からスタートということについては、正直我々

もいつからスタートするんだということをやきもきしてきまして、国のほうから

６月からスタートするという通知がありましたので、広報にもその旨は記事を掲

載して住民の周知を図ったということでございます。 

 具体的に申しますと、健康保険証の利用については今でも登録はできます。切

替えできます。ただ、口座登録についての仕組みがまだ確立されていないという

ことで６月というふうなことで国のほうから通知が来ております。今後につきま

しても、国の方向性に基づく通知に基づきまして窓口でしっかり対応していきた

いというふうに思います。 

 ただ、実は窓口へ行きますと、町にありますパソコンのほうで切替え作業がで

きるというのもありますし、これはご自身のスマートフォンでもできるというこ

とがありまして、傾向的には若い方についてはもう自分でやるよという方もおら

れて、去年の時期と比較しますとご自分の家庭で家族全員スマホでの切替えして

いるという方のほうが多いように感じます。ただ、今後も窓口に来られた方につ

いては窓口でしっかり対応していきたいというふうに考えております。 

 町内医療機関のマイナンバーカードの健康保険の読み取りの機械ですけれど

も、私どもの把握していますのが町立の訪問在宅診療所にはもう機器が導入され

ておりますし、たしか永平寺クリニックさんにも導入されているというふうには

聞いております。ほかの医療機関ではまだ導入されていないというふうな形で、
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我々把握していないんですけれども、というふうに聞いていますので、これの導

入は町じゃなくて医療機関自体が導入します。医療機関で導入します。町が出す

んじゃなくて医療機関で導入しますので、これはもう病院、医院さんの考え方に

なると思いますので、その点ご理解をお願いしたいと思います。 

○議長（奥野正司君） １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） そうですね。健康保険証をマイナンバーカード切り替えて

しまって、それで医療機関かかったときに、当院では対応していないんですよと

いうことには絶対なってはいけないと思うので、医療機関がしっかり導入するん

だろうとは思うんですけれども、大丈夫かなというところがちょっと不安なとこ

ろで。 

 あと、切替えの点についてはしっかりと、高齢者の方でちょっとスマホが苦手

ですということも窓口でしっかりと対応していただけるということで、お願いい

たします。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） １点ご理解いただきたいのが、今、マイナンバーカ

ードが健康保険証に利用できるという形で切替えされた方も多いと思います。た

だ、一方では、私は国民健康保険料を扱っていますが、保険者としての立場から

すると、保険者としては、保険証は発行してあげなきゃならないです。今、マイ

ナンバーカードになるから発行しなくていいという話ではなくて、これは発行し

なきゃならない。だから２つ持っているんですね。保険証を持っているか、マイ

ナンバーカードを利用するか、２枚持っているということなので、利用者から、

町民とかそういう立場からすると医療機関へ行って受診が受けられないというこ

とにはならないということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） 紙の保険証も出るということで理解いたしました。 

 あとすいません。５３ページの充電インフラ整備事業のこともちょっとお伺い

したかったんですけれども。こちらの事業は総合政策課さんに切り替わられるの

か、住民生活課さんでそのままなのか分からないんですけれども、充電スポット

のことで私も質問を出させていただいていて、道の駅と永平寺口駅に町内にはあ

るんですけども、もうちょっと、もう１か所、２か所必要ではないかなというと

ころで質問出させていただいたんですけれども、今ちょっとＥＶ車、私も１年間

乗ってきていろいろと試してみているんですが、県内に２３０か所スポットがあ
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ると。増えているような感じはするんですけど、減ってもきているんですね。例

えば大野市とかまで車で行くとなると、１回充電は必ず外でしたいんですけれど

も、行った先の道の駅にも設置、取り外してしまったんですと。故障して取り外

してしまったんですというところもかなりあったりするんですね。 

 各家庭での充電設備は必ず整えるわけですけれども、じゃ遠方にお出かけした

ときには必ず外でどこかでは充電したいんですけども、それがよそのご家庭にお

邪魔してできるものでもないですし、そういったところを欲しいなという。必ず

あってほしいものではあると思うんですが、その中でやはり山間部ってどうも消

費が早いんですね。道を上がっていくとね。やはり山の多いところへ行くときは

不安が多いんですけれども、その中で永平寺ってやはりちょっと山道になってき

ますので、門前の辺りにあったほうが観光客の方が安心であろうなと思います。 

 最近はレンタカーなんかも駅前で借りられるレンタカーでも電気自動車なんか

もふえてきているところで、そういった意味ではえい坊館ですとか、門前の辺り

にどこかあると観光客誘致という視点からも町内の利用促進、脱炭素社会に向け

てのＥＶ車導入ということも促進するんではないかと思うんですけれども、ご検

討いかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） 充電設備の設置のまず考え方としましては、先ほど

私答弁した中で、移動の際での要はガソリンスタンドのようなスポットという感

覚だというような私答弁させてもらったんですが、ですから動線ですね。人が動

く動線をやっぱりよく考えた上で設置しないと、そこに置けばいいかなという話

ではないということをまず私は考えております。 

 議員おっしゃいましたとおり、例えば門前にとかってやりますと、そこは一つ

のターゲットとしては観光客を一つのターゲットにすると。これもあると思いま

す。そういう意味では、県のほうでも今二百四十数カ所と申し上げましたが、今、

県のほうでもいろんな民間事業者からの問合せは多いそうです。だから、今後も

増えていくというような傾向にあるのは間違いないと思います。 

 ただ、その設置する目的が人を誘客したいとかっていう目的でしたり、そうい

うようなことがやっぱり大いにあると思います。そういう意味では、観光客を誘

致するという観点も一つの考え方かもしれません。そういうようなこともトータ

ルで考えた上での車の流れの動線上に置くという考え方。 

 今、県が２４０か所あると言いましたが、それは幹線道路とか全部に対して、
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大体３０キロに１か所は設置するような方向性を持っているようです。そういう

ようなことを全部トータルで考えながらしていくことが大事だと思いますし、そ

れはやっぱり県の考え方と町の考えかたというのもすり合わせしながらしていく

ことなので、今後の課題になるかというふうに思っていますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 急速充電器につきましては、数年前、自治体がずっと入れて

いきました。今、先ほどのなくなっているところがある。やはりランニングとか

老朽化とかそういったのがあって撤去をしていく。今、町でも最初は無料で充電

してもらいましたが、今は料金をいただくようになってきている。 

 やはり、ただ今大きく流れが変わってきますのが、ヨーロッパではガソリン車

を廃止して電気に２０３０年か３５年、どっちかから進んでいく。それに伴って

日本の自動車メーカーも電気自動車の発表でしたり、どんどん切り替えていくと

いうのが出てきています。おのずと民間の皆さんはその需要に応えるような投資

もしていくようになると思っていますので、これからそういった、逆に言います

といろいろ観光地など、人が集まるところ、特に県外とかそういうところから来

られるところは急速充電器がないとお客さんに来てもらえない、そういった状況

にもなると思いますので、それはそんな中でそういったところ、国と県の流れも

しっかり見ていきますが、そういったところへ支援をする制度ができたら町もし

っかり乗っていきたいなというふうに思いますし、もう一つ、永平寺、観光地で

もありますので、観光地の協会等、団体の皆さんが、やはりこういったところで

そういった提案は個別に、不公平にならないようなことは大事ですが、そういう

のはしっかり聞いていくのは一つ観光の町としての取組にもなるかなと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） ５１ページの生ごみ処理容器事業、それから５５ページの

古紙回収事業、これらの事業、第２次の基本計画、永平寺町の環境基本計画の指

標があります。１人１日当たりのごみの排出量というのが設定されております。

家庭ごみのリサイクル率というのが設定されております。古紙回収実施団体数、

これも設定されております。古紙回収実施団体数は課長の今のお答えの中で、団

体数は減少しているけれども回収量は増えているということですけども、この環
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境基本計画の指標にのっとって団体数は目標として２２という設定をしているわ

けです。これに対して現状は幾つであるのかと。具体的に指標に対する設定値に

対して現状、そして今度の令和４年度の予算はどういう設定をしているのかとい

うところをずばりお答えください。 

 それからもう一つ、環境基本計画見直し、中間見直しということですけれども、

これにＳＤＧｓの行動目標をどれくらい取り入れるのかという今お考え、方向性、

どうなのかということです。ＳＤＧｓ、１７の行動目標が設定されております。

そのうちどれくらいの行動目標を設定、体系化していくのかというところもお答

えください。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） 環境計画の指標に対する実績について申し上げます。 

 まず、１日１人当たりのごみの排出量につきまして、環境計画では１人１日６

９０グラムという目標を設定しております。年度ごとの推移を申し上げますと、

平成２９年度７３２グラム、平成３０年度７３０グラム、令和元年度が７４５グ

ラム、令和２年度７３７グラムと、環境の目標には達していないということで報

告させていただきます。 

 次に、家庭ごみのリサイクル率については、環境目標年２５％というような目

標を持っていますが、平成２９年度１６．７％、平成３０年度１７．５％、令和

元年度が１６．９％、令和２年度は１７．１％、これも目標には到達していない

ということで報告させていただきます。 

 古紙回収団体の団体数については、議員もおっしゃいましたとおり２２団体と

いうような目標ありますが、平成２９年度２０団体、平成３０年度が１８団体、

令和元年度１７団体、令和２年度は１１団体、令和３年度今現在では１０団体と

なっています。ただ、これは団体の実団体数でありまして、実施回数だけ申し上

げますと、平成２９年度は２０団体に対して実施回数は２３回、平成３０年度は

１８団体に対して実施回数は２０回、令和元年度は１７団体に対して実施回数が

１９回、令和２年度は１１団体で実施回数が１１回、令和３年度も１０団体で実

施回数が１０回というふうになっております。 

 環境基本計画のまだ目標に到達していないということで、この点についてもし

っかり周知を図りながら努力していかなきゃならないというふうに考えておりま

す。 

 それで次に、環境基本計画の見直しについて、ＳＤＧｓの観点についてご質問
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いただきました。ＳＤＧｓについては、多岐に項目がわたっております。環境の

部分が非常に多くございますが、その点については今の環境基本計画の中では十

分網羅されてない部分もありますので、そこを取り組むことは当然見直し作業の

中では重要だと考えております。 

 それを体系化していくことに関しまして、今具体的にどういうふうにしていく

かということについては今後の検討課題の中の一つとして捉えさせていただきた

いというふうに考えております。 

 どちらにしましても、今社会の情勢でいきますと、ＳＤＧｓも大事ですし、脱

炭素社会の推進も当然大事な取組になっています。そういうことを環境計画の見

直しの中では町として今後どう取り組むんだということについて、他の計画と連

動、それも図りながらやりたいと思いますし、そういうことも踏まえながら策定

の中の検討とさせていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（奥野正司君） １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） ありがとうございます。 

 最初の環境の指標について、１人当たりのごみの排出量、それから家庭ごみの

リサイクル率で年次の実績が紹介されたわけですけども、未達ということですけ

ども、これはお分かりいただいていると思うんですけれども、あくまでも２０２

７年がゴール、目標の最終の設定がされているわけです。例えば、１人当たりの

ごみの排出量というのが２０１６年７８０グラム、１日ですね。それを６９０グ

ラムに２０２７年に設定しているということですから、これを年次展開して、各

年どれくらいの排出量、目標値に向かってどれくらいの数値を設定して、そして

それを達成するために単年度のいろんな施策を展開していく。その施策に当たっ

て予算計上が必要なものがここに出てくるということですから、当然そういう作

業をやった上での予算計上をされていると思いますので、改めて年次展開をはっ

きりした上でその施策を設定して予算をつくり上げていくということをさらに徹

底していただきたいなと思います。よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） 議員さんのご指摘、本当にもっともと思います。今

お聞きしまして、しっかりしなきゃいけないなということを改めて感じたところ

でございます。 

 ごみの排出についてはこれまでも取組をしてきましたが、なかなか有効な施策



 －419－

も見いだせず、まずは周知をしていただいて、住民の意識ですね。町民の意識を

ごみの減量化ということについて持ってもらうということがやっぱり大事だとい

うことを常々思っております。そのために、いろんな媒体を使って、ホームペー

ジを使ったり広報を使ったりとかして周知をしてまいりましたが、議員さんのご

指摘もあり、やっぱり不足であると。周知不足であるということももちろんあり

ました。 

 そういう観点では、まずはそういう広報とかホームページとかチラシとかを使

いながらまず周知をしていく。あと環境美化推進員さんにもしっかり研修会の中

でそういう意識を持ってもらいながら地域で指導していただくということを再度

徹底したいと思います。 

 周知につきましては、これまでよりも回数は増やしていきます。そういう面で、

予算にはそこのところは表れませんが、実働の部隊でしっかり対応していきたい

というふうに考えております。 

 また、令和３年から取り組みます生ごみにつきましても、やっぱり実施してい

ただく家庭を多くすることがそういうごみの減量化にもつながるということもあ

ります。昨年度は講習会をしてモニターをしましたが、今お話を聞きましてそれ

だけでは不十分なこともしっかり機材も配布しながら、その取組についても動画

を作成しながら、目に見える形で周知をしていくことがさらに大事だというよう

な今認識を持たせていただきました。この点について、具体的に予算的には表れ

ていないところかもしれませんが、そういうところをしっかり取り組んでいきた

いというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） それでは、私のほうから一、二点お願いしたいと思います。 

 まず、５１ページのほうでもごみの減量化の話になります。段ボールコンポス

トであるとか、いろんな形の減量化。それはリサイクル率にも絡んでくる、その

５５ページの古紙回収のところの雑紙回収も含めてですが、それではその隣のい

ろんな可燃ごみ、不燃ごみのところの分別回収のところがそうですが、やはりい

ろんな意識向上のために、私どもいろんなところを視察し、いろんなところの現

状を把握しました。視察というよりも見せていただいたわけですが、その中でや

はり効果を奏しているのは、例えば兵庫県のあそこですと、いろんな分別の回収

とか量の減ったことによって住民の方に、例えば袋の値段をこれだけ出来たら一
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律５円下げますよと。それに対して町は持ち出しになる可能性もあるかもしれん

けども、そういうような形での、見える化プラス実益というんですかね。その人

の個人の心をくすぐるようなことをやはりしていますね。 

 それから、四国の町、名前ちょっと忘れましたが、徳島県やったかな。あそこ

なんかはリサイクル率を分別のところが数多くやっているんですが、その人たち

のインタビューの中にあったのが、当然いろんな形がありますが、やはり私たち

は日本一のそれをやっているんだよという自負心というんですか。それを口々に

皆さんおっしゃっているわけですね。 

 ですから、何かそういうふうな形での動きをするような施策をやっぱり打って

いかないと、それは一朝一夕に１年２年でできるわけじゃないと思いますけど、

でも結果的にはそれをやっているところが結構そういうところが頑張っていると

いうところがあります。 

 今回の段ボールコンポストなんかはそれがいい例じゃないかなと思います。ひ

とつそういう形で配布して、それが少し持ち出しになるかもしれんけども、それ

が意識になってそういう動きが出ているよというのも一つの大きな動きになりま

すので、やはり再度、そういうふうな形、実益というんじゃないですが、住民の

心をくすぐるような施策が大きな動きになるんじゃないかというふうに思ってい

ます。 

 そして、坂井市のところなんかでもいろんな分別回収、それから資源回収のと

ころの還元率、要は利益率をたしかグラフにして出していたと思うんですが、そ

んなのを住民の方々に示すとか、そんないろんな施策があるので、ぜひそこら辺

りの動きをすることが大事なんじゃないかと。 

 それで、雑紙なんかの回収も、雑紙回収となっていますが、やはり分別回収を

やっているときにはきちっと区分けのコーナーを目に見えるような形でしている

わけですね。雑紙回収はなかなか雨に当たって大変ですが、例えばそういうよう

な場所の確保をできるような、例えば区域のパーテーションのそういう区切りの

何かそういうものをぱっと出せるような形にするとか、初期投資はかかりますが、

やっぱりそういうような意識づけをすると、そこは毎日いろんなものを持ってい

くわけですから、そうすると雑紙コーナーが見えるわけですから、そういうよう

な形でのぜひ運用をお願いできればいいんじゃないかなと思います。 

 そんなので可燃ごみであるとか、分別回収はそういうような形も含めて、なか

なか大変でしょうがやっぱりそういう動きも大事なんじゃないか。それが先ほど
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の環境のところの脱炭素であるとか、カーボンニュートラルですね。そういう考

えであるとか、ＳＤＧｓのところの考えもつながってくるんじゃないかと思いま

すので、ちょっと私はそういうふうに思っているんですが、いかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） ごみの減量化に対して、あるいは目標を設定して、

その目標達成に応じて町民に還元をするというようなことでのご質問ですが、一

つの方法としてはそういうのもありかなというのは思ってはおります。 

 ただ、どういうやり方の中で一つの呼び水というかな。そういうようなのを示

して取り組むというのも考え方としては、町民に対してはあるかもしれませんが、

もう一方の考え方では、もう社会全体がカーボンニュートラルに向けた行動をし

ている、脱炭素社会で二酸化炭素排出が増えているところをある面町民もしかり、

国民全体で削減していきましょうというような中で、やっぱりそういうのがある

からするとか、ないからしないとかという話ではなくて、まずやっぱりそういう

意識ですね。そういうＣＯ２を削減しましょうという意識をまず持っていくのが大

事かなというふうに思っています。 

 一方では、私もこのごみに関してはいろんなところ、自治体の取組なんかも調

べていますが、今、ごみ袋を安くするというような一つの例がございましたが、

逆もあるんですね。実際には。ごみを出すたびにごみ袋でちょっとそういう費用

を上げるというところも実際に何団体かあります。永平寺町ではしていませんが、

そういう団体もあります。 

 その方法というのはどれがいいどれが悪いという話はやっぱり永平寺町の実態

に応じて対応すべきことであって、参考にした上で永平寺町はどう対応するかと

いうことが大事だと思いますので、今後の検討というか、町の課題として捉えさ

させていただきたいというふうに私は思います。 

 段ボールコンポストにつきましても、議員さんおっしゃいましたとおり、ごみ

の減量化という面では量的にどれだけ効果があるかということはなかなか難しい

のかもしれませんが、少なくとも減量化につながるということはあると思います。

そういう面では、やっぱり推進していく。うちも町から機材を配布しながら推進

していただくということについては、令和４年度しっかりやっていきたいという

ふうに思っています。 

 雑紙の区分けについても議員さんご提案いただきました。非常に分かりやすい

ことだと思いますが、ただ、１点課題があるのが、場所の問題ですよね。場所の
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問題。町内によっては回収の場所というのが様々あります。区民会館を利用して

いる場所もあれば、道路でやっている場所もあります。そういう場所の問題も確

かにありますので、此処はできるけどあそこはできないというようなこともある

と思います。そこに関しましては、まず今現状のやり方というのを踏襲はしてい

かなきゃならないと思いますが、そういう雑紙回収を見える形にするというのは

また別の形の中で何かできることがないのかなということも一度検討させていた

だきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） それに関してですが、今ほど言ったように、雑紙のところは

できるできないところありますが、結構そういうことで持込みをすれば、例えば

今、それぞれの永平寺地区、松岡地区なんかの古紙回収のところに直接持ってい

くような考えですね。そういうことにもつながっていきますから、ぜひそういう

目新しいことをお願いしたいと思います。 

 それから、こんなことを言ったらなんですが、例えば生ごみ回収の予算、本年

度２０万です。それから、雑紙回収、これも古紙回収も１６０万です。私これ比

較するのがいいのかどうかはちょっと別にして、例えばいろんな商業であるとか、

農業であるとか、いろんな分野のところでも補助体制があります。 

 例えば一つ例を出しますけど、これいいのか悪いんかちょっと置いておきます

が、例えば商業のところのそれぞれの永平寺広域圏でやっている誘客のためのい

ろんな施策、あれは何百万単位で補助しています。これも５年続きでやるとか、

それはほか市町村の関係もありますけど。それから、いろんな補助体制というの

とは結構１万２万の対象よりも何十万単位でやっているわけですね。やはりこれ

の本腰入れるにはある程度予算は必要やと思うんですね。それを続けることによ

って、例えばごみ減量化が図られると。この１人当たり７３７グラムが仮に７０

０グラムとかになったときに、全体的にその量が減ったときに、そしたら塵芥の

ところの予算持ってきていますね。あの量がどれだけ減ったらここのお金がどれ

だけ減るか、逆に試算していただきたい。そうすることによって、例えばそこで

仮に生ごみも含めてそこで年間１００万かけましたよと。そしたら、ここの塵芥

のところが、うちも７００グラムになったらこれだけ減ってこれだけの量が還元

された。そしたら、トータル的に１００万かけたけども５０万戻ってきましたよ

とか、そういう感覚。 

 それから、先ほど言ったごみの袋。資源のそれで年間当たり１人１日の、家で
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何枚つくかで１円２円変えたとしたら、１軒の家に対して例えば５０円補助しま

した、５０円補助することによってどういう形になりましたかと。そういうもの。 

 それから、雑紙回収のところもそういう形にすると、これだけ減りしたよと。

やっぱりそれは還元と戻ってくるお金と、そういうこととそれプラスまだいい方

法はお金だけじゃなくて、それの意識がまた住民にかかってくる。それはやはり、

ただチラシを出したりとか、広報に出したりとか、それだけでは、言葉は悪いで

すよ。言葉は悪いですが、その人の良識というとおかしいですけどね。例えば、

いい例を出すと、うちの例を出すと、仮にします。生ごみがあります。うちらな

ら、雪が解けたらコンポストであるとかいろんなところの外の畑に穴掘って入れ

るとかはやります。しかし、冬場になったらそれができないんですね。雪が降っ

たら。そういうものをやっていれば別ですけど。そうなったら、結局、それは普

通のごみの中に入れちゃって出すというのがやはり一般家庭でもやる人は多くな

っていると思うんですね。 

 しかしそんなことを繰り返しやることによって、今言うごみ減量化、そういう

もの、それから先ほど言ったカーボンニュートラルであるとかＳＤＧｓにつなが

ってくる。私そう思いますので、ぜひ予算するときにこれだけの予算、先ほど言

ったように副町長やら町長もいらっしゃいますからあれですが、商業のほうには

何百万円単位の補助をずっとかけている。それはなぜ、ほんならここのごみ減量

とかそういうところに、例えば１００万なり２００万かけられないのか。それの

戻りがありますけど。そういうような見方をぜひやっていただければなと思うん

ですが、ぜひ期待していますので、よろしくお願いしたいと思うんですが、何か

回答があればお聞かせください。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） まず塵芥処理の負担金の絡みの試算ですね。ごみの

減量化のかかる試算については、具体的に取り組んでいなかったこともあります

ので、今後は環境基本計画の目標数値を設定しながら、試算というのをやってい

きたいと思います。 

 ただ、あくまでも清掃センターの塵芥処理の費用については、かかった経費の

案分になりますので、ややもするとごみの排出量が減ったことで、例えばあわら、

坂井とか福井らも減っていけば負担金額はあまり変わらなくなるといった面もご

ざいます。そういう意味ではちょっと一概には言えませんが、試算的にはしっか

り取り組んでいきたいなというふうに思います。 
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 あと、補助についての考え方ですね。他の商業のほうとかの考え方ですが、生

ごみ処理機に関してだけ申し上げますと、これ各家庭に１台だと思います。２台

も３台も置く家庭はないと思います。１台を置くと思いますが、その処理機自体

の単価というのが３万から５万円とかっていうものになります。３分の２の上限

が２万円という形で補助をしています。 

 私どもはこの補助の内容についてはこれで十分だというような認識を持ってい

ます。昨年増やしているのは、令和３年度非常に申込みが多かったんですよね。

補正もお願いした経緯もあります。そういうこともありまして、昨年度よりも倍

の予算をいただきました。しっかりこれも毎年周知していますが、そういう面で

は周知しながらぜひともこの段ボールコンポストで生ごみ処理する家庭もあれ

ば、それができない家庭についてはこういう処理機を使った生ごみ処理をしてほ

しいというようなことであります。 

 段ボールコンポストで生ごみ処理という広報でも出しましたので、そういう波

及もあって生ごみ処理機購入が増えたのかなというような、相乗効果もあったの

かなということはちょっと感じている部分もあるんですが、今、生ごみの補助に

ついては他の補助金で何百万とかというのと比較するのはちょっと違うかなとい

う私も思いますので、ただこれはこれとしてしっかり取り組んでいかなければな

らない項目だというふうなことを思いますので、その点ご理解をお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩します。 

 

（午前１０時３０分 休憩） 

────────────── 

（午前１０時４０分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 再開しますよ。再開しました。 

 ほか、質疑ありますか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） ２つ質問があります。 

 １つは、環境審議会の問題で、環境基本計画の中間見直しを行うというんです

が、ちょっとこれまでの計画を見てみますと、何か今の時代に合わないといいま
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すか。大胆な提起などはあるのかというんですが、１つは役場の課題はどうする

のかということも取り扱うことが１つ。 

 もう１つは、町全体のことで考えんのか。特に再生可能エネルギーというんで

すか。自然エネルギーの利用なんかで、町は以前、小水力発電の調査なんかも、

可能性調査もしたことありますけど、もっと町全体を見渡した大胆な計画はない

のか。それも中途半端に終わっているので、それはどうなった、どうしていくつ

もりなのかというのを１つお聞きしたいのと。 

 もう１つは、充電インフラのことですけど、ＣＯ２削減、カーボンニュートラル

については国策ですよね。もう。地球的課題と言ったほうがいいんか。そこでの

中で行政の果たすべき役割というのがあると思うんです。だから、どうしようか

と考えているのはもう終わったんでないかと。やらなければならないところに入

っていると言われて久しいんですね。 

 電気自動車というんですか、ＥＶ車の普及が遅々として進まない理由として大

きいのは、やっぱり値段が高い。重量が重い。最大は走行距離が短い。電池の性

能の問題もあったりして、頻繁に追い充電、追い充電していくと電池の寿命の問

題がある。それに本町の場合は観光をやっぱり一つの大きな柱にしている。交流

人口のことも随分言われている関係で、そこはやっぱり計画的にそれなりのスポ

ットには行政指導、国の要請もして設置していくことは、それはもうしていかん

とあかん時代になっているんじゃないですか。考えている時代は終わったんでな

いかと思うんですが。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） 環境基本計画の見直しについて、でございますが、

前回も答弁申し上げましたとおり、カーボンニュートラル、脱炭素社会の取組に

ついても見直しの中の検討課題となりますし、当然そういう方向性の計画策定と

いうことになるということです。当然、脱炭素社会になれば再生可能エネルギー

をどう今後取り組んでいくかということも考察されると思います。 

 インフラ整備につきましては、先ほど申し上げましたとおり、確かに行政主導

という考え方は逆に過去、導入時期ですね。今から全くない状態から整備してい

こうというときには行政のほうでということはあるかもしれません。一例出すの

であれば道の駅だと思いますが、もう今現状は民間がどんどん導入している、民

間の主導で導入している状況になっています。ですから、そういう民間の導入状

況を踏まえながら行政としても考えるべきではないかと。行政が率先して主導し
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ていくということよりは、民間の導入状況を踏まえながら検討していくというの

がこれからの方向じゃないかなというふうに考えておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） カーボンゼロ社会、本当に待ったなしだと思います。 

 ただ、ご理解をいただきたいのが、今、先ほど例えば水道課、公会計に移行し

ます、今大きな計画をしていく。また、観光ですと新幹線、中縦に向けていろい

ろな取組をしている。仕事も多種多様化になってきて、職員も庁内でいろいろな

仕事が増えてくる中で、どういうふうにいろいろな課題を解決していこうか。そ

の中で今回の機構改革、住民生活課からカーボンゼロのそこの部分を政策課、計

画を全庁的に見渡してつくって、実行に移すのは今のこういった住民生活課や各

課、また町内の皆さんにしっかりと広げていく。そういったふうな今体制づくり

をしていますし、またこの体制も本当にいろいろ少子・高齢化でいろんな課題が

ある中で、いろんな課題、またしなければいけない、そういったことがある中で

常にやっぱり変えていく、この時代に合ったことをやっていくということが大事

だと思います。 

 ただ、今、仕事がいろいろ増えてきて、やっていく中で、これはできないとか

っていうわけにはいきませんので、じゃそれをどういうふうにこなしていくか、

そこが今、実はこの役場内での大きな課題になっている。そんな中で今回の機構

改革をさせていただいているというのもありますので、本当にこれ大切な問題、

次の世代につなげていくためには意識のところが大事ですし、先ほどいろいろ上

田議員からもご指摘、提案いただいていますが、じゃごみの減量化をするには、

例えば学校教育。ヨーロッパとかはやっぱり子どもたちの教育の中でずっとこま

めに、分別などやっています。ただ、今、永平寺町の、今日は教育長がちょっと

今いませんが、例えば今防災について一生懸命やっている中で、じゃこの環境も

一緒にやると子どもたちの教育の中での負担はというのはどうなのか。じゃ、こ

れをするためには日常の中での分別など、そういったのを子どもたちの教育の中

に入れていこうかとか。また、減らすにはよそでは実はごみ袋の値段を３倍とか

５倍とかにしてごみ袋の消費を減らすことによってごみの減量化をしようとい

う、そういったまちの前例もある。ただ、その中では住民の皆さんの理解を得る

ためには住民説明をしていく。また、住民説明をしますとまたいろいろな、大切

にしなければいけないんですが、ほかの業務とのバランスも出てくるということ
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で、今トータルバランスでしなければいけないことをしっかり取り組むことも大

事ですので、そういった点で今金元議員のご質問、しっかりと今取り組んでいき

ますし、その体制を機構改革の中でやっていきますので、またご指導をいただけ

ればと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 今度、機構改革で税務課と住民課が一緒になって、ちょっと

違う感覚のものが一緒になって一つの課で取り組まれるというんで、僕は率直に

それでやっていけるんだろうかと思うというのは、条例のところで言いました。 

 そういう意味では、いろんな課題にどう対応していくかというのはあるんです

が、ちょっとここは大事なところでやっぱりちょっと位置づけだけはしてほしい

なと思うんですね。 

 例えば、再生可能エネルギーのことでいうと、本町は十郷用水と芝原用水抱え

ている関係で、たしか芝原用水１本あれば十分だと思うんですね。永平寺町の電

力ぐらい簡単に賄える小水力発電は可能ですね。それを僕は例えば今、行政が関

わらないとできないということもあるんで言っているんですけど、それを例えば

大学との協力関係の中で一緒に研究してもらうとかいう提起なんかもしていける

ことがある意味できていく可能性があるんでないかなと。それをどこが担うかと

いうことになると思うんですね。だから、そういう計画を持たないといけないん

で、そこはぜひ考えてほしいということです。 

 いわゆる充電器の話ですけど、やっぱり少ないと思いますよ。僕らは冬の雪の

多いときの仕事もあるので、単純に電気自動車に乗り換えることができるかどう

かというのは課題としてありますけど、そこは少し行政のお金の負担が生じると

いうことで、門前の駐車場での導入は見送ったこともありますけど、本当にそう

いうことも含めてやっぱり考えなあかんのでないか。少なくとも普通に普及して

いこうと思うと、今ある民間のガソリンスタンドに全部備わっているよと言われ

る時代でないと、普及はなかなか難しいんじゃないかなと思うんで、そこも含め

ていろいろ考える問題提起を、やっぱり町民にしていくためにも行政としても積

極的に取り組んでほしいということです。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） それはもうご説明していますが、御陵土地改良が一度小水力

発電をチャレンジしようとしましていろいろ調査をしました。ただ、断念した理

由は、収益が年間二、三十万円だったと思います。もし壊れたりして、何かあっ
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た場合には赤字になってしまうということで断念を、町と一緒にいろいろいいこ

とです、ということで話を進めていった経緯もあります。それと、風力。これも

福井県について、今、あわらとか海の上でそういう計画とか、南越前町とかいろ

いろありますが、永平寺町ではやはり風についての発電はやっぱり採算ベースに

は合わないという、そういったことも出ておりまして、なかなかそういった自然

のエネルギーは難しい。 

 ただ、これからいろいろな実は提案もいただいておりますが、提案があっても

なかなか採算ベースに合う、合わないというところで進まないというのも事実で

すので、その辺また技術が新しくなっていけばいろいろなそういったのも生まれ

てくるかなと思いますので、またご理解をお願いしたいなと思います。 

 それと、電気自動車につきましては、やはり管理をじゃどこがするのか。町が

いろいろなところに設置して、そこの管理に手を挙げてくれるところがあればい

いんですが、その管理、料金等も発生しますし、そういったところで先ほど酒井

議員のお話した中で、例えば観光系の、今、金元議員もおっしゃられた、そうい

った団体の皆さんが誘客のためにとか、そういったのであればいろいろな補助も

調べて、また町も先ほど言いました公平性が出るような、そういったこともしっ

かりしていきたいなと思います。 

 それと、機構改革につきましては、これまで住民生活課がカーボンゼロとかこ

の計画とかを、今までしておりましたが、やはり全庁的に見れる総合政策課で計

画をつくることによって、住民生活課だけではなしに各課にいろいろな指示とい

いますか、この計画に基づいた行動を示す、そういったこともできる点もござい

ますので、そういった点で機構改革をしたというのも、ご理解をいただきたいと

思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 不法投棄のパトロールの話、ちょっと予算のほうに戻りま

すけれども。２０回と１０回ということで、今年も同じような形でということで

ありますが、実態として、それと粗大ごみの回収やっていますよね。あれと相互

関係があるのかどうか。いわゆる不法投棄の原因の一部に粗大ごみの回収が、少

なくなっているのか、多くなっているか僕は分かりませんけれども、なかなか年

に何回かというチャンスを逃したらできないので不法投棄になるという、いわゆ

る不法投棄の中身見れば大体分かると思うんですけれども、そういうような分析
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はされているのかなというのが１点と。 

 ちょっとあと、関連でしますけども、雑紙回収の周知の話ですけども、やはり

これだけ国も環境の問題を言っている中で、住民意識もそれなりに高まっている

んだろうと思うんです。ですから、ポイントは、私は環境美化委員さんの会議の

中でどんな意見をもらっているのかということだろうと私は思うんですけど。反

対に見ますと、やっぱり住民の力で広げてやっていきましょうという、よく町長

が言われるコミュニケーションが大事やという、コロナでなかなかできないとい

うところもあるのか分かりませんけれども、推進員、１００人と一緒にこのテー

マを話せというのはなかなか無理だろうと思いますけれども、町単位でというと

ころの中でそういうような推進の話を、地区ごとに条件が違いますからいろいろ

あると思いますけれども、かなり意見も出てきていますし、そういった方向でこ

のごみ減量化というのをやっていかないと、いや、広報出しました、周知しまし

たではなかなか難しいんではないかなと。 

 先ほどの機構改革の話も出ましたけれども、税務住民課ですか。何となくタイ

プが違うところですよね。税金はやっぱり義務ですからやりなさいと。このごみ

の問題になりますと、住民にいろいろ協力を仰ぎながら一緒にやっていくという

ところの関係になりますから、そこはやっぱりちょっと頭になる人は、めり張り

つけて考え方を変えながらやっていくというのが大事なんかなと思いますけれど

も。 

 その辺の住民の意識高揚のための施策もやっぱり考えていただきたいなと思う

んですが、いかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） まず１点目、不法投棄と粗大ごみの関連性について

ですけども、まず、不法投棄の中で、例えば粗大ごみでよく冷蔵庫とか、そうい

うようなものが落ちているということは、ここ最近は減っています。そういう意

味では、粗大ごみ回収のときには車が長いこと来ますから、そこへ持ってきても

らう。粗大ごみを持ってくることが出来なかった人については、笹岡のほうに持

っていったりしていますので、その点の関連性は薄くなっているというふうに感

じています。 

 雑紙回収につきましては、もう議員さんのおっしゃるとおりで、なかなか周知

する方法にも限界があるということは理解していますが、美化推進員さんのこと

について言っておられました。実は今年度、ごみ減量大作戦というチラシを配布
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しましたが、あれ実は美化推進員さんからご提案があって配布させていただきま

した。美化推進員さんからもどういうのが雑紙だろうとかいう事の周知がなかな

かできないということもあって、自分らもしているけれども、そういうのを見え

る形で出してほしいということがあって出させていただきました。 

 そういうふうに、美化推進員さんの生の声というのもやっぱり反映させていた

だいていますし、当然、議論しましたとおり、そういう生の声というのをいかに

住民に見える形にするかということを周知と併せて令和４年度取り組んでいきた

いというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 なければ次に、住民生活課関係、特別会計予算説明資料７ページから１７ペー

ジ、国民健康保険事業特別会計の補足説明あれば説明を求めます。 

 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） まず、国民健康保険税についてご回答申し上げます。 

 全体としまして、今年度変わる点、新年度の課題、これは強調したい面と併せ

て国保税の今後の見通し等ということについてご回答させていただきます。 

 まず、令和４年の課題としましては、国保税の見直しを行うということがあり

ます。これまで町民、被保険者の方のご協力をいただきまして、基金の積立てが

でき、安定した財政運営ができるようになっております。まずは町民の皆様にお

礼申し上げたいというように思います。 

 国保税については、令和４年度で税率の見直しを行います。県の方針が、県内

全体市町が令和８年度までに４方式から３方式への賦課方式の統一ということが

なされていくので、永平寺町においては段階的な移行を行うこととしています。 

 また、見直しの中では決算剰余金の活用も考慮することになるというふうに思

います。 

 基金の積立てについては、今は考える必要がないということも踏まえた上での

見直しとなります。 

 永平寺町は、１人当たりの保険税が県内市町でも高いということで、まずこの

負担の軽減をするように努力をしていきたいというふうに考えております。 

 次に、令和３年度、今年度より始めました国保連の在宅保健師を活用した保健

指導の強化です。３年度はおかげさまで保健指導率が向上しました。４年度は今

国保連と協議していますが、派遣回数を増やしていただき、さらなに保健指導の

向上、保健指導率の向上に努めていきたいというふうに考えております。 
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 次に、コロナ禍で給付が減となっているが今後はということのご質問をいただ

いています。 

 今、コロナ禍の状況は今でも続いております。ただ、給付状況はコロナ前に戻

りつつあるというふうに見ております。給付については被保険者数の減少により、

全体としては微減の状況となっていますが、１人当たりの給付費は微増となって

います。この状況は今後も続くというふうに見ております。 

 次に、特定健診の関係で、実施計画における受診率と特定保健指導の実施率、

予算はその設定かというふうなことがありますが、まず予算についてはあくまで

も過年度の実績の推移により予算措置をしているということでお願いしたいと思

います。 

 受診率の推移でございますが、まず特定健診につきまして、平成３０年度３８．

１％、これも目標は４０％です。３１年度は３６．９％、目標は４４％。令和２

年度３２．４％、目標は４８％です。今年度の見込みですね。見込みは３０．７％

となっています。目標は５２％でございます。 

 一方、特定保健指導につきましては、平成３０年度３０．４％、これ目標２５％

でした。３１年度１５．５％、目標は３０％、令和２年度が２５．３％、目標は

３５％でした。今年度は一応見込みですが３８％になると見込んでいます。目標

は４０％というふうな推移で来ておると報告させていただきます。 

 次に、特定健診の４０件増の見込み、具体策、これまでの勧奨通知となってい

ますが、特定健診の受診率はコロナ禍の影響で下がっています。令和３年度はワ

クチン接種のこともあり、集団健診が１０月末からの実施により受診者数が減少

をしました。令和４年度につきましては、個別健診を５月末から、集団健診は７

月から実施するということにしていますので、昨年、令和３年度よりは受診者の

増が見込まれます。なおかつ、個別受診の増が見込まれるということで予算措置

をしております。 

 広報での周知、対象者への個別通知などを行い、特定健診の受診をお知らせし

たいというふうに考えております。 

 続きまして、後期高齢者医療について申し上げます。 

 １０月から２割負担が始まるが、これによる会計上の負担、個人の負担と他の

変更点はということのご質問であります。 

 まず、１０月から一部被保険者の窓口負担の２割負担が始まるということです

が、このことによって後期高齢者医療特別会計上が負担になるということはござ
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いません。また、個人の負担は１人世帯では年金収入とその他の所得の合算が２

００万以上の方で、２人以上の世帯の場合には年金収入とその他の合計所得の合

算が３２０万円以上の世帯全員の方が自己負担２割になるということでございま

す。被保険者全体でいくと約２割弱の方がその該当するのかと見込んでおります。 

 ただ、２割負担の方については、負担を抑える配慮措置が令和７年９月３０ま

で、要は３年間行われます。一月の外来医療の窓口負担が１割負担と２割負担を

比較しまして一月３，０００円までに抑制するということになり、３，０００円

を超える分については高額医療として払戻しにするということが制度として取り

上げていますので、ご承知おきをお願いしたいと思います。 

 変更点につきましては、令和４年度より福井県全体の保険料が改定されるとい

うことです。所得割が８．９から９．７％、均等割が４万７，８００円から４万

９，７００円、限度額が６４万円から６６万円になるということでございます。

ただし、均等割の軽減措置は従来どおり継続されるということでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 ただいま国民健康保険事業特別会計の補足説明及び後期高齢者医療特別会計の

補足説明も続けてございましたが、この国保及び後期高齢者医療特別会計、この

２つにつきまして質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 特健の受診率の件ですね。ページでいきますと１５ページ

ですか。 

 今、課長のほうの説明で実績を踏まえて、令和４年度の設定をしたということ

ですね。その説明の中で、ちょっと細かいことですけれども、この計画における

受診率、実施率の設定の数字が、令和３年度の計画の数字を報告があったと思い

ますんで、もう一度計画見ていただいて、平成３４年度、２０２２年度の特健の

実施率、そして指導実施率ですね。これを見ていただいてしっかりと把握してい

ただきたいなと思います。 

 ちょっと１年のずれがあるんじゃないかなと思います。 

 そして、いずれにしても、計画未達の状態です。どういった施策を取ってこの

計画に持っていくのかということを具体的に明確にして取組していただきたいな

と思います。 
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 予算の説明の中では、受診していない人、未受診者対策として勧奨通知を継続

して受診されている方と受診されていない方の内容を変えて発送ということで

す。一律の受診してくださいというんじゃなくして、受診されていない方に対し

てはどういった文章になるのか分かりませんけれども、文章を変えてできるだけ

受診してくださいということかと思うんですけれども、単なる手紙とか通知だけ

じゃなくして、積極的に個別に勧奨していくとかいうことも考えられるんじゃな

いかなと思うんですけれども、そういったところも踏まえて予算の数字では計画

未達になりますので、計画の実施率をターゲットにして、いろんな施策を取り組

んでいただきたいなと思うんです。 

 この点についてお考えを確認しておきます。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） １点目の数値の発言については再度させていただき

ますので、よろしくお願いします。 

 計画と実績についてですけど、まず特定健診の受診率と保健指導の率、２つが

ありますが、令和３年度につきましては保健指導率の向上という施策として後期

高齢の在宅保健師の派遣をお願いしたということで、これについては目標の４

０％には達しませんが、ほぼ目標に近づく成果が得られるというふうに見込んで

おります。あわせて、令和４年度についてもこの回数を増やして、さらに目標を

達するように努力したいと思います。 

 特定健診受診につきましては、今議員さんおっしゃいましたとおり町民に分か

りやすいように、受診していけるようにしていますが、なかなか目標未達だとい

うことも現実的には反省をしなきゃいけないなと思っています。 

 あなたはこういうんで受けてくださいということをやっぱり継続してやってい

くことで受診率を上げるということが大事だと思いますので、その取組も町民に

分かりやすい形で継続していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 一緒に特別会計やればいいんですね。 

 国保の問題ですけど、ちょっと税務課長が報告されたときには言ったんですが、

国保の子どもの均等割について半額にすると。未就学児ですね。一律半額にする

ということは決まりました。ただ、社会保険にはこれはない制度ですよね。やっ

ぱり少子化、少子化と言われているときに、その辺はやっぱり行政なんかが主導
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的な役割を握ってしていったほうが、そういう負担がないようにしたほうが出生

率の向上にもつながるんではないかということを思っていることが１つです。 

 ２つ目は、後期高齢者の医療制度で、２月から２割負担が始まると。年金受給

者２人家庭でということで一定の所得制限はあるものの、２割ぐらいの人が該当

すると。３年間は緩和政策がやられるんですけど、大体１人当たりに直すと月７

０円ぐらいの負担になるんでないかというのが、国が示している数字と聞いてい

ます。それなりの負担につながるということですね。 

 ほうやけど、高齢者への負担、これ今、所得制限ありますけど、そのうちにな

くなるんでないかというのがもう既に話されている内容です。そういう意味では

非常に不安ですね。そのことをやっぱり考えてやられるのか。特にこういう時期

にということです。 

 特に年金は年々下げられているんですね。下がっているんです。今年も下がり

ました。今年は結構額が大きく下がった。１人平均数千円だったと思うんですね。

下がってきた。６，０００円ぐらいでなかったかなと思うんで、その辺はどう考

えているのかというのがあります。 

 そういうことです。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） 昨日も税務課の審議のときにご提案がございました

件についてお答え申し上げます。 

 まず、国民健康保険の制度と社会保険の制度は、医療に関する保険とはいいつ

つも制度上は全く仕組みが違うということをご理解いただきたいと思います。 

 国民健康保険で均等割を課さないということはできません。所得割と均等割は

必ず課されるとなっています。そういう中で、国が施策として未就学児の軽減措

置を出したということでございますので、その均等割をなくすることについては

制度上今のところはできないということでご理解をお願いしたいと思います。 

 後期高齢についての２割については、例えば所得制限が撤廃されるんでないか

とかいう議論もございますが、一つは社会保障の改革の中で出たこういう制度改

革でございまして、またもう一方では後期高齢は福井県広域連合で取り扱ってい

るということもございます。 

 だから、まず１点目として、永平寺町として保険料をどうするこうするとか、

いろいろ努力というのはできず、広域連合の中での制度負担をしていくというこ

とでご理解いただきたいと思います。 
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 また、一方では国の施策の中の一環でございますので、その施策の動向注視を

していきながら、今後制度の運用に当たっていくということでご理解をいただき

たいと思います。 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 子どもへの課税の問題でいうと、社会保険じゃない。制度が

違うというんですけど、本来、皆保険制度を設けるに当たって国が２分の１負担

するというのがこの国保の基本やったんですね。社会保険についてはいわゆる雇

用主負担が２分の１ありますよね。そういう制度として整備したんです。ところ

が今ではそうはなっていないんですね。そこはやっぱり行政なんかも拠出する基

盤安定基金もありますけれども、それ以外に現実としてもうほかのところでは法

定外繰入れの問題もあるわけですね。それすら今、国はできないようにしようと

いうようなことで駄目だよということを言っているんですが、そうなってくると

もう本当に大変な状況になるということを頭に置いてやるべきだし、特に少子化

対策を地方で取り組むというのには意味があると思うんです。国策がまとまって

いないから地方でいろいろな子育て支援の施策をやっているんですよね。だから、

そのことを頭に置いてここらも取り組むべきと思います。 

 あと、後期高齢者の負担増については次への問題を考えると本当に怖い話だな

ということだけ言っておきます。 

 感想として、特定健診の問題でいうと、私は個別健診があるおかげで本当にそ

れだけでも安心の一つの保証になっているということだけ言っておきます。本当

にいい制度やと。町はそういうことを支援していますから。その支援額が年々減

っているなというのは率直に思っているので、その辺は考えてほしいなと思う。

そのことについてはまた関連して質問あると思いますけど。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） 健診受けていただきありがとうございます。 

 ただ、収入が減っているということについては、いやいや、収入は減っていな

いでしょうということでしたいと思います。 

 国保の均等に関してこれは制度上の問題がありまして、それを少子化対策と絡

めることについてはかなりどうなのかなという無理があるかなと思います。ただ、

国としては少子化対策の一環として軽減策を出してきたということで、これは前

進だと思いますし。ただ一方では、軽減した財源ですね。財源の補塡は国と県と

町が国保税の補塡をするということで、これについても町の一般財源が負担にな



 －436－

ったということもご理解いただきたいというふうに思います。 

 また、国保全体ですけれども、各医療保険の保険者に対しての国の公費の投入

に関しては、これ平成３０年のデータですけど、国保についてはほぼ２分の１の

公費が投入されています。これは３０年のデータですけど。一方、組合とか協会

健保等についてはほとんど公費投入されていません。なおかつ、その協会健保と

か組合健保は国保に対して負担しているんですね。保険調整ということで負担し

ているんです。逆に。また負担しているんです。ですから、国保に関しては公費

とそういう健保とかからの負担を合わせれば約７０％は負担をしてもらってい

る。あとは保険料で賄っているということが一応３０年のデータで出ています。 

 ですから、公費だけじゃなくて、他の保険からも支援をしてもらっているとい

うことも国保についてはご理解いただかなきゃいけないというふうに思っていま

すので、そういうことを踏まえた上での国保財政運営ということをご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） そういうやり取りしていると、質問したいこともどこかへ飛

んでしまうんですよ。 

 後期高齢者医療制度の問題でいうと、なぜここで引上げかという問題、２割の

導入かということを言っておきますと、消費税の引上げは何だったのか。そのこ

とはよくご存じだと思うんですが、それを言っても町当局にはなかなか大変だと

は思うんですが。 

 それに、国保の負担の問題でいうと、それは国費を少なくするために他会計か

らそこに繰入れになっているんでしょう。２分の１ではないですよ。国費はどん

どん少なくなっていますよ。公的な支援を含めると７０％ぐらい行くかもしらな

いですが、自治体の負担を含めると。国は２分の１すると言ったのにやってない

ですよ。療養給付費の何％かということで、今、３割行っているか行ってないか

ぐらいに減っているはずです。制度改悪をどんどんやられてきている流れ。だか

らこそ負担がどんどん増えていく。それに伴って全国では滞納も増えているんだ

けど、うちの場合は滞納整理も含めてしっかりやっているので、国保は低いです

けど、かなりの高率の収納率になっているという実態があるんです。それだけ言

っておきます。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、もう皆さんご存じのとおり、少子・高齢化もって長寿社
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会になってきている中で、いろいろな世代にやっぱりこれから負担が行くと思い

ますし、また今がピークではなしにこれから続いていくと思っております。 

 先日もお話ありました若い世代の所得が減ってきている中で、いろいろなとこ

ろに、若い人たちだけに負担をお願いするのか、こういう高齢者の皆さんに負担

をお願いするのか、また国全体で消費税とかいろんな形でそこをサポートしてい

くのかと、今全体的に考えている中での国の施策であるなど、こういった取組で

あると思います。 

 本当に負担が増えて、皆さんがいろんな形で負担が増えていく。これはもう本

当の長寿社会、誰も経験したことのないこれからの中でどのように社会保障を維

持していくかという中で、それ相応の負担というのは、これは私が言うとまたお

叱りを受けるかもしれませんが、もうそういった時代になってきている中で、ど

ういうふうに本当に大変な人をサポートしていくか、こういったことも考えてい

くのがまた小さな町の仕事かなとも思いますので、町もいろいろこれから国とか

県の施策を注視しながら、どういうふうに生活しやすい環境を維持していくかと

いうこともしっかり考えてやっていきたいと思いますので、これもやはりバラン

ス、負担する方のバランスとかそういったこともしっかりしていかなければいけ

ないなと思いますので、またよろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほか、ありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） それでは、ちょっと私のほうから一、二点お願いしたいと思

います。 

 私は一応国保のほうでは特定健診。料金体系のところは私国保の運営委員のあ

れになっていますので、大体内容的には分かってきていますが、いろんな費用の

ところは、今ほど同僚議員とのやり取りの中で負担率のところは出ていました。

それは個人的にはいろんな形で国の施策とかいろんなところで課題はあるなと私

は思っています。それについては、今回は避けたいと思います。 

 それで、国保のところの特定健診ですが、受診率を見ても結構一緒にいろんな

形でやっている。例えば勧奨もしていて、それなりの受診率はキープしていると

いうふうに私は思っています。ただ、私が思うのは、機構改革のところも関係す

るんではないかと思いますが、例えば福祉保健課のほうの健康増進法、健康づく

りの形ですね。健康づくりと特定健診というのは綿密に、ひょっとしたら一緒じ

ゃないかというふうな形ですよ。介護保険でも当然、介護にならないため、また
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老人のためにいろんな予防施策が、一般の高齢者に対しての介護がない    

 それから実際に介護を受けている方々も進まないような予防の仕方、そういう

ような形で介護保険なんかにも入っていると思うんですが、やはり福祉保健課の

健康づくりイコール今の特定健診というのを結びつけていく、何か手だてはない

か。 

 よく言っているのが、前から何回も言っているんですが、それ家の中で個人個

人、例えば上田なら上田家のところの４人、それは先ほども言ったように国保に

加入しているのもいれば、社保に加入もしている。しかし、その家として、そこ

の家族として、また地域のあれとして健康づくり、健康というのを見て、特定健

診というのを位置づけてやると私はいいんじゃないかというふうに思っていま

す。 

 だから、これはよく町長も言うように、横断的に動きをする、一般住民から見

れば住民課の制度の中で国保ですよ、これは福祉保健課のところの制度ですよ、

それは関係なくて、要は住民から見れば同じ健康づくりなのですよね。だから、

そういう面をぜひ連携をお願いできんかというふうに思っています。 

 今ほどの中でも、そのところから、例えば派遣いただいて、勧奨なりいろんな

形での今動きをしています。その特定健診を受けた中の、後の個別指導のところ

の勧奨のところを含めて頑張っています。それについては私異存ないし、どんど

んやっていただければいいと思うんですが、何かそこら辺りの連携プレーがもう

一つかみ合っていないんじゃないかなという気がしますので、ぜひそこら辺りを、

大変でしょうが考えていただければいいんじゃないかなというふうに思っていま

す。 

 その中には、地域のそれぞれの推進員がおりますからね。だから、そこら辺り

の方々も大変でしょうが、そこら辺りの動きもぜひ加味してお願いできないかと

いうふうに思っています。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これも全員協議会でちょっとお話しさせていただきましたけ

ど、今回、機構改革、そしてまたさらに来年、福祉課を２つに分けまして、住民

税務課からのそういった部門を今一緒にするような計画の中で、令和５年度から

できるかどうかで今検討に入ってまいりますので、それでも今まで議会からいろ

いろご指摘いただいている中で、ただ今年度はちょっとまだできませんでしたの

で、先に住民税務課でスタートさせていただきますので、またよろしくお願いし
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ます。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 なければ次に、福祉保健課会計の一般会計予算を２回に分けて行います。 

 まず、５８ページから６６ページで行います。 

 補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、通告があった点についてお答え申し上げ

ます。 

 まず、６０ページ左側、社会福祉事務諸経費、人口増加策として結婚をサポー

トする事業が見当たらないということですが、ふくい結婚応援協議会を県内全市

町で設置しました。協議会主催でイベントやマッチングアプリを活用した出会い

の機会の創出、これを現在も継続しております。 

 結婚相談員さんの相談会、これも婦人福祉協議会のほうにお願いしまして、月

３回の開催をしておりますし、会員さんのご尽力により婚活イベントも計画をし

ております。 

 同じく６０ページ左側、社協の活動補助金、これの在り方についてですが、社

会福祉法人である永平寺町社会福祉協議会の補助金については、社会福祉法人の

助成に関する条例第２条に基づき助成しております。対象経費については、補助

金交付要項第２条を基準に算定しております。社協の活動はご存じのように、町

地域福祉計画と永平寺町地域福祉活動計画、社協の活動計画ですね。これに基づ

き展開しているということはご存じだと思います。方向性がぶれるということは

ございません。 

 なお、補助金の内訳については、資料を添付いたしました。ご覧になっていた

だきたいと思います。 

 次に、ふくい嶺北成年後見センター、この負担金はどういう団体で負担の理由

はということでございますが、嶺北７市町で構成しましたふくい嶺北成年後見セ

ンター、これが今年の令和４年６月から開始するわけですけれども、行政、それ

から関係団体、行政書士さんとか弁護士さんとか団体が連携して成年後見人制度

の利用促進に関する施策を進めていく内容でございます。 

 相談、それから利用申請を支援するというのがメインになってきます。この負

担金ですが、人口割、均等割で算出しておりまして、２年後からは実績割、これ

も加味するようになります。 
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 次に、障がい者福祉事務諸経費、６１ページ左側ですが、支払いに係る支払手

数料３８１万円はどういう計算ですかというお尋ねです。 

 支払いに当たっては国保連合会とか医療機関に支払う重度障がい者医療費の事

務手数料がメインになります。こちらのほうの手数料が３１１万８，０００円に

なります。算出の根拠は単価掛けるレセプト件数で算定しています。１２か月分

となります。 

 ちなみに、国保連が７５．５５円、１件当たりですね。医療機関に支払いが１

件当たり１１０円、一月当たり１，４００円での算定となっております。 

 次、地域生活支援事業、６２ページ左側です。 

 昨日の一般質問でもお答えいたしましたが、日常生活用具給付事業の種別、そ

れから積算の内容ということでお尋ねです。日常生活用具は障がいのある方の日

常生活を補うものです。障がいの等級とか具合で給付対象品目が変わってきます。

障がいの程度によっても変わってきます。訓練等の支援用具では８種類ございま

す。特殊ベッド、移動リフトなど。自立支援生活用具としては１１種類ございま

す。頭部の保護用の帽子や杖等であります。それから、住宅療養等支援業務、６

種類ございます。電気付の吸痰器や酸素ボンベです。情報意思疎通支援用具、１

７種類ございます。点字ディスプレーなどです。文字による時計なんかもござい

ます。排泄管理支援用具、２種類ございます。ストマ、紙おむつ、収尿器など、

そのほか住宅改修になります。 

 今回の予算の中ではストマ５万６，０００円になります。算定の単価が５万６，

０００円になります。現在、４２人の方が利用されているので、これの半年分を

見ております。紙おむつは単価を７万２，０００円として見ております。１２人

の方がご利用になっています。そのほか住宅改修とかその他として２０万円ずつ

算定しております。合計として６８０万余りになろうかと思います。 

 次に、６２ページの右側、同じくですね。自殺対策緊急強化事業ですが、臨床

心理士によるゲートキーパーの陽性、これはどういう資格ですか、何日の研修で

養成できるのかというご質問ですが、このゲートキーパーについては特に資格を

付与するとか取得するという制度ではございません。研修としては常に向上を図

るため理解を求めるために何回でも受けていただきたい、そういう研修でござい

ます。 

 ６３ページ、障がい児支援事業、左側。放課後等デイサービス、対象人員はと

か、積算の内訳ということでございます。 
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 このサービスは、就学中の障がいのある１８歳以下の児童を対象に、放課後と

か夏休みなどの長期期間中に療育や交流を行う支援でございます。対象児は５８

人を見込みました。一月当たり５万３，５３０円、これの１２か月分、５８人分

で３，７２６万円になろうかと思います。 

 次に、６５ページ右側、在宅福祉事業、すこやか介護用品の件、それから雪下

ろしの支援事業の件をご質問いただきました。 

 チケット制になったという根拠についてですが、従来配達をしていました。で

すが、採用していただいていた薬局の閉店に伴い、町内事業者で全町内での展開

が困難になりました。利用者の方からは希望する品が欲しいという要望もありま

したので、チケット制を導入したということでございます。 

 ただし、町外の事業所の協力、それから町内事業者でのご尽力によりまして、

配達という形も継続しております。ドラッグストアでの配達はできませんが、配

達も継続するということでございます。 

 減額の幅ですが、委託事業では事務費、それから消費税もお支払いする必要が

ございました。事務費と消費税合わせて１３５万円、それから自己負担金もいた

だいておりました。雑入での歳入を見込んでいましたが、３２０万円歳入をいた

だいております。 

 これらの相殺によりまして、実質の減は２７５万円であると見ております。従

来の事業が枚数制限をしておりましたけれども、現在、利用の一番多い利用金額、

これで換算しまして月当たり上限額を設定しております。２，０００円、２，５

００円ということで設定しております。 

 これはほかにもありまして、自宅の中で過剰な在庫を抱えているという例もご

ざいました。この事業を継続していくためにも、経費を抑えた新しい展開で様子

を見ていきたいと思っておりますので、ご理解をお願いします。 

 屋根雪下ろしにつきましては、老老世帯への支援ということで、自治会支援を

お願いする目的がございます。雪下ろし支援が必要となりましたら地域で支え合

うということを念頭に入れて展開していきたいと思っております。大雪になった

ときには事業所の方も多忙になりますので、こちらのほうもご理解をお願いいた

します。 

 ６８ページ右側、健康福祉施設の事業費ですが、地質調査の内容とはというこ

とで、説明の際に申し上げた点だと思います。１０年に１回の法定検査が必要に

なってきます。温泉推進の分析のことでございまして、令和３年度予算で……。
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すいません。ここまでにしておきます。来年の８月までにプロポーザル方式にて

募集する予定でございます。 

 ここまでで一旦終わります。 

○議長（奥野正司君） ただいまの福祉保健課長の説明につきまして、これより質疑

を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 なければ……。５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 私の質問した中で、ゲートキーパー養成って、いわゆる自

殺しようという徴候を察知する研修だろうと思うんですけれども、何回でも受け

られるということで資格はないということですが、これは例えばいろんな人が受

けてもいいんですか。いわゆる受講してくださいよと、やりますからというよう

なことも考えておられるんですか。それとも、決まった方に対してのことなんで

しょうか。特定の方を対象に研修するということですか。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 受講の対象としては、広く一般の町民の方受けてい

ただいて結構だと思います。 

○議長（奥野正司君） ほか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 私、一応２つ上げました。社協のことについては省きたいと

思います。 

 それと、手数料のところちょっと分からなかったんですが、いろいろレセプト

の関係とかそういうようなのがあるとお聞きしましたので、仕方ない金額かなと

いうふうに思っております。 

 それであと、すこやかのチケットのところですが、今、状況を聞いて要は一地

区のところが今まで配達していたのができなかった、そういうこともあってチケ

ット制にしたということまでお聞きしました。 

 私、これでちょっと懸念したのは、チケット制にすることによって、利用控え

みたいになるんじゃないかなという気がしたわけです。というのは、例えば一定

量、こんなことあれですが、一定量月々に配達されれば、極端なことを言います

と、これだけ来るから１日に例えば何時間おきに交換しようとか、そういうとき

に、それほどなくても、ちょっと漏れてもそのまま交換しようとか、そういうふ

うにしていたのが、チケット制になることによってその控えが出てくるんじゃな
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いかというのが１点。 

 それから、聞いたら配達もお願いできるということを聞いていましたので、そ

れでよかったと思う。そこまで取りに行かなあかんという、またそこに買いに行

かなあかん。それが結構買物の中での家族の中で負担になるんじゃないかという

点も１点。 

 そういうようなところから、利用控えみたいなところが出てくるんじゃないか

ということがあるんじゃないかというのが１点です。 

 それから、チケット制にして、先ほど言いましたように余ってしまうというこ

ともあるかもしれん。そういう利用者の声もあるということで、それは分かりま

す。ほんなら、そのチケット制にして、ある程度余ってくるというとおかしいで

すけども、なってきたときにはそれをどう処理するのか。例えば、チケット制で

すので、私のところの家にほんならチケットが１０枚来ました、８枚買いました

と、ほんなら２枚余りました、そんなのがずっとたまった場合、それはどう処理。

それとも、例えば福祉保健課のほうにこの分、例えば来月は６枚でいいですよと

なるのか。そんなところも含めて、利用度のところがちょっとあれかなと思って、

今、その質問をさせてもらっています。 

 あと、いろんなところでの委託のところのそれぞれのサービスのところについ

ては、従来どおりということですのであれですが、早くいうとそこら辺りがちょ

っと懸念があったので、そういうふうな形で質問させていただきました。 

 健康福祉施設のところは、これはこの次でいいんですか。６８ページは。 

○議長（奥野正司君） ６６ページまでで。 

〇２番（上田 誠君） ６６ページまで。ほんなら、これまた後や。これについてお

聞きします。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 利用控えを心配されているということですけれども、

選択制でご自分のふさわしい用品を対応しているお店で買える、選択できるとい

うところは非常に大きいメリットだと思います。 

 ですから、利用の枚数、上限に近いような、今までの上限に近いような方は多

少控えていただくということになるかもしれませんが、現状での２，０００円、

２，５００円の設定については、一番利用の多かった枚数の方を金額換算して算

定しておりますので、多くの方は十分な対応ができるのではないかなということ

を思っています。これについては、今後、利用者さんの声を聞きながら変えてい
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く必要はあるのかもしれません。 

 それと、チケットが余った場合どうするのか。上限２，０００円ということで

チケットをお渡ししています。１か月当たり２，０００円でございますので、使

わなかった分についてはそれだけ必要なかったんだなということで、考え方によ

ってはご辞退いただくということでよろしいかなと思います。それを翌月に回し

て年間でということでは想定しておりません。月額上限２，０００円とか２，５

００円ということでお考えいただきたい。不足する人もいるかもしれませんし、

十分に２，０００円の範囲内で賄える方も数多くいらっしゃると思っております。 

 それと、今回、３月１４日から４月、５月、６月分のチケットを配布できるよ

うな体制を今実は取っております。その中で、広報した結果、新しい利用者さん

がこういう制度があるんだということでお気づきになって申請に来られた方もい

らっしゃいますので、機会としては周知を図れたなということも思っております。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） いろんな方でちょっと心配したんですが、今の形でおっしゃ

っていただいて、ある面では中身を精査できることもあると。当人の選択もでき

る、いろいろな形で利便性があるんじゃないかというふうにおっしゃっていまし

た。 

 ぜひとも今度はそこら辺りの経緯、今始めたばっかりですので、それがどうい

うような形での利用者の方々の意見をぜひモニタリングして、その制度を完璧に

できるようにお願いしたいと思います。 

 ちょっと質問事項になかったんですが、同じ６４ページのところのフレイル予

防の普及事業、必要な経費ということで、これは同じ６４ページの老人福祉の諸

事務のところで、フレイル予防のところの経費、これはフレイル予防、あそこの

訪問看護診療所のところでもやっていますし、そこら辺の負担のところなのか、

いろんな事業所もやっているかと思うんですが、そこら辺りの具体的なところの

具体策、こういう必要な経費となっていますので、それの経費はどういうところ

で使っているのかというのをちょっとお聞かせいただきたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 ほんなら、それでお願いします。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） フレイルサポーター養成事業ですけれども、これは

町がサポーターを養成するという事業が１つと、診療所発信で診療所のほうが住
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民の方を集めて、今の健康状態をチェックするフレイル健診ですね。これとは全

く別になります。診療所発信で状態を確かめるための事業。これは診療所のほう

で企画していただいて、我々は広報のお手伝いをするというものです。保健セン

ターで実施しているのは、それのお手伝いをしていただくサポーターさんを養成

するという事業でございますので、段階が違うということでご理解いただきたい。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） フレイル予防の今言ったやつは、例えば今、診療所が当然や

っていますわね。やっていますね。今、いろんなフレイル予防の、例えば実際に

診療してそういうような形。それはそういう普及も含めてそういう対応をしてい

ます。 

 これが、今のこれは普及の事業に必要な経費というのは、そのサポーターとい

うのか、それの養成のための必要ということですか。要は、例えば今、老人福祉

のこれの必要な事業、仮にいろんなそれぞれの集落の中でのサロン等があります

わね。サロンなんかでありますよね。そのサロンなんかに例えばそういうものも、

フレイル予防のそういうのも僕は今後必要になってくると思うんですけど、そう

いうようなところの使用ではなくて、ちょっとこの辺りがちょっと。実際に動く

ため、実働というのか、健診というか、測るための費用じゃなくて、そのサポー

ター養成とか何かその技術者というのか、それの養成の使用ということでしょう

かね。ちょっとそこら辺りのすみ分けがちょっと分からないんで。 

 僕はこのフレイル予防のためのいろんな動きというのは僕必要やと思っている

んですよ。ある面ではさっき言ったように、各集落のサロンの中でもそういう意

識を住民なんか、老人の方に持ってもらうことは必要なので。だからそういう面

も含めてとにかく普及していかな、あかんと思うのですが、そこら辺りの関連が

よう分からなかったんで、最後だけ、もう一回だけ、これだけ聞いてください。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 実際にフレイルサポーターの養成というのに直接的

な経費を見込んでいるものではございません。一部需用費の中では出てくる……。

報償費ですね。この中に一部含まれていることも出てくるとは思いますけれども、

直接的に養成に係る費用を見ているものではございません。 

 それと、診療所で発信しているフレイル健診、これについての費用負担は特段

予算の中では見ておりませんので、お願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 
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 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 社会福祉協議会のいわゆる活動支援補助というんですか。こ

れ年々減っているんですね。減っていないって言われると分からんのですが、合

併当時は５，０００万以上あったと思うんですが、ずっと４，０００万円代で最

近推移してきたんですよね。それが３，９００万円ということで。 

 町のほうでは社協の地域福祉計画や活動計画、それに沿ってのことだからとい

う話ですけど、いわゆる本部経費への支援てことになれば、本部の運営というの

はやっぱり町がいろいろな事業委託していることもあって、社協としての活動し

ていく上での一つの体裁を整えていくために支援しているんではないかと思うん

ですね。金額がどんどん減っていくと、この時期、こんな状況ですから、こんな

状況というのは処遇改善なんかも示されている中での話ですけども、経営そのも

のがうまく形づくられないんじゃないと率直に思うんで、その辺をお聞きしたい

のと。 

 もう一つ、社協活動補助内訳一覧表って、これいついただきました？ 別紙っ

て書いてあるんですが。それは違うか。別紙というのはこっちか。 

 だから、できたらその根拠を。今年度予算になった根拠を示していただくとあ

りがたいなと思うんです。 

 在宅福祉事業で、すこやか介護用品のチケット制はいろいろ説明聞きました。

僕は雪下ろし支援ですね。高齢者のお宅からでもいろんなところからたまに問合

せがやっぱり来るわけですね。どうも自治体に対応してもらいたいという話は分

かるんです。分かるんですけど、現実的には区長によって対応が随分違うみたい

で、やっぱり高齢者の雪下ろしって申請きちっとされれば支援もあるわけでしょ

う。それにつなげるためには何かきちっと支援にもつながる支援体制が必要なん

でないかと思うんですが。例えば、町の福祉課へ電話したり、社協へ電話したり

すると、業者紹介されるだけですね。その業者へ連絡してみると、連絡つながら

ないというわけですわ。対応もなかなかできない。そのときにどうするかという

ことも含めて、もう少しやっぱり不安なときには親切に対応していただくといい

と思うんです。 

 いや、自治会によって全然対応が違うということを前提に言っているんですよ。

いいところはすごく、もうそんなの頼まんとみんなで行って雪下ろしも何もやっ

てしまうところがあるんですが、そうでないところもあるからこういう声が出て

きていると思うんですが。 
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○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、社会福祉協議会への補助金についてですが、

これはお示しした事業項目に従って、社協さんといろいろお話合いして、査定を

するということになっているんですけれども、それで計上して要求しているもの

でございます。 

 運営については、若干変動はあるかと思いますけれども、社協さんのほうでも

事業が縮小している部分もありますし、その点減額につながっているのかなと思

います。 

 介護事業も本町の社協さんは担っているわけでございます。そのほか地域福祉

のほうにもご尽力いただいているということで、当然、介護のほうには指定管理

のほうで頑張っていただいている、特段の補助はない。地域福祉のほうは必要な

分は要綱に従って、なおかつその年の事業メニューに従って補助しているという

ことでございますので、信頼いただきたいということを申し上げておきます。 

 それから、チケット制についての、ご理解いただきましてありがとうございま

す。在宅福祉事業については、これからも継続の方向、継続していける方向を目

指しながらいろいろ改善していきたいと思います。 

 屋根雪下ろしについてですが、業者さんに電話してもいっぱいだという点は理

解できます。我々も手をこまねいているわけではございません。屋根雪以外の支

援について町としてできる範囲のことをやっております。ぜひ大雪の際には、地

域で高齢者を守る、地域で地域を守るというような方向で進めていただきたい。 

 豪雪のときは、以前、一般質問でもお答えしたと思いますが、圏域外からの応

援をお願いするしかないと思います。そこまでの手配は残念ながらまだ整ってお

りません。災害対策の場合には事前にお示ししておくという手段も必要になって

くるものですから、そこまでもまだ残念ながら手続できておりませんので、ぜひ

地域で守るという点でご理解いただきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） いや、社協と話しているというんですけど、現実的には１，

０００万円以上減っているんですね。僕が覚えている限りでは。それを話合いの

中で決めていくというんですが、いや、それは分からないですけど、こういう事

業ということでそれなりの量を委託する。そこでの収入も当然あるでしょう。人

件費を見積もっての積算になっているはずですから。委託する事業については。

それは本部活動というのはちょっとそれとは別なんでないか。これをそれなりに
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話合いで額を決めているというやり方をしているんでは、それはこの間、何人か

分の人員減に対応した金額にしかなってえんでのない。合併した当時は五千二、

三百万ありましたよね。もうちょっとあったかもしらんですね。それが今３，９

００万ですから。 

 それはちょっと話合いで決めるっていう問題ではないと僕は思うんですが。き

ちっとした交付税なら交付税の算出根拠あるんですから。もしこれだけ減ってき

たというのが一つの方向だとしたら、今までは多く支援し過ぎていたということ

につながるんですよ。僕、ここは本当に大事ですから、十分考えてやっていかな

いとちょっと話合いで決まっていくからという問題ではないように思うんです

ね。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 繰り返しになりますけれども、社協さんへの補助要

項の中でこの事業にはこの対象経費の何分の１という形で要項を作成しておりま

す。これは合併以来変わっておりません。法人運営のほうで申しますと、先ほど

議員おっしゃるにはちょうど見ないと駄目だということをおっしゃいますけれど

も、実際法人の運営の中には地域福祉分もあれば介護事業の分もございますので、

この点は社協さんとお話合いをして、法人運営に係る分については人件費の何分

の１までですね、その辺を相談して要項を作成しております。 

 ですから、事業の内容によって変動がしております。ただし、その査定につい

て合併以来大きくぶれたということではございません。その点だけご理解くださ

い。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） すいません。私は質問してなかったんですけど、ちょっと

関連で１つお伺いしたいんですけれども。 

 すこやか用品のチケット制ですけれども、これチケットをもらってくると、そ

のチケットと同時に案内文みたいなのが入っていまして、それには使える買える

もののサイズが書いてあったんですけれども、担当職員に聞きますと、お店で扱

っているものは何でも使えますよというふうな内容だったんですよね。すごくお

年寄りもそうですし、使っていらっしゃる方もそうですし、それを買いに行く家

族もそうですけど、そこのところで混乱を招くことになると思うんですよね。サ

イズ制限があるんであれば、最初からチケットを渡すときにサイズ制限、これ以



 －449－

上のものですよとか、あるいはこういうものですよという説明をしていただいた

ほうがいいと思うんですけども、その説明が全くなかったので、ちょっと本当に

職員さんがおっしゃっているようにお店へ買いに行けば、お店で扱っている全部

使えるのであればそれでいいですけれども、そうでないのであればきちっとした

説明の仕方というのをお願いしたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 説明不足についてはおわびいたします。丁寧に説明

していきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 なければ、５８ページから６６ページまでを終了しました。次は６７ページか

ら７４ページです。 

 ではここで、暫時休憩したいと思います。 

  

（午前１２時００分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、福祉保健課関係、６７ページから７４ページを行います。 

 補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、まず健康福祉施設費、６８ページ右側に

なります。 

 地質調査の内容と結果の報告をということで、３年度予算で地質調査を行いま

した。説明の際にその項目が出たので質問いただいたと思います。この調査は１

０年に１回の法定検査でございます。温泉水の分析を行いました。１２月に分析

した結果でございますが、成分に若干変更ありましたけれども、温泉として問題

ないという結果でございます。 

 それから、指定管理者への考えが示されるのはということですが、来年度８月

までにプロポーザル方式で募集することを予定しております。 

 令和５年度の指定管理募集までに整備する必要があることはということです

が、現状では浴槽タイル、更衣室の床、これについては整備する必要があると見

ています。現行の管理者の意見を聞きながらさらに調整して、補正予算で計上し
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たいと思います。 

 補修工事は計画的に修繕が必要な時期に来ているのではないかということで、

先ほどお答えしたとおり、浴槽タイルとか更衣室の整備が必要だということを考

えております。 

 ６８ページ左側、永寿苑施設管理諸経費、土地賃借料の４０％アップして１２

９万１，０００円となった理由はということです。従前が米単価を参考とした借

地料の方法から固定資産評価額の３％相当額を単価として算定したことによるも

ので、アップしました。令和４年度が更新時期に当たり、借地料に適用する予定

でございますので、現在交渉中でありますが、この単価を計上したものでござい

ます。 

 ７０ページ左側、妊婦・乳児健康審査事業、新規に聴覚検査の項目があるが問

題あったのかということで、これは医療機関の健診項目には以前からオプション

で設定されておりました。令和４年度から標準として項目を設けたもので、特に

問題が起きたものではございません。 

 特定不妊治療費助成の内訳とＰＲの仕方はということです。まず、この特定不

妊治療は体外受精、顕微鏡受精、それと男性の不妊手術が対象となるものです。

来年度から保険適用になりますが、この国の助成が終わってから県、市町の助成

に移行する。まずは保険治療、これからスタートして県、市町の調整に移行して

いく。回数制限がございますので、そういった段階を踏むことになります。ＰＲ

はホームページでご案内しておりまして、町のほうへの問合せのほとんどは申請

の方法でございます。 

 次に、地域保健関連事業、７０ページ右側、食品衛生協会補助の内容について

ということですが、食品汚染、それから食中毒を防止して食品の安全性を確保す

るために、衛生思想の普及啓発、これに必要な事業経費に対して補助をしており

ます。町内食品衛生事業者の衛生関係情報の周知、普及啓発、自主管理体制の活

動の充実、これを図るために助成しているということです。 

 狂犬病予防対策事業、７１ページ左側。事業内容の明細が記入漏れではという

ことです。申し訳ございません。漏れておりました。申し上げますと、消耗品費

として予防注射済み証票、門標、これに５万５，０００円、封筒印刷代として１

万１，０００円、郵便料として予防注射のお知らせ６万８，０００円、予防注射

の済み証と登録事務の委託料として１８万６，０００円が内容でございます。 

 健康増進事業、７３ページ左側。健康審査の受診率や内容はということでお尋
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ねです。令和３年度は新型コロナ感染症、それとコロナワクチンの集団接種、こ

れで集団健診の受診率は下がっております。回数が減った分、受診率は下がって

おります。令和４年度はこの集団健診を６回増やす対応を見込んでおります。個

別健診の受入期間も延長して受診率の拡大を担保したいと思います。ちなみに、

コロナ禍前の件数を見込んで予算計上しております。 

 ７３ページ右側、元気長生き健康づくり推進事業、がん検診の受診率や目標値、

施策はということです。令和３年度は同じようにコロナ感染症とコロナワクチン

接種で縮小しておりますが、こちらも集団検診及び後期高齢者の個別検診の実施

期間及び回数をアップしまして、令和４年度は６回増やすということで計画して

おります。検診の受入期間の延長により受診機会を確保していくということ。こ

ちらも受診率はコロナ禍前並みを見込んでおります。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業、７４ページ左側ですが、感染者への支援

については昨日防災安全課のほうでお答えしたと思いますので、割愛させていた

だきます。 

 最後、生活保護の申請状況はということで、予算ではございませんがお尋ねあ

りましたのでお答えいたします。保護の実施権者は福井県でございます。生活保

護の権者は福井県です。町は困窮者への相談から県へつなぐ伴走をするというこ

とが事務の内容になってきます。申請は見込める収入が最低生活費に不足がある

場合に支給されるということでございます。現在、３５人、３３世帯の方が対象

となっております。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） これに先立って、先ほど社会福祉協議会への支援の問題でい

ろいろ論議ありましたけど、資料をいただきました。説明いろいろ聞きますと、

社会福祉協議会からの申請に基づいて支出しているということですから、それは

それで向こうの思いもあるのかなと思うんですが、やっぱり私は心配なところが

あります。適宜やっぱり行政のほうからも声かけをして、常々やっぱり相談しつ

ついろんな事業の推進を図れるようにだけは町からもしっかり申入れしていただ

きたいと思います。 

 以上です。 
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 それと、温泉の問題等。これ前、１０年に１回の検査の話は報告を受けていま

した。そういうことで、来年の８月のプロポーザルを目指して進めるということ

ですが、内容をどうしていくかということも１回、細かな修繕が必要になるんか

もしらんですから、どこかで協議することがあるといいのかなと思います。その

ことだけ言っておきます。 

 乳幼児健診の問題ですけど、これ今回は聴覚の検査を行うということですが、

やっぱり特別な事情があるのかなと思わんでもないです。特に以前、３歳児健診

に子どもの目の検査を、やっぱり専門家を入れてすべきでないかと、これはもう

何十年も前の話ですけど、やったことがあります。ただ、当時はかなり保育士さ

んなんかが頑張って、かなり早い段階からこの子少しおかしいということを見つ

け出して保護者に医者にかかるようにいろいろ言われたんですが、結果、やっぱ

り専門家の検診を入れることになったと思うんですね。 

 特に目の検診なんかでは、遠視が両目でない、片目だけ遠視という子の見つけ

出しが難しい時期があったと思うんですね。それも保健師や保育士さん方の観察

の中でやっぱりそういう検診につながってきたと思うんですね。 

 聴覚検査にやっぱり特別に勧めるにはどこか大きいやっぱり問題があったのか

なと思うんで、その辺ももう少し分かりやすく言っていただくとありがたいです。 

 コロナ対応について言うと、行政の関わりがあんまりやっぱり見えんのかなと

いうことだけ言っておきます。福井モデルが破綻しているという状況で、家庭内

感染が非常に大きい。それをどうしていくか。濃厚接触者なんかも含めて生活支

援をどうしているかというのは我々非常に心配しても見えない。それどうして。

率直に思うんで、そこはお聞きしたいですね。やっぱり。 

 生活保護の申請の問題でいうと、国はこれをセーフティネットとしてきちんと

使いなさい、位置づけなさいというんですが、現実的には水際には、政策じゃな

いですけど、窓口でなかなか受け付けないという状況が続いているというのをよ

く報道されますし聞いています。実態として。 

 本町の場合、区長さんや民生委員の推薦がないと国保の窓口へ来ることが出来

ないという状況があると聞いたことがあるので、今でもそういう対応なのかとい

うのだけは確認したいですね。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、社協さんの補助金についてですが、これは社

協さんと申請内容、補助金の内容については精査し、毎年の計上予算に積み上げ
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ていきたいと思います。 

 温泉について、修繕の内容についてはもちろん予算要求の前にでも全協なりに

お諮りしたいと思います。来年８月をめどにプロポーザル募集していきたいとい

うことですが、町内の各課連携を図りながら、適切なプロポーザルを受ける体制

をつくっていきたいと思います。 

 乳幼児健診について、でございますが、重ねて申し上げますけども、特に問題

があったということは聞いておりません。小さい間から保健師、それから保育士、

いろんな専門家の見地から、児の状況を把握して必要な場合には適切な治療、療

育につなげていきたいという体制づくりを今年度はしてまいります。 

 コロナ感染症について行政に関わりはということですが、これも繰り返しにな

りますけれども、福祉保健課としては陽性者、それから濃厚接触者、こちらの情

報はいただいておりません。感染者については県の指導に従って支援をしていく

ということになりますし、これも必要とならば、県からの要請があれば対応して

いくということで、我々としては家庭内でも感染予防に努めていただきたい。こ

れを地道に訴えていく。コロナ感染症対策については抜本的な対策というのはな

くて、地道な感染予防しか今のところ方法はない。必要な方には、希望する方に

はワクチン接種を勧めていくという体制を引き続き取っていきたいと思います。 

 生活保護の受給者についてですが、これも社協さんとの連携になります。生活

困窮についてはいろんな角度から情報が伝わるような体制を取っておりますの

で、必要な支援が届くように連携を引き続き取ってまいります。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 健康福祉施設、私はあと１０年のときによくリニューアル方

式と言っているんですが、当然、今のところでタイルとか床の修繕、それからそ

ういうようなのを見ているとおっしゃっていました。やはりプロポーザル方式で

どのようになっていくか分かりませんが、私の思いではやっぱりちょっとリニュ

ーアル、何か新しくなったよというふうなことがいいんじゃないかと思いますの

で、またこれは考えていただければいいと思います。内容については、またいろ

んなところで精査できればいいと思っています。 

 それから、あと、７３ページ関係ですが、健康増進法のところの健康診査費、

これはここで書いてあると、３９歳以下の健診、肺炎、骨密度、これらを言って
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いるんですかね。その以外のあれというわけじゃないんですね。 

 先ほどの国保のところでも言ったんですが、やはりこの特定健診とこれと結構

結びつけられるような何かできないかということで、ぜひそこら辺りのお願いし

たいなと思います。一般の人はそこら特定健診がこれと同じような形に思ってい

るんで、それお願いしたいと思います。 

 それから、そういう意味からコロナ禍で６回、それぞれのがん検診もなかなか

できなかったということで、今後またそれの令和２年まで、要はコロナ前に復旧

するように頑張るということになっていますので、また実績等があったらお知ら

せいただきたいと思います。 

 結果的にはなかなかそこら辺りの数値的なものは今はもう推し量れないという

のか、比較できないということで聞いていますので、ぜひそこら辺りをお願いし

たいと思います。 

 ちょっとそんな感じでしか聞けなくなってしまったんですが。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 温泉については適宜説明してまいります。 

 それと、健診についてですが、一応国民健康保険と健康増進事業、ここは保険

者がやるというご理解、それと永平寺町がやるというご理解、対象は町民になる

んですけれども、保険者としてやるべきことは必要な事業はやっていくべきだろ

うと。保険者機能の交付金もあろうかと思いますので、事務的にはすみ分けをし

ておくべきだろうと。ただ、対象としては同じ町民だということだけは間違いご

ざいませんけれども、その理解だけお願いいたします。 

 それと、先ほど町長からも答弁ありましたけれども、令和５年度に向けて一体

的実施が見込めるように。ただ、これは介護予防と高齢者の保健事業です。これ

を一体的にやるという体制を見越している。ただ、国保の被保険者の方はどうい

う形で取り入れていくかというところが課題になろうかと思います。国保につい

ては令和４年度中にしっかり体制をつくっていきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） １点お願いいたします。 

 健康福祉施設の件ですけれども、今回、４月から機構改革ということで管財課

ですか。が一部独立しまして指定管理のところもやるということですが、今まで

福祉保健課がやってきたということの中で、やはり全く離れるわけではないとは

思っていますけれども、すみ分けが必要だろうと思います。業務の。 
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 ちょっと一つ気になるのは、指定管理の期間が１０年ですよね。非常に気にな

って、長いというのと、ほかの管理施設とは大分違いあります、そういうような

ところも精査するというのがやっぱり管財課というような形になるのですかね。

流れは募集要項とかいろいろ決めるのだろうと思いますけど、それを管財課が精

査して、そして出していくというような形になるのでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 法律的なことも、町の統一の法的なそこは管財課がしっかり

して、プロポーザルなんかはまたその課がしっかりやっていくんですが、しっか

りチェックもしていくということになると思います。 

 今回の１０年は、当初、ＰＦＩ方式という当時のやり方が、そこに選ばれた方

が入ってもう全部するというやり方だったんで、そこまでやるなら、僕も議員だ

ったんですけど、１０年以上はやっていただくのがいいんじゃないかということ

で１０年に設定した経緯がありますけど、当時、指定管理大体５年かそれぐらい

でやっていますので、その前の流れも含めつつ、年数も契約管財課のほうでしっ

かりやっていって、またほかのいろいろな指定管理との兼ね合いもありますので、

そこも整合性が取れるようにしていきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 なければ次に、福祉保健課関係、特別会計予算説明資料２２ページから４２ペ

ージ、介護保険特別会計の補足説明があれば説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、介護保険特別会計について質問のあった

ことについてお答えします。 

 一般介護予防事業、３７ページ左側。委託事業での把握、普及啓発、予防活動

の内容と今年の計画はということでご質問いただきました。介護予防教室の継続

と健康づくりから介護予防まで一体的に支援できるように連携した事業計画を計

画します。高齢者の健康状態の特性、それから健診結果データ、これらを分析し

て介護予防につなげていきます。 

 介護予防教室の中でお互いに支え合う互助の関係づくり、こちらも支援してい

きたいと考えます。 

 次に、エンディングノートはどのように活用されているのか。このノート自分

の終末期を考えるために振り返りと見通しを立てるものだと考えます。ご自身の

人生と向き合い、記憶、判断力が落ちる前に、突発的な病気になる前に家族や身
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近な人に伝えたいことが伝えられないということがないようにするために活用し

ていただきたいと考えます。 

 総合相談事業について、３７ページ右側。委託事業での把握ということでござ

いますが、高齢者の総合相談窓口として相談に対応しております。高齢者の実態

把握、これをするために訪問調査なども実施してまいります。 

 総合相談業務委託料１，７４７万４，０００円、詳しい業務内容の内訳という

ことですが、８７０万円は人件費でございます。これ以外の８７４万７，０００

円、これについては在宅介護支援センターの委託料でございまして、こちらも中

身としては人件費でございます。 

 ３８ページ右側、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務委託料５７２万５，

０００円、これの内容ということで、５７２万５，０００円のうち５３７万２，

０００円、これは人件費でございます。主任ケアマネの資格の更新関係の研修、

地域ケア会議、これの講師謝礼でございます。事業内容はケアマネ支援、相談、

それと困難事例ですね。相談があった事例、対応している事例の困難な事例を皆

さんで集まって解決策を見いだしていくという研修会を開催しております。町内

ケアマネへの支援が主な業務内容ということでございます。 

 ３９ページ、在宅医療・介護連携推進事業、これの活動内容、予算内容につい

てでございますが、医療と介護が切れ目なく提供できるように、福井県の入退院

支援ルールがございますが、これに沿った支援、それから在宅医療に関する講演

会、これらを開催していく内容でございます。５４１万３，０００円のうち５２

５万２，０００円は人件費、これ以外は事務費になります。他職種連携の講師謝

礼、事務費でございます。医療と介護が切れ目なく提供できるようにしていくの

が事業内容でございまして、診療所との課題共有なんかも含まれてまいります。

在宅医療の支援リストの作成なんかも事業内容に入ってきます。 

 ４０ページ左側、生活支援体制整備事業ですが、この事業の委託料の中身、増

額の理由は、共生社会の地域づくりのための取組はということで続けて申し上げ

ます。 

 この事業は、生活支援コーディネーターを配置している人件費が支え合いの地

域づくりを担っております。人的支援でございます。増額１０７万７，０００円

は職員の異動、昇給による増減です。今後は上志比地区でひまわりサポートの会

が生まれたように、これを全町的に広げていきたいと考えます。現在、志比北、

吉野地区、南地区ではご近助タクシー、これも実施されております。地域住民の
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意識が高まっている中で、それを機会により一層の推進を図りたいと考えます。 

 認知症総合支援事業、４０ページ右側。どこシルラベルシールということです

が、これは新規事業で導入予定でございます。認知症高齢者の行方不明の早期発

見、早期対応に資するシステムでございまして、ＱＲコードがついているシール

を高齢者の洋服につける。家族が事前にその連絡先の内容をウェブ登録すること、

発見された際にＱＲコードを読み取ることで連絡先などの情報が判明し、早期対

応が図れるということでございます。 

 介護保険会計全般的に、今年度変わる点と新年度の課題ということでいただき

ました。コロナ禍で利用の減と余剰金の発生で還元策、軽減策は考えているのか

ということですが、一般質問でもお答えしましたけれども、繰越金が発生すれば

次期計画期間に生かすことができる。有効に還元していけると考えております。 

 計画期間中の還元、それから返金ということでは、全国の１号被保険者、２号

被保険者との関連も考える必要がありますので、まずはご自身が介護予防に努め

ていただいて、介護が必要ないお体をつくっていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） 恐れ入ります。３７ページ左側のエンディングノートの質

問をさせていただいたんですけども、すいません。エンディングノート、常識的

にどういうものかは知っているもので、その説明をいただいてしまったんですけ

れども。この事業の中でどのような活用というか、それを伺える趣旨で質問をさ

せていただいていたところで、介護予防の事業の中で、たまたま今回はこういう

ご希望があってこういうのをやってみましょうという流れになりましたというも

のなのか、それとも毎年毎年、ある一定の部数、一定の人数がこれをやることに

なっているのか。それですとか、例えばエンディングノートって基本的に個人の

趣味で書いてもいいようなものだと思うんですけども、それを事業でされるとい

うところで、ある程度情報共有化されていたりとか、公的効力を持つような意味

があったりするのかなというところを少しちょっと不安、疑問に思ったので伺い

たかったんです。 

 例えば、遺言状なんかでも、個人でしたためておいたものっていうのと、弁護

士さんを介して作ったものというのは効力が違うと思うんですけれども、そうい
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ったものを意図していたのかなとか、そういうことが少し見えなかったので伺い

たかったんですけれども、教えてください。 

 あと、どこシルラベルシールが新規事業ということで、行方不明の早期発見て

すごくよさそうだなと思うんですけれども、認知症患者さん行方不明になるとき

って、例えば寝巻きのままで出られていたりとかっていうこともあると思うんで

す。パジャマとか寝巻きのままでお出かけになるとか、どんな衣服をつけて出ら

れるかちょっと分からない部分もあるのかなと思うんですが、複数枚数をお渡し

しておいてというような形なのか、どういう活用なのかももう少し見えるとうれ

しいです。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、エンディングノートの件ですが、これは例え

ば７５歳になった方、介護予防についての研修を受けていただくということを想

定しているんですが、この機会に参加いただいた方にお分けしたいなと。エンデ

ィングノートについてはこういう活用がありますよ、これを受けて義務づけると

か、そこまでのことは想定していないですし、明らかにこれを書きなさいという

こともできないと思います。ご自身でいろんな方策が出てくると思いますので、

必要な時期には書いておいたほうがそのときに便利ですよという程度でお示しし

たいなと思っております。 

 それから、どこシルラベルシールですが、確かに認知症で徘回される場合には

どのような衣装で出ていくかは計り知れません。これ、以前にＧＰＳの事業も提

案していたんですけれども、残念ながらそちらのほうのご利用はございませんで

した。どういう機会でどういう時間帯で発生するか分かりません。少しでも発見

される確率を高めるという点で提案しているものです。比較的安価な事業で早期

発見に導けると思いますので、このシールと併せて徘回模擬訓練でしたり、ＳＯ

Ｓネットワークの構築、それから地域住民の方の意識の向上ということを目指し

ていきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ほんなら、お願いします。 

 今ほど３７ページのところの一般介護予防のところで、いろんな事業のところ

をやっていらっしゃる人件費等が大分入っているんだろうと思いますし、それか

ら総合相談事業のほうも対人件費がほとんど結構入っていると思います。 
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 私、ここに読みますと、介護予防の把握事業とか予防の普及啓発事業、それか

ら活動のいろんな事業ということで、この文章を読みますと情報の提供、活動支

援というような云々と、それから介護予防プログラムと書いてあるんですが、何

か結構それが細かく、そういう文章は分かるんですけれども、具体的に、仮にど

ういうものがあるのかというのをちょっと示していただくと。それは今、言葉で

示すのが大変であれば、何かちょっと紙にでも、これはこんな事業だよ、これは

こんな事業だよというのを書いていただいていいかなというふうに思っていま

す。 

 当然、その７００万、いろんな形で担当の人件費が当然入って、それが主たる

ものになってくるんじゃないかと思いますが、そういうような中からどういうふ

うな動きをしているのかというのが何か見えてこないところがあるのか、私自身

が勉強してないんで見えないのかもしれませんが、ぜひともそういうようなのを

何か具体的に、これはこういう事業をやっているんです、例えば地域に行ってサ

ロンに行ってこんなことをやっているんだよとか、いや、各集落に行ってこうい

う介護のところの勉強会しているんだよとか、例えば昔、一つ例出すと、うちら

の地域の運動会があったときに保健師さん来てくれて、それは保健師さんでした

けども、そういう動きをしているんだよとか、何かそういうような具体的な動き

が見えるような資料的なものもぜひお願いしたいと思います。 

 今、口頭でなくても結構ですので、何かそういう必要があったらお見せいただ

きたいと思います。 

 それからあと、４０ページの生活支援体制の事業。これはいろんな形で社会参

加できるような地域づくり、これも生活支援コーディネーターの配置ということ

でその事業費に対しての委託料が６３７万。これはそれぞれ今私どもいろんな関

係の中から近助タクシーを一つの契機にしながら、それぞれの地域でサポート体

制をつくる機会づくりをしようという。今、上志比のほうにはひまわりサポート

の会、それから北地区とかそこらにはいろんな会合を開いて、その話をしていく。

地域づくりのネットワークのサポートづくりやね。それの対象づくりをしていこ

うということで設けているんだろうと思うんですが、そこら辺りの実績というか、

例えばこういうような形で動いていますよ、なら、例えばですよ。例に出したら、

志比南地区にはこうやって活動で方向を立てて、年何回そういう働きをして実質

的にこうしていったけども、まだ出来上がっていませんとか、いや、どこどこの

地区にはこういう働きかけてしますよと。それの一つの計画なり、それからそれ
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に対する実績と、それに対してどうやったかというのがある程度見えなければ、

あったほうがいいんじゃないか。具体的にそういうものが結構見えていないとこ

ろがあるので、そういう面があったらぜひお示しいただきたい。 

 また、そういう面はやはり当然委託事業の中には、私どもが先ほど言ったよう

に、私どもが勉強していないから、例えば社協さんのところがそういうような資

料を全部出していると、それがひょっとしたら事務局のほうに来ているんかもし

れませんが、それだったらこういう事務局にこういう、例えば社協の動いた実績

の資料がありますよと。そういうようなご提示をいただければ、私もそれまた勉

強したいと思いますので、そこら辺りは今の言ったようなことはここに示されて

いますよ、こういう実績報告がありますよというのをできたらお示しいただけれ

ば、私も勉強しますので、ぜひお示しいただければと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

 ○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 予算説明書の事業目的の下の欄にある程度、例えば

総合相談事業でしたらちょぼをつけて内容については記入させていただきまし

た。これは１個１個がどういう事業だという内容についてはまた別の機会にお示

ししたいと思いますし。 

 一応、介護保険事業運営協議会、これの中ではある程度詳しく説明しておりま

すし、議員おっしゃった生活支援体制整備の内訳についても社協さんのほうから、

包括のほうから報告をいただいております。 

 できたら議会から参画をいただいている委員さんのほうからもフィードバック

お願いしたいところですが、その成果についての資料はお出しすることはできる

と思いますので、事務局のほうからまた、指示があった時点でお渡ししたいと思

います。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ぜひともちょっとまた相談させていただいて、これはこうい

うところに載っているよと教えてくれれば、正式に依頼を出してその資料をもら

うようにしますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 特別会計でいいんですね。 

 介護保険の問題ですけど、コロナ禍で被保険の人の余剰金が発生しているとい



 －461－

うのは報告を受けています。いろんなことで考えることもあるんでないかなとい

うことですが、例えばサービス利用への何か少し支援を考えるとかいうことも、

見えるとみんなほっとする面があるんではないかと思うところです。 

 町立診療所の問題は報告なかったんですが、僕は黒字化が見えるということは

本当に喜ばしいことで、今後の課題はと書いたんですけど、今後の課題、取組の

方向、ちょっと……。 

 

○４番（金元直栄君） 介護までか。はいはい。すんません。聞いているつもりです

けど、頭の中に抜けているんで申し訳ない。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 介護保険の剰余金という言い方が適切かどうかはち

ょっと疑問ではありますけれども、サービスがコロナ禍によって提供量が減った、

結果的に給付費の余分が生じたということですが、この還元については、繰り返

になりますけれども、次期以降で検討していきたいと思います。皆さんが介護予

防に努めていただいて、給付費が増大しないような体制づくりは必要なことだと

思っています。 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） またしつこいと言われそうですけど、本当に余剰金というの

は別にしても少し余裕が出てきたお金については、僕はやっぱり今利用している

制度の中でできるものがあるとしたら、例えば利用しやすいようにするとかいう

ことで、やっぱり地域のいろんな福祉活動、介護に関することに使っていくこと

も大事なんではないかなと。次のやっぱり介護予防につなげていくためにも、ぜ

ひそれは考えてほしいと思います。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 介護保険の制度の中でのサービスは、これは全国一

律でございまして、これについて軽減を図るというのはなかなか難しいだろう。

居宅サービスについては３％の方、低所得の方には従来から補助をしております。 

 このほかにインフォーマルサービスとして、永平寺町にとって必要なサービス

をつくっていくということが必要。ここについては保険者としての裁量がある程

度認められておりますので、これについて提供できる体制を適宜つくっていきた

いということはかねてから申し上げているところでございます。 
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 ぜひご協力のほどお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 町立在宅訪問診療所特別会計について、補足ありますか。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 診療所特別会計予算について、全般的な質問をいた

だきました。黒字化が見えることは喜ばしい、今後の課題はということでお褒め

をいただきましてありがとうございます。 

 令和３年度は１８０万ほど黒字が見えています。ただし、１７０万のコロナ補

助金があったことも大きな要因でございまして、これが安定経営とはまだ見込ん

でおりません。ただし、外来、訪問とも診療件数は伸びております。コロナ禍で

はどこの医療機関もスタッフに負担が生じているということもまた表れておりま

す。 

 令和４年度は増員を図って対応をとっていくということで、指定管理料も若干

増額になっておりますが、損益分岐点については見越していく必要があるのかな

と。どこまで伸ばしてどこまで仮に増を図るというところはぜひ判断していく必

要があるかなということを思っております。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 町立在宅、質問ありますか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 本当にどこでも病院なんか抱えていると赤字が大変だという

ことが一般的に広がっている、先行している状況があります。 

 ただ、本町の場合、やはり福井大学の大きい病院があることで、近くにそうい

う大きい病院があるということで、診療所みたいな小さいところは少ないという

ことでこういうところに踏み切ったと。地域の在宅医療を担う仕事にもやっても

らえるということで非常に、ある意味ちょっと当初の話では先が見えにくいとこ

ろもあったのかなと思う面もあるんですが、こういったのは大事だと。 

 ただ、本当は３年、４年後からいろいろ考えたいこともあったはずです。それ

は今のところ当面考えては、訪問看護とかいうのは考えていないということを、

取り組むのは大変なんでないかということを聞いているんですが、今後やっぱり

どうしていくのかということをやっぱりここに来て赤字が続いているわけじゃな

いですから、続いていくわけじゃないですから、一定のめどが立ったところでも

う一歩ステップを踏めるようなことをぜひ考える機会にしてほしいと思うんです
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がね。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ご指摘ありがとうございます。 

 診療所の体制については、大学、それから診療所運営協議会、こちらのほうと

も丁寧に協議していきます。 

 スタートは介護保険の在宅医療介護連携推進事業、こちらのほうからの発想か

ら診療所運営体制を立てております。適正な医療というのがどうか、永平寺町に

とって、かかりつけ医が福井大学だというところは国保、後期、いろんな保険者

からも見直すべきところだと思っております。町民にとっても適正な医療体制は、

どこまでだというところはこれからも説明してまいりたいと思います。 

 診療体制についても大学と丁寧に協議して、安心できる体制をつくっていきた

いと考えております。 

○議長（奥野正司君） ほか質問ありますか。 

 ないようですので、次に、子育て支援課関係を２回に分けて行います。 

 まず、７５ページから８６ページを行います。 

 補足説明を求めます。 

 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） それでは、子育て支援課関係の質問に対する回答

をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

 子ども・子育て会議事業、予算説明書の７６ページの左側になります。 

 年１回は会議を行っているが、その会議内容は、またそれを知る方法はあるか

ということでございますが、令和元年度に第２期子ども・子育て支援事業計画を

策定いたしました。その策定の中には保育教育の教育事業量の数値に対する実績

の見込みと町の子育て支援事業についての報告を委員の方にしまして、その委員

さんよりご意見をいただいているものでございます。 

 また、町民からの問合せにつきましては、課の窓口についてご説明をさせてい

ただいております。 

 続きまして、ひとり親家庭等子育て安心プラン、高校生通学定期代の助成です

が、説明書の７７ページの左側になります。 

 竹原駅から福井駅までと観音町駅から福井駅までの運賃が倍違い、教育格差が

出ないかなど心配です。上限１万円で不足の声などはないですかという質問でご

ざいますが、申請時には窓口では特にそのような相談を受けたことはございませ
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ん。 

 助成としまして、定期代券購入時にえちぜん鉄道の利用促進定期補助として運

賃の１０％の助成があります。町はその分も含めて月上限として１万円を助成し

ております。なお、この事業につきましては、県の補助事業として統一した基準

で実施をさせていただいております。 

 続きまして、出産祝金支給事業、７７ページの右側になります。 

 第３子出産増加傾向にありますかということでございますが、第３子以降の直

近の３か年の数値でございますが、平成３０年が２２名、令和元年度が１４人、

令和２年度が２０人となっておりまして、令和３年度につきましては２１人を見

込んでおりまして、近年につきましては２０人前後を推移することとなりまして、

ほぼ横ばい状態となっております。 

 続きまして、子ども医療助成事業、予算説明書の７８ページの左側になります。 

 対象人数をということでございますが、対象人数につきましては、ゼロ歳から

高校卒業まで２，７３５人を見込んでおります。内訳ですが、ゼロから６歳が８

２０名、小中学生が１，４２５人、高校生が４９０人を見込んでおります。なお、

全体の９７．２％ほどが医療機関を利用すると推測をしております。 

 続きまして、児童手当支給事業、説明書の７８ページの右側になります。 

 対象人数をということでございますが、対象人数はゼロ歳から中学校卒業まで

の１，８５５人です。内訳が、ゼロから１２歳が１，４５７人、中学生は４２８

人を見込んでおります。ゼロから１２歳までが１万円と１万５，０００円があり

まして、１万５，０００円につきましては３歳未満と小学校６年生までの第３子

以降につきましては１万５，０００円となっております。中学生は１万円。所得

制限がございまして、ある一定の所得を超えますと月５，０００円の支給となり

ます。 

 続きまして、保育運営諸経費、説明書の７９ページの左側になります。 

 保育カウンセリングはどのくらいの頻度ですかということでございますが、令

和３年度は巡回を２６回、延べ１４０件の相談支援をしました。各園年二、三回

ほどカウンセリングを行っておりまして、子どもの様子を見てもらいまして個別

の支援計画を立てて、その子に応じた支援や援助を行うことで、園生活や遊びが

スムーズになり、成長につながっていると考えております。 

 続きまして、保育園の運営諸経費と幼稚園運営諸経費ですが、予算説明書の７

９ページの左側と８５ページの右側になります。 
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 広域入所の実績と今年度はということでございますが、令和２年度の実績が２

号、３号認定で１４名、６２３万３，１４０円となっております。令和３年度の

見込みですが、２号、３号認定で７名６２７万９，０００円となっております。

令和４年度の当初の見込みでございますが、２号、３号認定６名で７５４万３，

０００円を見込んでおります。なお、令和３年の実績につきましては、４月中旬

頃に認定加算状況が確定するため、現状では見込額となっております。 

 続きまして、広域入所委託料と広域入所施設型給付費の関係でございますが、

３歳から５歳の教育認定、１号認定というんですけど、幼稚園や認定こども園に

通園している園児につきましては施設型給付費として、ゼロから５歳の保育です

ね。２号、３号認定というんですけど、この方が保育園、保育所や認定こども園

に通園している園児につきましては、広域入所委託料として区別をさせていただ

いております。 

 なお、実績でございますが、令和２年度の実績で、１号認定は６名で３１３万

８，４５６円となっております。令和３年度の見込みで１号認定は４名でござい

まして、４２８万２８２円、令和４年度の当初で１号認定３名ほど見込んでおり

まして、３５９万３，９００円を見込んでおります。 

 続きまして、予算書の７９ページの右側で、保育園施設管理諸経費でございま

すが、遊具の改修は令和１年は遊具点検、２年は改修、３年は調査、４年は改修

となっているが、その調査結果を示してください、遊具の点検結果とスケジュー

ルということで、調査の結果でございますが、なかよし幼児園を除く７園で遊具

の改修を行います。内容としましては、飛行機遊具のさび除去、接続部分の劣化

の補強、踊り場手すりの補強、滑り台支柱のさび除去・補強、ロープネットの補

修、遊具の再塗装などでございます。 

 今後のスケジュールでございますが、令和５年度に点検を行いまして、令和６

年度に修繕をする予定となっております。 

 続きまして、幼児園・幼稚園リフレッシュ事業、説明書の８０ページの右側に

なります。 

 永平寺町幼児・幼稚園施設長期保全・再生計画の見直し、変更はということで

ございますが、この点につきましても昨年の決算常任委員会で答弁をさせていた

だいておりまして、令和７年度をめどにお示しを予定しています。幼児園、幼稚

園の施設長期保全・再生計画は、平成３９年度から２０年間の計画として定めて

おります。なお……。すいません。平成２９年から２０年間です。 
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 現在、園の施設の再編を進めておりまして、計画の変更は今後施設の統廃合も

予想されますので、全体計画が決まり次第と考えております。実施済みの物、今

後必要となる工事は見直し作業になると思っておりますので、それまでは現計画

その時点で適宜必要な対応していくことと考えております。 

 続きまして、吉野幼稚園の天井改修工事。公共施設の天井調査を行ったが、そ

の結果の報告と今後の方向性を。吉野幼稚園は以前にも天井の落下で改修したこ

とがあるということでございますが、園の吊り天井調査につきましては、後日の

全員協議会にて報告をさせていただきます。 

 今後の方向性ですが、ボルトの不足や劣化が見える２園、吉野幼稚園と志比北

幼稚園についての部屋につきましては、令和４年度に改修をいたします。斜め補

強材の追加や吊りボルトの追加補強が必要な園につきましては、令和５年度に改

修をしていきたいと考えております。 

 なお、吉野幼稚園の以前天井が落下したという点でございますが、こちらとし

ましても保育士とかいろんな方に確認をしたんですけど、その天井が落下したと

いうことがちょっと確認できませんでしたので、もしまたいつ落ちたかというの

をお知らせいただきたいなと思っております。 

 続きまして、子育て支援事業、説明書の８１ページの左側になります。 

 ショートステイやトワイライトステイの利用状況は、見守り宅食支援事業の配

食食材は調理済みなのかということでございますが、まず、ショートステイ、ト

ワイライトステイにつきましては、令和３年の見込みとして短期期間の通所で保

護者の負担軽減を図るショートステイ事業につきましては、利用者は１名、夜間

に子どもを預けるトワイライトステイの利用者はありません。 

 配食につきましては、調理弁当のほか、レトルト食品などを配布しております。

なお、事前にアレルギーの状況も確認をしまして配布のほうをさせていただいて

おります。 

 続きまして、子ども食堂もあり得ると示されたが、具体的にはということでご

ざいますが、現在はコロナ禍の中で活動はしておりませんが、事業者から今後子

ども食堂も視野に入れているとお聞きしておりますので、見守り宅食支援事業に

拡充した補助として今後は協議していきたいと考えております。 

 宅食支援事業、２事業者は、地域は、今後の展開はということでございますが、

主な見守り地区としまして松岡地区につきましてはＮＰＯ法人かさじぞうさん、

永平寺・上志比地区を永平寺町社会福祉協議会が展開をしております。現状では
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新たな新規の雇用ありませんが、今後は２事業で継続をされると考えております。 

 宅食事業、２事業者で４１８万８，０００円の内訳は、補助金の内訳、積算の

根拠でございますが、補助金の内訳ですが、宅食、見守りに係る食材費用が４５

家庭分で１５９万円、学習支援に係る費用、対象者が延べ１，１５５人ですが、

５７万８，０００円、運営事務費に係る費用が２０２万円となっております。 

 なお、ここにつきましては、昨年度までは国庫補助が１０分の１０でしたが、

今年度につきましては３分の２となります。 

 続きまして、児童館運営諸経費、予算説明書の８２ページの右側になります。 

 遊びはどのようなものですか、ＩＴ環境の整備はありますか、公民館の放課後

子ども教室の違いということでございますが、遊びにつきましては施設にある遊

具や折り紙、読書などでございまして、場合によっては放課後児童クラブとの連

携事業としてボール遊びや折り紙、大人数参加のゲームを行っております。 

 児童館につきましては、開設時間内であればいつでも自由に訪れて遊ぶことが

できるもので、放課後子ども教室は地域の方と交流事業による体験学習活動を行

うものでございます。 

 なお、簡単に申しますと、児童館は遊びの場、教室のほうにつきましては遊び

の場という形で覚えていただくと分かりやすいと思っております。 

 なお、ＩＴ環境の整備についてはありません。 

 続きまして、どこの児童館の修繕かでございますが、松岡児童館の壁のクロス

と換気扇取替えの修繕となっております。 

 続きまして、放課後児童クラブ運営諸経費ですが、説明書の８３ページの左側

になります。 

 児童クラブ指導員委託料の内容はですが、放課後児童クラブの指導員や突然の

けがや新型コロナ感染や家庭の事情などで出勤できないときに急遽で勤務しても

らう委託料で、シルバー人材センターへの委託料となっております。年間２０３

日を見込んでおります。 

 続きまして、指導員の処遇改善につきましては、令和４年２月より賃金の３％

以上の処遇改善を実施しております。なお、詳しいことにつきましては、一般質

問でも総務課長がお答えしておりますので、よろしくお願いします。 

 続きまして、子ども発達相談事業、説明書の８３ページの右側になります。 

 親子支援教室、子育て相談会、参加者数見込みはそれぞれどの程度ですか、今

までの実績と今後はということで、まず令和元年度の実績でございますが、親子
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支援教室が１１回開催しまして、延べ２４５人の親子が参加をしております。子

育て相談会が２回開催しまして、７組の相談を受けております。令和２年度の実

績ですが、親子支援教室が１０回開催し、延べ１２６人の親子が参加をされてい

ます。子育て相談会でございますが、５回開催しまして７組の相談を受けておる

と。令和３年度の実績ですが、まず見込みでございますが、親子支援教室が１２

回開催をしまして、延べ１２０人の親子の参加を見込んでおります。子育て相談

会は４回開催しまして、１０組を予定しています。 

 今後につきましても、専門職員を確保して引き続き事業を継続していきたいと

考えております。 

 続きまして、幼稚園運営諸経費、説明書の８５ページの左側になります。 

 広域入所施設型給付金、令和３年度は４人と説明されたが、４年度は３人で支

出額が多いがということでございますが、広域入所施設型の給付金につきまして

は、支払う金額につきましては国が定めております公定価格によって保育単価が

決められております。単価につきましては一律ではなく、園の定員数が少ないほ

ど基準単価や職員配置の加算などで金額が高く設定されていますので、支出額が

違います。例えば、同じ３歳児で比較しても基本単価で１５名定員の園は８万２，

３１０円、１５０人定員の園は２万９，５５０円となっております。なお、園が

４月から入園する方もおれば途中から、５月とか１０月から入る方もございます

ので、全く人数が同じでもそこはちょっと差が出てきてしまうという形になりま

す。 

 続きまして、すくすく副食補足給付費ですが、他の市町の私立等の幼稚園に通

園している永平寺町の児童に対しまして、永平寺町内に通園する３歳児以上と同

じように第３子以降の副食費、給食費を無償となるように町が償還払いをして補

足給付するというものでございます。 

 なお、この給付する園でございますが、保育料無償化や副食を第１子以降免除

するなどの子ども・子育て支援新制度に以降しない園が対象となっております。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 休憩します。 

 暫時休憩します。 

（午後 ２時０８分 休憩） 



 －469－

────────────── 

（午後 ２時２０分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、子育て支援課関係、８７ページから１０８ページを行います。 

 補足説明ありますか。 

 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） 補足はありません。 

○議長（奥野正司君）  

 質疑を許可いたします。 

 質疑ありますか。ありませんか。 

 １１番、酒井さん。 

○１１番（酒井和美君） レディーファーストで。恐れ入ります。 

 まず、７７ページの左、高校生通学定期代助成ですね。そちらですけれども、

上限１万円で不足ないですかというところで、上志比地区のほうが過疎地で認定

されてしまったという悲しいことがありまして、少し暮らしやすくするためのこ

とというのを考えないといけないのではないかという部分で、やはり学生さんの

通学というのは少し苦労されているんではないかなというところが以前からちょ

っと心配でして、越前竹原駅から福井駅まで６３０円ですかね。定期代で１万６，

０００円というところで、先ほど１割はえち鉄の助成があって、なおかつ１万円

上限なので５，０００円ぐらいが各家庭負担ということになるかなと思うんです

が、これ観音町駅とか永平寺口駅とかだともう負担なくなる状態になると思うん

ですね。その中でプラス駅から乗換えしてどこか違うところまで行くというとこ

ろもあるということを考えると、やっぱり福井のほうへ通うというところに負担

が少しあるというのだなというところは思いまして、今後、ちょっと今回過疎地

になってしまったという部分では何かお考え、考えられるところないでしょうか

という質問です。 

 あと、もう一つあるんですが、児童館ですけれども、ちょっと私の聞き間違い

かなと思ったんですが、児童館の目的というか、違いですね。公民館の放課後子

ども教室との違いはというところで、両方遊びというふうに言われたような気が

したんですけど、児童館は常に開所して朝から晩まで開所している場所として目

的は遊びです。多分、公民館のほうはたまに開催するという感じなのかなとは思

っているんですけれども、そんな捉え方でよろしいでしょうか。 
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○議長（奥野正司君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） まず、公民館と放課後子ども教室ですが、先ほど

ちょっとどっちも遊び、遊びと言って大変申し訳ございませんでしたが、児童館

は遊びの場で、子ども教室のほうは学びの場という方でご理解ください。先ほど

はちょっとどっちも遊び場と言いました、大変申し訳ございませんでした。 

 あと、定期代の助成につきましては、上志比の子は松岡の子に比べればやっぱ

り負担が大きいというご意見だと思いますが、逆に松岡の子が勝山へ行ったりす

る場合もございます。たまにありますし、松岡地区の中でも仮に鯖江とか坂井市

へ行った場合がございますので、やっぱりそこは皆さん平等にという形で今回県

の基準を踏まえまして１万円という形でご理解いただきたいと思っております。 

○議長（奥野正司君） １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） 今の答弁の内容でいきますとね。観音町から鯖江まで行く

ということもあったら、上志比から鯖江までということもあるんですよね。やっ

ぱりその差は大きいかなというところございますので、またよろしければご検討

いただけたらと思うところですけれども。 

 児童館は放課後子ども教室のほうは学びの場というところで、児童館は遊びの

場ということで、折り紙ですとか、本を読んだりとか、そういったことをされて

いるという話なんですけれども、対象が小さなお子さんから１８歳ぐらいの、小

中高校生までということが対象で、高校生が折り紙でもないなと思うんですけれ

ども、なかなか利用が進みにくい部分が毎年の決算書の人数などを見ていても思

っているところなのですが、この中でＩＴ環境の整備ありますかというのを伺っ

たのは、Ｗｉ－Ｆｉですとか、支所に開設されていたりすればフリーＷｉ－Ｆｉ

使えたりするのかなとも思いまして、その中でＷｉ－Ｆｉが使えればまたそうい

うモバイル端末ですとか、タブレットを使ったようなこともできるのではないか

なと思って質問に入れたんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） 公民館のＩＴ、Ｗｉ－Ｆｉ整備につきましては、

先日の一般質問でございました学校の宿題がタブレットになった場合に児童クラ

ブにもＷｉ－Ｆｉの整備を行いたいということでお答えしましたので、児童館に

つきましてもそういった形でちょっと検討していきたいと思っております。 

○議長（奥野正司君） １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） ありがとうございます。もし、以前、もしよろしかったら
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なんですけれども、小中高の子どもが対象で、朝から晩まで開いている中で、そ

ういう宿題としての活用というのも大切だと思うんですが、例えば不登校をされ

ているような学生さんとかでも、おうちにＷｉ－Ｆｉ環境がちょっと足りていな

いようであれば、そういった場所でもオンラインで授業を聞いたりもできるのか

なと。そういった補助などもあるとさらに活用が進むのではないかなと思います

ので、ちょっとデリケートなところもあるんですが、よろしかったらこちらもご

検討いただけると、ご回答いただけるとうれしいです。 

○議長（奥野正司君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） 自宅にそういうＷｉ－Ｆｉ環境がないご家庭の支

援も含めまして、ちょっと前向きに考えたいと思っていますので、よろしくお願

いします。 

○議長（奥野正司君） ほか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） ８０ページの幼稚園・幼児園リフレッシュ事業、この単年

度で幼稚園や幼児園の改修工事、保全工事が出てくるわけですけれども、これは

幼稚園・幼児園施設長期保全計画に基づき計上していくということです。その長

期の保全計画が令和７年度に見直しかけるということです。それまでの間、やは

り今の保全計画に基づいてしっかりと単年度の予算計上をやっていただきたいな

と思います。令和４年度の予算の金額ベースで見ていきますと、今ある長期保全

計画の概算ですけれども、大体８００万とかっていう計上がされていますので、

これとの整合性は取れています。来年度、再来年度見直しかけるまでは今の計画

に基づいて、保全費の標準化ということで、平準化ということで計上していくと

いうことを一度確認させていただきたいなと思います。 

 守っていただかないと、何のための保全計画、長期の保全計画かということに

なりますので、その点を確認しておきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） 新しく計画ができるまでは、今の計画をしっかり

対応していきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 幼稚園・幼児園のリフレッシュ事業ですが、時には前倒しも

あるのかなと思って見ています。 
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 これ、吉野幼稚園の天井の話ですけど、町長知っていますよね。一緒にいたと

きに下がっているんで、これ直さなあかんというのですぐ直してくれたって保育

園喜んでいました。困ったな。そういうことがあったんです。 

 卒園式か入学式の日に、これどうなっているんですかって保育園の先生が言わ

れて、そのときにちょうど挨拶に、町長も行っておられて、僕も出ていたんです

けど、これは下がっているぞという話で、たしか遊戯室の天井、北東のほうがち

ょっと下がっていたんですね。それを見て、すぐに直させるということを町長が

言われたんですわ。それは早く気がついてよかったということを町長が言われて

いましたので言っておきます。 

 いや、それで追求しているわけじゃないです。問題は、そのときに直したのに

また改修かという意味でちょっと書いたんです。本当は基準があんまりはっきり

してえんと、手直しだけで終わってしまうこともあるんで、やっぱり基準に合っ

たように少しでもしていってほしいということで、長く使えるようにね。どうせ

するならそうしてほしいということです。 

 特に、やっぱり地震結構あるんですよね。そういうこともあるんで、東幼児園

でのあの一件以来、やっぱり敏感にならざるを得ない。特に天井については。ま

だいろいろ指摘してきたこともありますんで、そういうことは考えて取り組んで

いただきたいと。前倒しもあって必要かなと思います。 

 子育て支援事業の子ども食堂ですけど、本町の場合、いろんなレトルトの食品

なんかも含めて届けているというようなことは、かなりの件数あるのやね。上志

比と旧松岡のほうを見るとあると思うんです。ただ、子ども食堂というのは、昔

でいうと鍵っ子なんですよね。鍵っ子。それでいて、特に最近は独り親家庭が多

いんで、一般に生活も大変な人たちが多いということでやられていると思うんで、

家に帰ってやっぱり火を子どもたちがなぶるというのか。というのは、最近は電

子化されていいところもあるのか知らんのですけど、やっぱりそういう火に触る

ということで怖がる人たちもいらっしゃるんで、子ども食堂も何で本町ではでき

てないんかなと思ったら、そういうのを計画はあるというんですが、めどとして

はどうなっているのかなというのはちょっと。 

 何でそんなことを言うかというと、高齢者の配食事業をやっているわけですよ。

だから、そういうことも考えると、可能性があるんではないかなと思うんで、ち

ょっとお聞きしたかったわけです。 

 放課後児童クラブの運営諸経費でクラブの指導員の、いわゆる処遇改善のやつ
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ですけども、児童クラブの職員は、いわゆる短時間の雇用になる人たちが多いと

思うんですわ。それでいくと、私の感覚でいうと時給幾らという決め方ではない

かなと。そうなってくると単価が、本町の場合、いろいろ委託している、雇用し

ている状況、今までは最低賃金にちょっと、言葉は悪いですけど毛が生えた程度

ということになっていたと。今回はやっぱり３％というんですが、３％でなしに、

この人たちは３％では済まんと思うんですよ。やっぱり９，０００円の引上げと

いう意味をもう少し考えてすべきでないか。いい人材がなかなか本当に大変だと。

集めるためにもそういうことは実施してほしいと思っているんですが、いかがで

しょう。 

○議長（奥野正司君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） 園の天井につきましては、今の基準に合った形で

しっかりと対応させていただきますのと、先ほど説明でございましたけど、あと

残り２園以外のところは令和５年度で改修をとお伝えしましたが、なるべく早く、

できましたら今年度また対応させていただきたいと思いますので、またご説明の

ほうをさせていただきますので、よろしくお願いします。 

 それと、宅食事業につきましては、後日ですかね。事業者と打合せをしまして、

どういった形でやっていくのかというのを聞き取りしまして進めていきたいと考

えております。 

 処遇改善につきましては、３％か９，０００円かということでございますが、

こちらとしましても県とかに確認しました。３％なんか９，０００円なのかとい

う形で県のほうにも確認しまして、県としましては厚労省のＦÅＱというのがあ

りまして、その中で地方公共団体の事業者はほかの職種の業種もあることから

３％、ほかの業種もいろいろあるので、そこの均衡性を図るために公立の事業者

は３％以上という方で県のほうからも確認をしておりますので、今回、児童クラ

ブ、保育士に関しては３％の賃上げという形で対応をさせていただいております

ので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 施設の長期保全計画やら改修の問題については、もう本当に

十分やっていただけると思います。 

 子育て支援の子どもの食堂のやつですけど、当然やられていると思うんですが、

いわゆる農産物というのは必ず売り物にならない正規品が出ます。十分食べられ
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るやつが出ます。そういうのを集めてくるということもやられていると思うんで

すが、そういうことも含めていろいろアナウンスしておくことも大事、協力者を

募っておくことも大事なんでないかなと。やっぱりやるにはそれを支える体制、

安定的に支える体制にもぜひ、当然やられていると思うんですけども、行政とし

ても何か知恵をお貸しすることもぜひ考えていただきたいと思います。 

 クラブの指導員の時給、もし時給で計算されているとしたら、３％ではそれは

いかにも大変だなと思うんで、それはそれなりに考えるべきではないかなと私は

常識的に思っています。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

○４番（金元直栄君） 関連で１つある。 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） ５番ではないですけど。４番です。 

 これ、この処遇改善の問題でいろいろ質問にも出ていると思うんですが、いわ

ゆる保育士さんがやっぱり一番平均賃金が安くなる、その一番の原因は正規、非

正規の問題があるんですね。非正規の人が今では半分以上というんですが、どこ

かで明確に町の方向性を示さなあかんのでないのか。それが、もう認定こども園、

私立園の建設のときにも語られているわけですから、どこかでそういうことを示

してほしい。僕はその私立園化には反対ですけども、それにしても平均で月１０

万円安くなるというのには大きな意味があるということは十分認識されていると

思うんですが、お聞きしたいですね。どういう比率にならしていくのか。 

○子育て支援課長（島田通正君） 正規と非常勤の比率でございますが、これも西と

松岡幼児園の新しい新園の開設するときにちょっと勉強なのか、特別委員会か分

からないんですけどご説明をさせていただいたんですね。非常勤と正規の割合と

いうことですね。これが今は五分五分みたいな感じですけど、これが来年になり

ますと６、４になり、最終的には７、３ぐらいになって、正の職員の比率が高く

なるような形で答弁をさせていただいておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 民営化が始まりましても正職の数はそのまま維持をしていく。

それがずっと割合が上がっていくことになりますので、何とか解消していきたい

と思います。 

○４番（金元直栄君） 次で終わる。 
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○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） そういうやり取りをしていると、本当に言いたいこと忘れて

しまうんです。 

 正規の保育士さんの確保の問題のことでいうと、今年もいわゆる会計年度任用

職員４名辞められるという報告がありましたね。やっぱり今の話を真に受けて、

１割まで行かないけどそれに近い人たちがやっぱり年間辞めていかれたりすると

いう、そういうことも待遇の問題では生まれるわけですね。やっと、保育園の園

長さんに言わせるとやっと保育士さんとして育てた人たちがほかへ行くというの

は非常に寂しいと言われているようなこともあるので、ここは７対３を目指して

いくだけでいいのかなと。以前からそれは聞いているんですよ。もう何十年もね。

長いですから。そんなことも含めて考えていただきたいと思うんですが、いかが

でしょうか。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 募集はしているんですけど、来年、令和５年から始まります

と６対４になっていきますので、今回の民営化、そういった５対５とか、正規、

非正規の割合をしっかり変えていくためにも、この民営化というのは一つ大きな

一歩だったなというふうに思います。 

 そして、会計年度さん、待遇で辞められる方、いろいろ待遇の改善は大事かな

と思いますが、辞められる方、役場の正職の方でも辞められる方いますが、決し

てそれが理由ではなしに、例えば結婚であったり、違う転職であったり、いろい

ろな理由もありますし、逆に正規で雇用をしてほしいという、そういったパター

ンもありますので、待遇の面についてはこれからもやっぱりしっかり国の指針に

従っていかなければいけないと思いますし、また人手不足も非常に一つの大きな

問題になってきておりますので、いろいろな面で待遇とかそういったことはやっ

ぱりしっかりしていかなければいけないなと思っております。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 なければ次に、永平寺支所関係……。失礼しました。子育て支援課関係、８７

ページから１０８ページを行います。 

 補足説明はありますか。 

 のこり８７ページから１０８ページの質疑はございますか。 

 なければ次に、永平寺支所関係、１４４ページから１４６ページを行います。 

 補足説明を求めます。 
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 永平寺支所長。 

○永平寺支所長（歸山英孝君） それでは、支所関係のご質問にご答弁したいと思い

ます。 

 予算関係資料の１４５ページと１４８ページになります。 

 各支所間でリース料に相違があるが、その要因は何であるかというようなお問

合せでございますが、リースの個別にご答弁申し上げたいと思います。 

 まず、電話機リース料でございますが、永平寺支所で４６万１，０００円の予

算をお願いしているところでございますが、上志比支所はゼロでございます。こ

ちらにつきましては、永平寺支所は７年リースで１４台分の予算をお願いしたと

ころでございますが、上志比支所に備わっております電話機につきましては、支

所建設時の電話回線の移転のときに電話機６台を買い取りしているものでござい

ます。電話機につきましては、今後、一時的なお金はかかるんですけれども、今

後買い取りで対応したいというような方向でそのような形になっているところで

ございます。永平寺支所の７年リースが令和６年にリースが満了になりますので、

その後は買い取りでリース料金はなくなるものと理解しているところでございま

す。 

 続きまして、輪転機の相違でございます。輪転機の相違でございますが、これ

は機種の違いによる相違が非常に大きい要因になってございます。まず、永平寺

支所は白黒仕様でございます。上志比支所についてはカラー仕様、カラーで印刷

できるような仕様になってございます。輪転機の利用につきましては、各区長さ

んや各種団体、公民館、保育所、図書館等の利用がございます。それらの中で機

種を選定するに当たりまして、上志比支所管内からは本庁のカラーまで行くまで

に非常に遠いと。ところが、永平寺支所管内は本庁でカラー印刷が可能というこ

とで、料金のことを勘案いたしまして、永平寺支所ではモノクロ仕様、上志比支

所にはカラー仕様を設置していると、そういうことからリース料金の相違が出て

きたというようなことでございます。 

 そのほかといたしまして、防犯カメラについても永平寺支所が１７万２，００

０円、上志比支所が２１万２，０００円でございますけれども、防犯カメラにつ

きましては両支所ともカメラ３台、その他録音機器等一式がございます。機器的

な構成は同じでございますけれども、こちらにつきましても５年リースでござい

まして、永平寺支所が安くなっている要因は、リースが満了した残価の設定だけ

ということでございます。上志比支所についてはまだリース期間、５年リースで
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すけれどもその途中であるということで若干高めの設定になってございます。５

年経過後は永平寺と同様の額になるというようなことでございます。 

 リース料金の違い、相違及びその要因につきましては以上のとおりでございま

す。 

 以上、支所からのご回答とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 今説明が、永平寺支所、上志比支所それぞれにつきましてありましたので、質

疑を永平寺支所、上志比支所につきましての質疑を許可いたします。暫時休憩し

ます。         （午後 ２時４８分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時００分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、学校教育課関係の一般会計予算を２回に分けて行います。 

 まず、１４９ページから１６９ページを行います。 

 補足説明を求めます。 

 学校教育課長。 

○学校教育課長（多田和憲君） それでは、学校教育課関係のご質問にお答えいたし

ます。 

 まず、学校施設整備費です。 

 １つ目が、長期保全・再生計画の実施状況はということで、これは昨日、長期

保全計画の現在の状況を提出しましたので、そちらをご覧ください。当初の計画

と少し変わっているんですけれども、町全体の財政の状況、あと改修箇所、個別

の危険度などを含めた総合的な判断で計画の一部を前倒しまたは先送りあるいは

単年度を複数年に分けるとか、そういったことを工夫しながら進めております。 

 続きまして、各学校の改修工事の内容をということで、こちらも資料を提出い

たしましたのでご覧ください。 

 続きまして、長期保全計画にトイレの洋式化は含まれているのかということは

と、あと避難所としての利用のためにも洋式化をといったご提案でございます。

この長期保全計画にはトイレの洋式化は含まれておりません。あと、トイレの洋

式化の進め方につきましては、３月補正の際にご説明したとおりでございます。 

 続きまして、環境・エネルギー教育支援事業です。 

 １つ目が、放射能の性質比較実験セットとはということで、このセットは肥料
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とか海水塩などの身近にある放射線発生源の種類、あとは発生源からの距離によ

る放射線量の違い及び遮るもの、遮蔽物の有無などによる放射線量の違い、こう

いったものの実験を通して学習するための器具でございます。 

 ２つ目です。国から「放射能は安全」とかのリーフレットが届いているのでは

ないかと。そういう元のものの授業なのではないかというご質問です。放射線の

関係では、文科省から副読本が出ております。しかし、この補助事業は原子力の

みでなく太陽光とか風力なども含めた全体的な発電の仕組み、それと放射線の性

質や利用法、こういうことについて理解を深めるための補助事業でございまして、

国が出している副読本と直接的な関係はございません。 

 続きまして、部活動地域人材活用事業です。 

 外部指導者と指導員の違いということでございます。これにつきましては、こ

れまでも予算とか決算の審議、また一般質問においても何度となくご説明してお

りますが、再度ご説明いたします。 

 部活動指導員は、教員の業務負担軽減のために部活動の指導を行う者で、身分

は学校職員でありまして、活動中の事故にも責任を持つため、教員の代わりに大

会等の引率をすることも可能でございます。 

 対しまして、外部指導者ですけれども、これは競技経験とか指導経験の浅い顧

問が担当する主に運動部活動においては、技術的な指導を行うため、教員の補佐

的なそういった立場の方でございます。 

 続きまして、学校給食管理運営諸経費の手数料２４８万５，０００円というの

は何かということと、あと整備工事と備品等の内容ということでございます。 

 手数料につきましては、衛生管理基準に基づいて毎月２回実施している調理員

の検便、あと冬の期間に実施するノロウイルスの検査など衛生関連の検査手数料

及び給食センターの配膳車の車検の手数料でございます。 

 工事備品につきましては、資料を提出しておりますのでご覧ください。 

 続きまして、楽しいおいしい給食事業でございます。生活保護との関係ではと

いうことですけれども、その給食費につきましては、生活保護であるかどうかに

かかわらず、全ての児童生徒が無償となっております。 

 続きまして、各学校予算の使用料及び賃借料があまりにも違うということでご

ざいます。この理由でございますけれども、まず、学校の教育用のコンピュータ

リースですね。先生のコンピュータのリース料とか、学校行事で使うバス代、こ

ういったものは児童生徒数とか先生の数でありますとか、学校規模によって当然



 －479－

違いが発生するものがまずございます。 

 それと、この使用料及び賃借料のうち約３割が土地賃借料になっておるんです

けれども、これにつきましては、例えば学校敷地の一部は町有地である学校もあ

りますし、全部借地の場合もあります。これはもう学校ごとに条件が違いますの

で、規模にかかわらず差が出ると、そういったものもございます。 

 続きまして、教育振興諸経費で、町内歴史資源に触れる機会も取り入れてほし

いということです。この教育振興諸経費ですけれども、この事業の使用料及び賃

借料、ここには校外学習で町内施設を訪問するためのバスの借上料なども含まれ

ております。また、ちょっと別事業になるんですけれども、地域と進める体験推

進事業、こちらにおきましても、校長判断で各校がふるさと教育を推進しており

ます。ということで、議員ご提案いただいたことにつきましても、改めて校長会

に呼びかけていきたいと考えております。 

 ちょっと予算関係かどうかはあれですけれども、教職員の働き方改革というこ

とでございます。 

 まずもって、教職員は県が所管しております職員であるということを申してお

きます。過労死ラインの目安となる８０時間以上の超過勤務をした教員は６月と

１０月に多く、部活動の大会前とか学校行事前の準備といったことが超勤の原因

であるというふうに聞いております。その他、国、県からの調査報告物が多いと

いったことや、議会前に町教育委員会からお願いする答弁書用の調査、これにつ

いても時間的な余裕がなく負担が大きいという声が上がっております。 

 コロナ禍の影響といたしましては、学校行事のスケジュール調整、あと学級閉

鎖とか自宅待機となったときのための課題づくり、それとほかの先生が自宅待機

になったときの埋め合わせと、そういったことで負担は増えております。 

 ただ、中学校におきましては部活動が休止になっているという期間は顧問の負

担は減っております。 

 業務改善といたしましては、学校行事の精選、会議の効率化、部活動における

複数顧問配置や部活動なしの日の設定、時間外や休日の留守番電話対応、学校閉

庁日の設定といった取組を行っております。 

 また、本町では他市町より多くの学校教育支援員を配置するなど、予算計上も

簡略化するなど、教員の負担軽減を図り、子どもと関わる時間を増やそうといっ

た対策を講じております。 

 最後の学校の在り方につきましては、これはもう一般質問でお答えしたとおり
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でございます。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） １５４ページ、１５７ページ、学校施設整備費、小学校、

中学校があります。学校施設長期保全・再生計画ということで、今回、提出され

ましたこの資料、これが改定版ということで位置づけしてよろしいでしょうか。 

 平成２７年１０月に出ておりますこの計画を見直して、今回提出されたものと

いうことでよろしいですね。 

 あわせて、給食関係の経費も出ているんですけれども、学校給食管理運営諸経

費。これは今の長期保全計画とは全く別の計画として位置づけてよろしいですね。 

 ちょっと個別の予算の確認ではなくて、この計画もう１点確認させていただき

ます。先ほど幼稚園、幼児園の中長期の保全計画でも申し上げたんですけれども、

この計画の一つの大事なところは、保全費の平準化ということです。今年度は、

令和３年度は３，２００万、来年の令和５年度が１億４，８００万という数字が

出ております。この計画でこれから見ていったらいいということですね。その施

設、小学校、中学校の保全費の平準化ということです。具体的には、投資額を突

出するんではなくして、各単年度平準化していこうというのが大きな狙いです。

具体的に今回数字が出ておりますので、これの確認をしておきます。 

○議長（奥野正司君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（多田和憲君） これ、この計画だけ見ますとかなり平準という言葉

は当たらないように見えますけれども、毎年毎年予算計上していく中で、長期計

画以外の工事というのがかなりございます。例えば、大きいものでいいますと、

これまでのことを言いますと、キュービクルに３億とかかかっていますし、給食

室に一斉にエアコンを入れたりとか、そういった長期計画以外のことが結構発生

しております。そういうものも含めまして、なるべく年度間の差を生じさせない

ように考えて当初予算を計上しております。 

○議長（奥野正司君） １２番、酒井君。 

○１２番（酒井秀和君） お願いします。 

 私からの１６３ページを一例にして校外学習で、または遠足で町内歴史資源に

触れていただきたいという話をしたんですが、目的は永平寺町のことを子どもた
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ちに知ってもらいたい、好きになってもらいたいということです。 

 私が小学校の児童だった時代には、手繰ケ城山古墳とか登っていた記憶があり

ます。それを忘れていたわけではないんですが、先日、景観審議会で子どもたち

が永平寺町の自慢をということでいろんな風景の絵を描いてくれたんですが、そ

こには手繰ケ城古墳の絵というのは１枚もなかったんですね。あれだけの史跡が

ないというのがちょっとショックだったんですけれども、そういったところで地

元の部分ではないんです。蔵王山だったり、祖跡巡拝コースだったり、いろんな

 今、山が中心になっていますけども、そういった資源があるので、ぜひそうい

ったものに触れていただきたいなという思いがあって、今回質問にさせていただ

きます。 

 ご存じだと思うんですが、祖跡巡拝コースには上志比中学校の生徒が「山頂で

す。」というふうな看板を立ててあります、大分今傷んではいるんですけれども

つけてあります。そういった上志比中学校の生徒がやったことをほかの学校の生

徒たちが見て、ああ、自分たちもここをやろうよとかという気づきにもなったり

するかなと思いますし、ぜひそういった取組を学校の校長先生にお話をされると

いうことだったので提案していただいて、永平寺町の、今、永平寺町って広くな

っているわけで、一つの永平寺町をしっかり皆さんに、児童に、生徒に伝えてい

ただきたいなという思いで上げましたので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） どうもありがとうございます。 

 学校のあり方検討委員会の中には、答申の中にふるさと教育の充実というふう

なことをうたっています。そういう関係で、来年度、ＩＣＴ研究会というのが２

年前発足して、今、タブレット関係ですね。どのような使い方をするかというこ

とを今研究して進めています。同様に、教育委員会直属の委員会というふうなこ

とで、これからふるさと教育を進めていきたいと思いますので、その上でまた校

長会等も当然いろいろ意見いただきながらやっていきますので、そちらの委員会

等で研究しながら、やはり子どもたちが永平寺町に愛着を感じる、そういうふう

なものをつくっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それぞれの地区、学校ではやっているんです。ただ、交流がないんですね。そ

の交流も大変大切ですけど、それにはやはり各地区でもっと深めるというふうな

ことも含めて。 

それで、今、ふるさと教育というような形で、実際にやっているわけですけど、
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今、議員がおっしゃるのは、もう少し幅を広げて、地域にあるいろんなものをや

はり訪問しながら、さらに地域のよさに触れてほしいというふうなことだと思い

ますので、そういうことを含めてさらに充実させていきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 私幾つか質問出しています。 

 １つは、トイレの洋式化の、補正予算のところでもちょっと答弁いただいたん

ですが、学校からの要望に基づいてという話ではなかったかと思うんですね。そ

れとはちょっと違う進め方をしないと進まんのではないかということで今回上げ

ているわけです。 

 本当に災害多くなってきて、大規模災害にでもなると学校というのは本当に大

事な拠点になります。ところが、実際、吉野小学校の洋式化は結構早く取り組ん

でいただきました。主要なところは。ところが、そのとき全部したわけじゃない

んですね。例えば、体育館についているかなりの数のトイレなんかはそのまんま

残されたわけです。だから、そういう取り残しがほかのところのいろんな学校に

もあったはずです。全部したわけじゃない。ただ、最近の改修ではほぼ洋式化し

ているということもあるので、そういうちょっと格差というわけでないですけど、

見落としというんか、取り残しというんか、そういうのをやっぱり行政指導で進

めなあかんのでないですか、ぜひやったほうがいいですよという私の提起です。 

 環境・エネルギー教育支援では、実は自然界にも放射能はあると。いろいろ器

具をあれして何線が飛んでいくのが見えるとかっていう話ですけど、実はそこか

ら副読本も出ているんですけど、自然界にある放射線の観察しているうちに普通

にあるんですよ、大して危険じゃないんですよ、副読本にはそういうのが書いて

あるんでないかと。それと結びつくと、よっぽど専門的な知識を持っていないと、

活用を誤ると放射能、放射線安全だよって。放射能と放射線、区別が別というこ

ともありますけど、そこは十分考えて取り扱わないといけない。それは今、東北

で結構問題になっています。原発事故があった後でね。 

 次に、楽しいおいしい給食。これは結構です。ただ、幼児園のところではそう

なっていないところがあるので、ちょっとまたの機会に聞いていきたいと思いま

す。 

 学校の在り方、これは一般質問で答えたというんですが、やっぱり町長の基本

方向がない答申の在り方というのを、僕はやっぱり説明側として不自然だなと思
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っているので、率直にそこはそういう一般質問でも言っていた答弁とか、これか

らの進め方の計画についてお話しされていますけど、それだけではやっぱり問題

ではないかという問題提起です。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、トイレについて、学校のほうでもやっぱり１００％洋

式化を目指していますし、幼児園そしてほかの公共施設もすぐにはできませんが、

優先順位をつけて、そこは各課進めておりますので、またご理解をよろしくお願

いしたいと思います。 

 それと、適正配置につきまして、私の思いといいますか、住民の皆さんの思い

を形にしていただいたのが今の教育長に出された答申だと思っております。金元

議員に少しお聞きしたいんですが、その答申についてどう思われているのか。尊

重されているのか、それはもう別に関係ないよとおっしゃられるのか。私は今、

私の個人的な意思だけではなかなか厳しいと思います。そんな中で、教育長も一

緒な思いで教育長が諮問をされて、それでいろいろ何回も会議をされて答申が出

てきた。そこを尊重してしっかりと住民の皆さんにもう一度お話を聞きに行くと

いうことが大事だと思いますので、ここはこれまで何回も何回も会議を重ねて、

本当に議論を重ねていただいた、金元議員もそこの委員の一人だったと思います

が、その委員の皆さんの思いをしっかりと答申という形でいただいて、それをど

ういうふうにしていくかということを進めていくことがこれからになりますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

 

○議長（奥野正司君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） これトイレの様式化の問題については、町がそういう計画を

やっぱりきちっと示しておいていただくとありがたいと思います。私は今回、そ

れを確認しましたので、それについては了とします。 

 ほうやけど、ほかの答弁があと欲しいなと思ったんです。 

 答申の問題ですけど、私は結構ボリュームのある意見書を出しました。一番ち

ょっと引っかかったのは２つあります。１つは、提言です。あれよく見ると中教

審の内容っていうことですけど、それを読んでいくと、子どもたち情報を握った

ほうが勝ちやというような世の中になろうとしているのをやっぱり追認している

関係で、生産現場で汗を流して働く人たちの位置づけが弱いと率直に思っていま

す。私は。そういう見方で見ると、やっぱり大変なんかなと。子どもたちの教育
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というのは大変なんかなと思います。それが１つです。 

 もう一つは、個々の学校の評価をすることについては、僕は全体として教育ど

ういう在り方が必要なんかというのは小規模校でも大規模校でもこういうデメリ

ット、メリットありますよというのは分かるんです。個々の学校の評価について

は、地域の存続の問題もありますから、これについてはきちっとそれについて質

問しました。地域の、要するに地域人口の問題、まちづくりの問題については考

えんのかといったら、それは諮問を受けていませんから一切考えませんというこ

と。これは上田議員の質問でもあったと思うんです。それはやっぱりまちづくり

の中に位置づけられた学校でない限り、学校の存続というのはあり得ません。そ

ういう立場で僕はやっぱり意見を言ったとおりです。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 逆に申しますと、じゃ私が教育委員会からいろいろなって受

けた中で、私がその答申を無視して私の意見だけで進めますといった場合、皆さ

んどう思います？ そこはやっぱりしっかりと何日も何時間もかけたのをやっ

て、ただ、いろんな人の話を聞いていく中で、もうちょっとここは深くとか、そ

ういった中で多少のいろいろな方向の変わりはあるかもしれませんが、基本的に

はやはりこの答申というもの大切に進めることが今まで建設的に進めていった、

また多くの方がこれに関わっていただいているそこの大切なところだと思ってお

りますので、そこをもってしっかり進めさせていただきますので、よろしくお願

いします。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） まず、自分のところと、それから関連とやっていきたいと思

います。 

 自分のところは、いろんな形で工事の一覧とか出していただきました。それか

ら、長期にわたる修繕のところも出して、本当にありがとうございます。 

 私はここでちょっと見えたのは、いろんな形で、本当は各学校のところにそれ

ぞれ各学校特有の、校長判断でいろいろやっているので、そこら辺り、前からも

言っているんですが、何かそういうようないろんな違いがあったらまた教えてく

ださいというふうに思っています。それは一つとして、そういうような形で行き

たいと思います。 

 関連ですけど、今の学校の在り方のところだけまた一般質問に戻るかもしれま
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せんが、学校の在り方の中で……。 

○２番（上田 誠君） だから、学校の在り方について言えばいいんでしょう。 

○議長（奥野正司君） 審議には関係ない。 

○２番（上田 誠君） 何ですか。どう関係ないんですか。 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩します。 

（午後 ３時２７分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時２９分 再開） 

○議長（奥野正司君） 再開します。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ほんなら、ちょっと関連も含めて話しします。 

 ここの、例えば１５６ページの教育振興費のところのいろんな就学助成のとこ

ろがあります。これは今までの昨年の実績を基にして今年も出しているというこ

とだろうと思うんですが、そこら辺りの見解をちょっとお願いしたいと思います。

それは小中学校同じです。それちょっとお聞きします。 

○学校教育課長（多田和憲君） これ例えば、実施設計は入れ替わりますよね。６年

生は卒業して、新１年生。３年度の２から５年生は大体数が読めますが、上がり

ます。中１もだから読めますけども、新小学校１年生なんかは想定して、２から

５年までは、今いる学生が残る部分は実績から、新しく入ってくるのが想定でと

いうふうに計上しております。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） １５２ページの左側ですけれども、教育ネットワーク整備

事業ですが、通信運搬費、タブレット１，５４９台分がこれ各生徒のＬＰ通信料

だと思うんですけれども、滝波議員の教職員の働き方改革ということでの質問も

あったんですけれども、このタブレット１台につき通信料ＬＰが３ギガやったと

思うんですけれども、動画試聴ということの通信料が全然１台につき足りないと

思うんですね。長時間ずっと見続けるということが難しいですよね。 

 それがパンクしてしまう分というのはまた補正で取られるのかなという。昨年

そういう事例で支払うことがあったというようなお話も長岡議員の一般質問の中

で聞こえていたと思うんですが、それが予算の中に含まれているのでしょうかと

いうところを聞きたいんですけれども。 
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 それともう一つですね。やはり先生方がコロナ禍の中で学級閉鎖、学校閉鎖と

いうことの中で、どうやって子どもたちに授業を見せるかということに大変苦慮

されていて、タブレットの通信料も限界があり、学校のＷｉ－Ｆｉも限界があっ

て、でも５年間は改定することはできないという中で伺っているんですけれども。

その中で、学習作業の整頓、データ通信の整頓が必要であるという状況も伺って

いると。だから、持ち帰りの宿題もしたいという中で、子育て支援課長ですね。

先ほど答弁の中で、児童館でのＷｉ－Ｆｉ整備なども宿題されるのであれば考え

たいというような回答もいただいたんですが、ＩＴ研修会、Ｅまなびの会などで

宿題を家庭で行う、児童館や放課後児童クラブで行うということも併せて考えら

れるでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（多田和憲君） 宿題で、例えばタブレットを使うようなことになっ

ても、それほどギガ数使うような、動画でのやり取りといった、そういうことは

まず考え……。今の時点でそんなに考えられないかなと思います。３ギガ内で十

分できるかなと思います。 

 それと、例えば家にＷｉ－Ｆｉ環境がない家庭につきまして、先日もギガを買

い足すというようなことで対応していくといったお答えもしております。 

ただ、今年度の卒業生と来年度新入生と見ますと、何十台かちょっと余分の端

末も出てきます。例えば、Ｗｉ－Ｆｉ環境がないご家庭の子が持ち帰りで行うと

きは、その予備といいますか、使っていない端末を貸してプラス３ギガというふ

うに対応することもできますので、取りあえずそっち優先で、買い足しはその次

の段階といったようなことで現在考えております。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、３ギガで大体４，０００万円の通信料を持っています。 

 これが中学生一人が１ギガ上がるごとにやっぱり１，０００万とかそれぐらい

の通信。じゃ、どこまでそこの通信費を町は負担することができるのかというの

もやっぱりしっかり検討しなければいけませんし、これ５年間でこのｉＰａｄ、

また更新が来たときにＷｉ－Ｆｉの整備とか、今ちょっと今回はＷｉ－Ｆｉの整

備よりもこっちのほうがより効率的ですし、同時に通信も使える。ほかの市町か

ら見ても、今３ギガですけど使い勝手は非常にいい状況になっています。 

 今言うように、通信費をじゃどこまで見るのか。この前、ちょっと各中学校の

担当の先生とお話をさせていただく機会もありましたし、またこれからも勉強会
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にちょっと混ぜてほしいということで、課題とかどういったのがいいかとか、そ

ういったことも今話をしていますので、先生も好きなようにやってくださいとい

いますと、通信費が１億、２億となっていく可能性もありますので、そういった

こともやっぱりちょっと先生らに分かっていただいて、じゃどういう範囲までで、

小学生はひょっとしたら、分かりませんけど２ギガでも行けるのか、その分を中

学校に持ってくるかとか、そういったことをやっぱりちょっと先生たちとお話を

させていただきたいなというふうに思います。 

 まだちょっと今回の予算、一般質問でもありましたけど、先生の中でもまだ使

いこなせている先生と、だんだんだんだんその差はなくなってきて統一するよう

になってきているというのは聞いていますので、そういった点も併せてこのＧＩ

ＧＡスクール、課題、対話をしながら、またちょっとどういうふうにやっていっ

たらいいか、一緒に考えていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） １１番、酒井君。 

○１１番（酒井和美君） ありがとうございます。 

 私も決してタブレット１台３ギガというのを増やしてほしいとは全く思ってい

ないんです。そのパンクした場合の予算はこの中に入っていたんですかというこ

とを質問しただけということが１つと。 

 放課後児童クラブとか公民館ですとか児童館ですとか、ああいったところは公

共施設の中に入っていることが多いので、そこのＷｉ－Ｆｉの通信代の中で子ど

もたちに使わせることができるという意味で、補助的に使って有効活用できませ

んかということを前々から、これはもう本当に例えばアクセスポイントを１個増

やすとか２個増やすと何十万かはかかるかもしれないんですけれども、本当にお

金のかからない提案をさせていただいているので、本当に前向きにちょっとご検

討いただいて、子どもたちの学習カリキュラムの進行が遅れるなど、学習の質が

低下することだけはあってはならないと思うんで、本当にその部分だけ大切にし

なければならない部分だと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 提案ありがとうございます。 

 これは一般質問のときにもお答えしましたように、今、町長のほうから話があ

りましたように、Ｅまなびの会、その研究会ありますので、そういうふうなこと

も全てこれから提案させていきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 
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○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 なければ、学校教育課関係、１７０ページから２０１ページ、各学校の施設に

関する予算についての質疑を許可いたします。 

 質疑ありますか。 

 なければ……。あります？ ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ちょっと質問のところにはたくさん、各学校あれやったんで

書かなかったんですが、要は前から言っているように、各学校の独自にいろんな

対応をしていると思うんですね。学校長判断で。それのところが、例えば前から

もよく言って、一覧表、毎年いろんな事あると思うんですけども、そんなのをぜ

ひどうだったかというふうな形、また予算的に来年度はまた同じように取ってい

るのかというのも含めてちょっとお知らせいただければいいと思います。 

 そんな一覧表的なものがあればまたお示しいただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○議長（奥野正司君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（多田和憲君） これいつも決算のときに実績を出させていただいた

と思いますので、また決算のときにつけさせていただきます。 

○議長（奥野正司君） ほかありませんか。 

 なければ、暫時休憩します。 

（午後 ３時４１分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時５０分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、生涯学習課関係、２０２ページから２１３ページを行います。 

 補足説明を求めます。 

 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（清水和仁君） それでは、事前通告のありました件につきましてご

説明いたします。 

 説明書２０３ページをお願いいたします。 

 右側の社会教育総務諸経費の補助金でありますが、放課後子ども教室事業補助

金の事業の内容などについてのご質問でございますが、放課後子ども教室は主に

小学生を対象として、放課後や学校の休業日に公民館を中心に地域の方々の参画

を得ながら、学習や体験活動、スポーツ、文化活動、地域住民との交流活動など
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の取組を実施するものでございます。各種の企画に募集型で参加者を募っており

ます。 

 また、プログラミング教室について、でございますが、実施する予定としてお

ります。 

 ２０４ページ左側の地域づくり応援事業の報償費にあります地域づくり講座の

企画につきましては、地域づくりに関する講演会や講習会を実施する講師謝礼で

ございます。地区振興会を検討する地域においてもその協議の期間中に講演会、

学習会をする際に活用していきたいというふうに考えております。 

 また、地域づくりに関して、古いしきたり、区費の在り方などの見直しの提案

というご意見をいただきましたが、各自治会の区費などにつきましては、それぞ

れの事情もございますので、行政が指導することは難しいと考えております。 

 右側の成人式事業におきまして、大人の自覚は本事業においてどのように促さ

れているのかというふうなご質問でございます。 

 成人年齢の引下げに伴い、１８歳から父母の親権に属さなくなり、親の同意を

得なくても一人で契約行為を行うことができるなど、１８歳を対象として大人の

自覚に関する周知を図る必要があると考えており、新成人のためのリーフレット

の配布などを予定しております。 

 本町の成人式に関しましては、引き続き２０歳を対象としてはたちのつどいと

して実施することとしておりますけれども、飲酒や喫煙などほとんどの権利を得

ることになりますので、ここで改めて大人の自覚について、また自分の未来や進

路、ふるさと永平寺について考えていただく機会としたいと考えております。 

 例年決定します実行委員会においてもこの点については考える機会をつくって

います。また、式参加者には記念品とともに適正飲酒や資産運用、健康手帳など

の各種リーフレットを配布しまして、大人として自立するための啓発活動を行っ

ております。 

 また、若者の地域活動への参画を推進する中で、自然と自覚や地域の中での立

場などを考えることにつながると思いますので、社会全体で取り組むことが重要

であると考えております。 

 ２０５ページ右側、男女共同参画事業におきまして、区の共同作業において女

は男の２分の１の手間賃などの扱いもあるようだがということについていただい

ております。 

 ご指摘のような実情につきましては、町としては把握をしておりませんので、
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そういったことがあるのであればぜひどこの区なのかというふうなことも教えて

いただき、啓蒙に努めてまいりたいと存じます。 

 ３月中に策定をいたします第３次えいへいじ男女共同参画計画では、認め合い

支え合いともに輝く永平寺町を目指して、行政を含む全ての人や団体が意識を持

って一体的に取組を推進していくものとしております。自治会での役割について

も固定的な役割分担意識を見直していただき、特性を生かした役割を担っていた

だけるよう、自治会の皆様でご検討いただきたいというふうに思います。 

 ２０３ページから２０６ページにわたりまして、社会教育や公民館など全般に

わたってのご質問でございます。社会教育、地域づくり、公民館、団体事業に対

する活動支援の充実策はというふうなご質問でございます。 

 公民館活動、青年グループ活動、成年グループ活動、青少年育成活動、子供会

育成活動、女性連絡協議会活動、文化活動、町会の活動など社会教育活動につい

ては令和４年度も継続して支援を行ってまいります。 

 地域づくりについても、わがまち夢プランや伸びゆく町民運動推進協議会の助

成事業などもより多くの団体の皆様にご活用していただきたいと考えておりま

す。令和４年度には地域づくりに関する講演会を開催する予定で、その折にも各

種助成についてもご説明をさせていただきたいと考えております。 

 現在は、コロナ禍でありますので、自粛している事業や活動も多いため、まず

はその中での活動について、またアフターコロナでの再開について相談や支援を

行っていきたいと考えております。 

 最後のご質問ですが、事業全般にわたって類似施設の在り方ということで、あ

れこれ目立つ施設や不必要な施設がある。今後、類似施設の在り方をどうしてい

くのかというふうなご指摘でございます。 

 グラウンドや体育館については、松岡、永平寺、上志比各地区に分散して配置

されており、地元の人を中心に使用されております。施設それぞれに規模や用途、

特徴なども違うため様々なニーズに対応できており、不必要な施設はないと思っ

ております。不必要な施設と感じられるものがあればご意見を聞かせていただけ

ればというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） これより生涯学習課への質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 
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○４番（金元直栄君） 最後の課ですからしっかりと質問していきたいと思います。

今、反問もありましたので。 

 地域づくり推進事業の問題でいうと、各地区の仕来り等についてはどうかとい

うことですが、僕は町全体として取り組む必要があると思うんですね。以前、随

分昔になりますけど、５０年ほど前には虚礼廃止の運動、やっぱり区長会主導、

行政主導で提唱して、区長会主導でやって、例えば町内は通夜とか葬式のお返し

とはなくそうとかいう運動が広がって、実際、花輪なんかももう出さなくなって

きたというのもあると思うんですね。そういう運動をやっぱり主導していくのが

やっぱりこういうところではないか。 

 これは地域づくりの問題でいうと、移住してきていてもその地域の古いしきた

りの問題で地区外にまた転出してしまうという人たちも実際いるわけですね。 

 例えば、男女共同参画のところでいうと、共同作業に女は男の２分の１ではと

いうことで罰金的にやっているところが実際あるわけです。差別的なのは。それ

を、どの地区かということを問いかけるのは、それは差別ですよ。いや、実際あ

る。結構あるんですよ。 

 それは区長さんなんかも含めて地域全体が自己点検で気がつくような運動をや

っぱり、こういう本当の男女共同参画の運動なんかを進めようと思うとしていく

必要があるんではないか。 

 役回りなんかも順番に回ってくるからというんで、入ってきた若い子たちに押

しつけようとして、とってもやっていられんというんで実際出ていった子がいま

すから、そういうのを聞くと、やっぱり移住促進なんかも含めて地域づくりの中

で考えていく必要があると私は思っていますので、そこは十分考えてほしいと思

います。 

 あと、類似施設の在り方ですけど、公民館は多くても数があっても各地区に必

要だというの、僕は当然だと思うんです。それで、必要な施設について残してい

くのはあるのですが、現実的に人口１万８，０００の町に文化ホール２つある。

こんなん言うとあれですけど、町の体育館を耐震補強の、その体育館を耐震補強

の対象にするために学校施設に変えて、行政区の体育館はなくなったからという

ことでほかでまた残していこうかということをやってきたんです。そこらはきち

っとしていく必要がある。そういうようなのを進めていない中で、例えば学校と

か幼稚園の統廃合の問題に触れるのはご法度だよというのが、新まちづくり計画

づくりの大きな柱でしたよ。 
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 だから、そこも含めて公共施設の在り方、その問題の第一に学校の統廃合が来

るというのは、僕はちょっと考えられんのですけど。そこをやっぱり十分考えて、

本当にきちっと正していくことも必要なんじゃないかなと思うんですが。 

○議長（奥野正司君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（清水和仁君） まず、地域のしきたりであるとか、そういうふうな

ことに関しましては、やはり先ほども述べましたように、町主導ではなかなか難

しいものは、各区の中の問題であれば難しいのかなと思います。２分の１手間も

含めまして。 

 ただ、町内からといいますか、例えば区長会であるとか、そういうふうな話の

中でも、地域の中から課題として出てくればそういったことも取り上げられてい

くことも今後考えられるのかなというふうに思います。 

 また、先ほど地域づくり講座というふうなこともありましたけども、そういっ

た中でもまた講師とも相談しながら、そういったことも全体的に考えていくとい

うか、提案していくというか、そういうふうなことはできるのかなと思いますの

で、その辺でよろしくお願いいたします。 

 また、類似施設が多いのではないかと。私どもとしては、現状のものが必要で

あるというふうに感じておるところでございます。 

 また今後、例えば利用の度合いといいますか、利用人数とか、そういうのも見

まして、今後また見直すことはあるかもしれませんけども、今のところは必要で

はないかというふうに思っております。 

○議長（奥野正司君） いいですか。 

 ほかありますか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） いや、具体的に説明ということで、古いしきたりの一つです

ね。これ、非人間的なあれですけど、地域によっては、今はもうなくなったかも

しらんですが、以前は、例えば火事を出したうち、そのうちの人は腰縄つけて草

履で土下座して１軒１軒謝りに回らなあかんというのはある。 

 いや、そういうことがやっぱりあったんですね。それらも含めて、徐々に人間

的なほうに変わってきているわけでしょう。 

○議長（奥野正司君） 予算の審議に具体的に関係あることをお願いします。 

○４番（金元直栄君） だから、そういうことも含めて、本当に……。いや、僕は地

域の祭事のことを言っているんじゃないですよ。祭事のことを言っているんじゃ
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ない。それはそれできちっと地域で守っていく必要もありますから。 

 そういう非人間的な差別的な問題については、これはやっぱりどこかが聞き取

りしていかな、あかんのでないかと思いますよ。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 私の家も昔火事を出して、本当にご迷惑をおかけしたときが

あると思うんですけど、今はもうそういったことはないというふうに思っており

ます。それは社会のそういった学校の教育の中でないと思います。 

 ただ、そういったことがまた繰り返さないように、しっかり男女共同参画宣言

でしたり、いろいろな計画を基にしっかり啓発をしていくということも大事だと

思いますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、確かに女性の区長が少なかったり、何とかやっぱりそう

いうふうになってほしいなというふうに思いますが、今、入ってこられた方が何

らかのそういった差別を受けたり、そういったことというのは今のところ町のほ

うでは把握をしていませんし、そういった情報はありませんので、もし何かその

ような人があったら言っていただければいいけど。大丈夫だと思うんですが、引

き続きもっと共生社会、開かれた町になるように頑張っていきます。 

 何かあったら。 

○議長（奥野正司君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（清水和仁君） すみません。繰り返しになってしまうかもしれませ

んけれども、そういったことに関して生涯学習課としては地域づくりの中、また

男女共同参画の啓蒙とか啓発の中で、引き続き私どももやるといいますか、でき

ることはやっていきたいというふうに思います。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） それでは、質問をさせていただきたいと思います。 

 私、２０３ページから２０６ページということで、２０７、２０８にも若干か

かるかと思いますけども、体育のところはちょっと今、当然体育のところも入れ

れば大分変わると思うんですが、文化のところと公民館のところがあったので、

それについて質問させてもらいます。 

 ２０３ページから２０６ページのところの、例えば社会教育総務費、それから
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地域づくり、それから公民館推進経費のところで、応援しているのは３つ合わせ

て６００万ですね。それが旧上志比村、それから永平寺町、松岡を合わせてそれ

だけの費用の、ソフト面というとおかしいけど、いろんな事業運営、そういう部

分に関しての応援の負担というのか、補助も含めてそういう形になっています。 

 私、いろんなときにちょっと比較させてもらっている点あるんですが、例えば

人口２万弱、今２万として、坂井市はそれぞれ旧４市町が合併しているわけです

が、例えばそれぞれの、例えば旧丸岡であるとか、旧坂井であるとか、旧春江、

そこら辺りの２万前後のところで、その大きさのところが果たして公民館何館か

ありますが、それ合わせて６００万というのは比較的には非常に私は少ないとい

うふうな見方をしています。 

 それぞれの市町のところで、例えば小学校区のところに公民館を１館建てて、

そこに人を配置して、そしてそれに対する支援をしている。また、それに対する

運営費のかかる費用、それからいろんな公民館の中で方針を出して、それに対し

て事業を運営している。そういうような形。それから、その地域の方々の連携を

図るような活動をしている。それが果たして永平寺町がそれだけの他市町と比べ

てどんなんかというのは僕率直的に見ていただきたいというふうに思います。 

 それを考えると、他市町のところは本当に１館で、極端なことを言うと１００

万、２００万単位の例えばソフト面も含めて事業を含めてやっているところが

多々あると思うんですね。 

 当町は先ほど言いましたように、公民館からいくと、今、永平寺町も３つ仮に

あるとして、松岡も３つあるとして、上志比が１つで７館あるわけですよ。公民

館が。その７館でたった、私から言わすと６００万だけしかありません、光熱費

は別にしてですが。そういう活動の中ではそれだけの費用しかないという、それ

は私あまりにも貧弱じゃないかと。 

 だから、そこら辺りは再度見直す必要があって、今後、そりゃ一挙にそれやれ

というんじゃなくて、そういう形での動きをやはり行政としていかないと、これ

から俗に少子・高齢化の中で支え合いのまちづくり、いろんな地域連帯、それか

ら住民の中でそういう連帯の中で進めようとする中にあっては、そういうところ

のやはり予算を持たないと私は進まないと思うんで、そういう面はどのように考

えていらっしゃるのか。この予算を見て金額を見てそのように直接思うんですが、

いかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（清水和仁君） 議員ご指摘のように、他市町と私としては比べたと

いうことはあまりないので、そういうお話もいただきましたので、今後一回そう

いうことも考えてみたいと思いますけれども、補助額につきましては、各団体等

ともお話をしながら決定していると。毎年上下することはあまり多くはないです

けれども、必要な金額というお話をしながら金額の設定をしておりますので、一

気にさあ、立ち上げますから何かしてくださいとかって、そういう話ではなくて、

必要なものをご提供しているといいますか、ということでご理解いただきたいと

思います。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） どうもありがとうございます。 

 公民館活動がこのコロナ禍の中で本当に主事さん、館長さんを中心に、本当に

地道に、町民のニーズに合った企画講座等をやっている。それの成果を今認めて

いただいたかなと思うんですね。よくやっているよというふうなことと私は感じ

ました。 

 今後ともそういうような公民館活動を充実するように、いろんな協議しながら

 充実を図っていきたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 例えば、福井市の公民館ですと、１つの公民館区が松岡ぐら

いの人口があって、そこでいろいろなイベントとかやって、そこはやっぱり予算

が大きくなるなと思います。 

 ただ、永平寺町は永平寺町らしい公民館活動をしていただいているなと思って

います。公民館主事も専属で公民館について関わって、また連携を取っていただ

いて、金額も大切ですが、人の情熱というのはよその市町にも負けていない。専

属でみんな館長も含め皆さん一生懸命やっていただいておりますので、またそう

いった皆さんがいろんなことをやりたい、こういうことをやりたいということに

対しましては、町もしっかりと耳を傾けて応援していきたいと思いますので、ま

たご理解よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 私が町長、それから教育長、課長答弁したように、その方々

が情熱を持って云々と言っているわけじゃないんですよ。当然いろんな形で今の

公民館長を含めて、主事さんも含めて、頑張っていらっしゃいますし、それなり

の一つの行事を取り上げると非常にそこら辺りのことについては何もしてもしま
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せんし、頑張っている、それから水準が上がっているのは、それは当然認めてい

ます。 

 しかしながら、例えば一つ例を出しましたら、当然、福井市の社のところとか、

頑張っている公民館を見れば、旧永平寺町、旧松岡ぐらいの人口が一つの公民館

になっているという対象があります。 

 でもそれと、ほんなら例えば、例えばちょっと出すと、丸岡の鳴鹿地区を見て

ください。鳴鹿公民館あります。それから、坂井なら坂井の大関なら大関のとこ

ろに公民館があります。そこの大体対象地域になるような公民館でどういう運営

をしているのか、どういう人材がいるのか、どういう活動をしているのか、やっ

ぱりそれは素直に見てきて、勉強しながら、ほんならそれが整っていなかったら、

いや、それはボトムアップでそこに組織がないから、これでいくとそこに組織が

ないから、そこに活動がないから、そこに実態がないから予算がついていない形

ですよ。予算的な動きの中で。 

 それはそれもありますが、それプラスアルファ、そこの活動をいかにしようと

したときには、その予算を盛ると。例えばですね。福井市で青年のために各公民

館でたしか年間何十万、８０万やったかな。を持っています。それはその組織が

あるないにかかわらず、青年組織を高めようかということで、それに対して予算

をつけているわけですよ。その中で何かそういう動きができないか、そういう働

きかけで青年に対して働きかけているわけですよ。 

 だから、やっぱりそういうこちらから能動的に働きかける、また能動的に組織

をつくるというふうな意識がない限り、そういう動きは出てこないと私は思って

います。 

 当然、町長がおっしゃるように、地元から出てきたものに最初後押しをする。

それは当然いいことですし、必要なことですし、それに対してはいいことだなと

思っています。しかし、そういう能動的な動きもやはり僕は必要じゃないかと思

うので、ぜひ他市町の同規模の公民館を見ながらどうかというのもやはり検討し

ていただければと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） やはり今、社北とか丸岡、坂井市の公民館の例を挙げてい

ただいたんですけど、やはりそれぞれの地域の実態とか全然違いますし、おっし

ゃることはよく分かりますので、またそういうふうなことで参考になることがあ

りましたら、やっぱり参考にしてこれからの運営を行っていきたいと思います。 
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 ありがとうございました。 

○議長（奥野正司君） ほかありますか。 

 ないようですので、これで質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後 ４時１４分 休憩） 

────────────── 

（午後 ４時１４分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま議案第１３号から２１号の審議の途中ですが、本日はこれをもちまし

て延会したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（奥野正司君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 本日はこれで延会します。 

 なお、明日３月１９日から３月２１日までを休会としたいと思います。ご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（奥野正司君） 異議なしと認めます。 

 よって、明日３月１９日から３月２１日までを休会とします。 

 なお、３月２２日は午前９時より本会議を開催いたしますので、ご参集のほど

よろしくお願いします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ４時１５分 延会） 


